




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































本文イラスト／[image: さかき]　空也








１









　アルモニア暦れき三二〇年、春。

　北方大陸の西に位置する島国、マディス王国は一年でもっとも美しい季節を迎むかえていた。

　冬の間中空を占せん領りようしていた雪雲が消え去り、徐じよ々じよに強さを増す陽光が王都を照らす。

　工業国であるマディス王国首都の空は煤ばい煙えんで濁にごりがちだが、それでもこの季節だけはすべてが輝かがやいて見えた。

　ぎゅっと密集してたたずむ石造建築に、狩かり場の森。中でもひときわ白く、壮そう麗れいにそびえ立って人々の目を惹ひくのは、王都の真ん中に立つアルモニア大聖堂である。

（子供のころ王都に立ち寄った際には、必ずここを訪おとずれたものだったな）

　ロディア・アルバラードは昔を懐なつかしく思い出し、大聖堂の天てん井じようを見上げる。

　何ひとつ具体的な装そう飾しよくはないが、無数の柱が高い尖せん塔とうに向かって伸のびている様子はどこか優美で荘そう厳ごんだ。

　いつもは神官たちが唯ゆい一いつ神アルモニアの言葉を唱えているこの大聖堂だが、今日はさっきからつぶれかけた海軍人の声が響ひびき渡わたっていた。

「──で、あるからして、我らが国王陛下のマディス海軍は向かうところ敵なし！　十年の停戦は船底を腐くさらせるためにあったわけではない！　むしろ我らの勇気と！　忠誠を！　ライカの最高級葡ぶ萄どう酒しゆのごとく醸じよう造ぞうするためにこそあったのである！」

「……話なっげーよ……」

　ぼそ、と脇わきから身も蓋ふたもないつぶやきが聞こえ、ロディアはわずかに顔をひきつらせた。

　横目で見やった左の席には、濃のう紺こんを金モールで飾かざった海軍礼服姿の青年がいる。

　すんなりと端たん整せいな横顔に、よく光る緑の瞳ひとみ。

　こちらからでは見えないが、もう片方の瞳は青のはずだ。

　見た目は二十代前半にしか見えないこの青年。険しい表情で腕うでを組み、演説台を見つめている姿は、それなりに見目のいい類たぐいに入る──のだが。

「つーかさっきから五回くらい同じこと言ってねーか？　停戦が終わったからこそ大おお慌あわてで軍の再編成やんなきゃなんなくって、この大量の任命式っつーことになってんじゃねーか。終わったもんは終わったもんで、とっとと次に行きゃいいんだよ」

　苛いら々いらと言いながら靴くつ底ぞこで床ゆかを規則的に叩たたく様子は、軍人というより単なる不良学生だった。ロディアは声を押し殺して彼に囁ささやきかける。

「口を慎つつしめ、ランセ。まだコーツ艦かん長ちようのお話の途と中ちゆうだぞ」

「そのお話が長すぎるから黙だまってらんねーんだろうが！　お偉えらいさんの演説なんてもんはな、『みんな頑がん張ばれ！』とか『よくやった！』とか『おめでとう！』とか言って、あとは勝手に酒でも飲ませとくのが一番なんだよ。どうせ誰だれも真ま面じ目めに聞いてねーんだから」

「……どうせあなたは、そんな演説しかしたことがないんだろうな。それだから部下には好かれても、結局陰いん謀ぼうに巻きこまれて後ろから刺さされたりするんだ。心配するこっちの身にもなってくれ。少しは反省というものを覚えろ」

「俺の辞書に反省という文字はない！」

「話にならん！　そんなもの落丁だ、取り替かえてもらえ！」

　ロディアの声がつい大きくなった途と端たん、周りから「ごほん」という咳せき払ばらいが湧わき上がった。

　ロディアは慌あわてて華か麗れいな礼服の背を伸ばし、辺りへ視線を配る。

　幾き何か学がく文様を描えがいた床の上は、ひと、ひと、ひと──しかもすべてが濃紺と金の海軍服姿の軍人で埋うまっていた。そこらの民家なら軽く十も入ってしまいそうなだだっ広い聖堂を埋めるくらいだから、ざっと三百人はいるだろうか。

（誰もが精せい悍かんというか、厳いかついというか、いかにもな海軍士官ばかりだからな。うちの士官たちは黙っていても目立つというのに──少し声が大きかったか）

　ちくちく刺さる嫌いや味みな視線を肌はだに感じながら、ロディアは自分の右側に目をやった。

　そちらに並んでいるのは、まだ少年の面おも影かげを残した長身の青年士官カロル、よく言えば物もの憂うげ、普ふ通つうに言えばとても眠ねむそうな航海長のキニス、燃え立つような真っ赤な癖くせ毛げをひとつにまとめた妖あやしいまでの美青年軍医アルデア、さらに明らかに場ば違ちがいな銀ぎん髪ぱつに眼帯姿の少女、ルーナ・ノアという面々である。

　この四人とロディアを合わせた五人が、ランセ艦長率いる小型軍ぐん艦かんレーン号の主な士官たちだった。

（皆優ゆう秀しゆうではあるんだが……陸で見ると、海軍人というより役者か芸人集団だな、これは）

　自然に自分のことは除外して考えているロディアだが、ロディア本人も相当目立つ──というよりむしろ、この場で一番目立っているのはロディアかもしれなかった。

　長い金きん髪ぱつに、清すが々すがしく匂におい立つような美び貌ぼう、そして静かな情熱を秘ひめた切れ長の石榴ざくろ色の瞳。一見美青年にしか見えない外見だが、ロディアは正しよう真しん正しよう銘めいの女性だ。

　彼女はマディス王国海軍初の女性士官であり、小型艦とはいえ一艦の副長である。あまりの出世の速さといい、その見た目といい、良くも悪くも海軍中の注目を集める存在だった。

　が、本人にはあまりその自覚がない。

　むしろ問題児の艦長や、士官たちのことを考えるほうでいつも頭がいっぱいだ。

「だけど、話が長いな、って思ってるのはみんな同じじゃない？　言わないだけで」

　軍服姿のアルデアがだるそうに言って足を組み、綺き麗れいに磨みがいた爪つめに息を吐はきかける。

　今はこうして男装、男言葉の彼だが、爪や指先の美しさや、妖しすぎる目つきには、どうしても普ふ段だんの女装癖へきが垣かい間ま見みえた。

「アルデア、こんなところで爪を磨くな。あと、キニス。真面目に覚え書きを作っているように見えて、どうせ変な詩を作っているのはわかってるんだ。他ほかに見られる前にしまえ！」

　すかさずふたりを注意して、ロディアはカロルに視線をやる。
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　彼は外見だけの話で言えば、若いのもあってまだ普通だ。一応真面目に演説台のほうを見ているし──と、ロディアが思った直後、カロルから明らかな腹の音が響いた。

「……カロル……お前……」

「……いや、今のは俺じゃねーって！　空耳だって！」

　赤くなって主張するカロルに、ロディアの拳こぶしはかすかに震ふるえる。

「空耳だと言っている時点でお前以外に誰がいる。寝ね坊ぼうでもしたのか？　食事くらいちゃんととってこい、そんなことまで私に言わせるな」

「だってしょうがねーじゃねえか、金ないんだもん！　新しい軍服一着仕立てたら、給料なんかろくに残らねーよ！　お前だってそうじゃねーの？」

　カロルに切実に主張されると、ロディアも即そく答とうはできなかった。

　彼の言うこともわからないではないのだ。海軍士官の給料はそう高くないのに、自分で用意しなくてはならない金モールやら金のバックルやらがついた軍服はやけに高価だ。

　高価だが、もちろん戦せん闘とう中に着るので劣れつ化かする。貧びん乏ぼう士官が下手に出世すると、軍服の仕立て代で悲ひ惨さんな目に遭あうというのもよく聞く話だった。

「──しかし、食費すらなくなるのは計画性がなさすぎる」

　ロディアが一応ひとこと釘くぎを刺すと、今度はランセが横から顔を出す。

「そーだぜ、うちの艦がもうからないのは当たり前なんだから最初から計算に入れとけ。いいか、今まで俺の指揮した歴代の軍艦で、特別な賞金が出たことなんざほとんどない！　十代から艦長やってんのに、ずっとだぞ？　凄すごいだろ」

「ランセ艦長、自じ慢まんするなら十代から艦長、というところにしろ。あえて貧びん乏ぼうを自慢するな」

　軽い頭痛を覚えてロディアが言うと、ランセはにやりと笑った。

「いーんだよ。俺はさすがにちょっと優ゆう秀しゆうすぎたけど、戦時のどたばたの中じゃあ若くして艦長になった奴やつなんざ山ほどいた。そこは半分くらいは運の話。だけどその間ずーっと貧乏艦かんでやってきてるってことは、賞金目当てに戦ってるわけじゃない、ってことだ。俺は銀器やら綺麗な軍服より、お前らのほうが数千倍大好きだぜ？」

（──また、このひとは真っ向から目をあわせてこういうことを言う）

　もう、こんなことを言われたのは何度目だろう？

　数えるのもばからしくなるほどいつものことなのに、ロディアの心臓はかすかに高鳴る。

（むちゃくちゃではあるが、常に筋は通っているひとだ。金より仲間、そして、名めい誉よと忠誠を選ぶ、か。……私も、そんな軍人でありたいものだ）

　ロディアが少し誇ほこらしい気分になったところへ、ランセはそっと顔を寄せてきた。

「そんなこんなでさ、次の任務のとき、海軍省からの支給品、なるべく多めに確保しといてくれねーか？　前の戦争のときの財産は戦死扱あつかいになったとき全没ぼつ収しゆうされちまったし、俺、かなり本気の貧乏なんだよな。足りないぶんを艦長の自費で補うとか、あり得ねえから」

　……ちょっと感心していると、すぐこれだ。

　ロディアはがっくりと肩かたを落として言う。

「……わかった。努力はしよう」

「さすが俺の副長だぜ。話がわかる！　ついでにあのカロルぼーやにあげるお菓か子しとか持ってねえか？　腹すかせてる子供がいると、どうも落ち着かねえ」

「私がそんなもの持ってるわけがない。一体どんな便利な人間だと思われているんだ？」

「そうですよ、俺は子供じゃないですし、別に菓子なんか要いらな……ん？」

　さすがのカロルもむきになって反論しかけたが、その目の前に不意に焼やき菓子が突つき出された。ランセ、ロディア、カロルの三人がそろって菓子のほうを向くと、それを差し出しているのはいかにも眠そうな顔のキニスだ。

　……なんで？　というみんなの視線の問いに、横から顔を出したルーナ・ノアが答える。

「こんなこともあろうかと、用意しておいた、って……キニスが」

「本物の便利人間は君だったか、キニス……」

　ロディアが半分本気で感心し、カロルは微び妙みように引きつった。

「マジで……？　ってーかキニス、お前、密ひそかに俺らのこと色々見み透すかしてねえ？　俺、最近たまーに物もの陰かげから変な視線感じるんだけど、あれってひょっとして、お前だったり……？」

「そこまで暇ひまじゃない、って、言ってる」

　すかさずルーナ・ノアが返事をし、アルデアが不快そうに美しい爪つめを目の前にかざす。

「お前たち、本当にばかだよね。聖堂でお菓子とか、子供の課外授業？　僕、帰っていい？」

「──ときに!!」

　いきなり演説の声が大きくなったので、ロディアたちレーン号の面々は演説台に注目した。

　演説台に立ったコーツは、半ば白くなった黒くろ髪かみに黒い瞳の初老の男で、骨太でごつごつとした雰ふん囲い気きの顔には大きな傷があるいかにも威い厳げんのある海軍人、といった感じの艦かん長ちようだ。

　彼は今にも怒ど鳴なりつけたそうに唇くちびるを震わせながらこちらを見ていたが、どうにかふい、とランセたちから視線をそらして話を続ける。

「海軍人にとってもっとも大切なのはなんだろうか。わたしは、規律ではないかと愚ぐ考こうする！　目上を敬い、艦長に絶対服従を誓ちかってこそのマディス海軍の強さ。そこに例外はあってはならないのだ。口当たりのいいことばかり言う艦長など、船底の穴以上の害悪にすぎん！」

　明らかにレーン号への当てつけじみた台詞せりふに、ロディアは複雑な思いで黙だまりこむ。

　一方のランセは喉のどの奥で小さく笑い、堂々と足を組んでつぶやいた。

「──なるほど？　コーツ艦長ね。十年前、俺が青色艦かん隊たいの少将だったころ、白色艦隊で地味に頑がん張ばってたっけかなあ。めぐりめぐって、今じゃ俺は一度戦死扱いになった『死人』の小型艦の艦長で、あいつが白色艦隊の少将か。十年経たてば色々変わるってこった」

「まあ、あなたの場合は変わりすぎだがな」

　ロディアは溜ため息いき混じりに言い、視線を上へと投げる。

　どこまでも伸のびていくような柱の先、誰の手も届かないような高い場所に、色とりどりの硝子ガラスをはめた窓がある。四角を組み合わせたその形も、色の組み合わせも、すべては唯ゆい一いつ神アルモニアの教えた通りだという神聖な窓だ。

　この大聖堂が祀まつる唯一神アルモニアは、それまで人間たちが崇あがめていた混こん沌とんの化け身しんたる【旧神】とは違ちがい、ひとの言葉を持ち、直接人間たちに語りかけてきた神だった。その教えの多くは人間の生活に役立つものだったため、アルモニア信しん仰こうはどっと世界中に広がったのだ。

　人間たちは多くの聖堂を建て、競きそうようにアルモニアを崇め、アルモニアにすがった。

　アルモニアは与あたえる神だ、教えに従ってさえいれば幸福の地にたどりつけると信じた。

　──しかし、現実はそう甘くない。

「……話を戻もどそう。かつて我らに不当な戦いをしかけてきたアスファル帝てい国こくは、唯一神アルモニアのご加護をただ一国のものとし、我々に神への供く物もつを要求してきた！　彼らは我らから、神と誇りを奪うばっていったのである！　しかしもはやそのようなことは許されない！」

　どうにか気を取り直したらしいコーツの演説が本筋へ戻っていく。

　彼の言う通り、唯一神アルモニアは実際には『与える』神ではなく、『世界の均きん衡こうを保つ』という独特の理り屈くつで動く神だった。その『均衡』は人間の数の調整にまでおよび、アルモニアは南方大陸の大国、アスファル帝国に加護を与えて戦争を起こさせることで、ひとの数を減らしていたのである。

（かつての戦争も、ただのアスファル帝国の侵しん攻こうではなかったということだ。背後には神の意志があった。対アスファルの戦争は、神との戦いに他ならない）

　まるで神話時代のような話だが、これは現実の出来事だ。

　そしてマディス王国側も、神を後ろ盾だてにしたアスファル帝国に対たい抗こうするため、特別な手段を講じた。その結果が、この、レーン号の一見奇き妙みような士官たちだ。

　軍人としては変わっていても、人間としてはまあまあ普ふ通つうに見える彼ら。彼らがアルモニア降臨以前に信仰されていた【旧神】の力を軍研究所により与えられた能力者たちだ、とはっきり知っている者は、軍の中でも限られている。

　ランセたちの異能力は運命を引っくり返すことすら可能とするものだが、彼らがひとを超こえた力を手に入れた代だい償しようはあまりに大きかった。

　ランセたちは隠おん密みつ任務を担当するために表向き『死人』として扱われ、戸こ籍せきを抹まつ消しようされているし、【旧神】を降臨させる度たびに、彼らへの供物として半年から一年の寿じゆ命みようを失うのだ。

（そこまでして戦っても、普ふ段だんはこうして海軍人の末席にひっそりと──いや、多少賑にぎやかだが、とにかく権力や富とは縁えんがないところへ追いやられているのが現実、か。ランセなど、前の戦争での大英雄なのに。もう、彼がああいった華はなやかなところに立つことはないんだな）

　ロディアは複雑な思いを抱かかえ、演説台のコーツに視線を戻す。

　コーツの演説は、ちょうど最高潮を迎むかえるところだった。

「我々は戦いの先さき触ぶれとしてここに集まった。陛下の剣けんとなるため、新たに多くの海軍士官が生まれることを、わたしはここに祝福する。……そこで思い出すのが──」

「っ、て、おい！　まだ続くのかよ！　もういいかげんに……」

　限界を迎えたらしいランセががしがしと頭を掻かいていると、不意に大聖堂中に複雑かつ荘そう厳ごんな音が響ひびき渡わたった。

「……なんだ？」

　ロディアが瞬またたいて辺りを見やり、他ほかの軍人たちもざわめき始める。

　これは、アルモニア大聖堂の壁かべに張りついた巨きよ大だいなパイプオルガンの響きだ。

　独特の和音が大聖堂中にわんわんと響き渡った後、甲かん高だかい男の声が堂々と呼ばわった。

「神聖なるマディス王国百五十六代目国王、プロヴォカート七世陛下！」

「何……？　国王陛下自らがいらっしゃったのか？」

　軍人たちのざわめきは一いつ瞬しゆん高まり、すぐにぴたりと止やむ。

　次の瞬しゆん間かん、ランセがすっと立ち上がった。

　彼がいつもと打って変わった静かな表情で深く頭を下げるのを見て、ロディアも慌あわてて立ち上がる。続いて椅子いすをがたつかせる音が大聖堂内に満ち、三百と少しの海軍人たちは、残らず最敬礼の角度で頭を下げた。

　パイプオルガンがどこか言葉のような響きで曲を奏かなでる中、大聖堂の中央通路を近この衛えの兵士たちが独特の歩き方で進んでくる。

　彼らに守られるようにしてゆるゆると歩んでくるのは、マディス王国の若き国王だ。

　金糸銀糸の刺し繍しゆうや、ケープに張られた毛皮の重さで折れてしまいそうな細い身体からだだが、それでも彼の歩みには不思議な重みと威厳がある。

　演説台のコーツは大おお慌あわてで脇わきへ引っこみ、王は祭さい壇だんの横にしつらえられた玉座まで歩んでこちらを振ふり返った。王の人形のような白い顔には病による皺しわが多く、長い金きん髪ぱつはどれだけ油を塗ぬっても荒あれている。しかし彼の目は、晴れた海のように青く光っていた。

（陛下──もう、おひとりで歩くこともできるようになられたのだな）

　ロディアは淡あわい感動を胸に、そっと国王の様子をうかがう。

　王は理性と勇気を持つ者の瞳ひとみで辺りを見み渡わたし、静かに告げた。

「面をあげよ、余の、忠義なる海の騎き士したち」

　体力の衰おとろえによる震ふるえを帯びつつも凜りんとした声に、軍人たちは一いつ斉せいに顔をあげた。

　いくつかの顔は『まだ信じられない』という戸と惑まどいに、いくつかの顔はひたすらの恍こう惚こつに染まっている。

　何しろ王は、十年前にアスファル帝国とマディス王国が停戦した後、ずっと病に伏ふせっていたとされていた。実際は陰いん謀ぼうのため呪のろいにかけられていたのだが、その呪いがロディアたちによって解かれたのはつい最近。まだ直接王と会ったことのない士官も数かず多おおいのだ。

　当の王も、久しぶりの聖堂だったのだろう。

　色いろ硝子ガラス越ごしの光を愛めでるように天てん井じようを仰あおいだ後、海軍人たちに視線を滑すべらせた。

　王の視線は厳おごそかに人々を撫なでていき、海軍大臣、赤色、白色、青色の提てい督とくと、先ほどまで喋しやべっていたコーツ艦長を素す通どおりし、ランセの上でやっと止まった。

　王は乾かわき切った唇に緩ゆるやかな笑えみを浮うかべ、重いケープを引きずって片手をあげる。

「この美しき春の日に、新たに王国の騎士となる者たちに出会えたことを幸いに思う。騎士たちよ、余の手を見よ。──か弱い。帆ほを操あやつる綱つなひとつ、握にぎることはできぬ手だ」

　彼の言葉はあまりに──あけすけで、正直だった。

　王と言えばもっと雲上の存在と思っていたロディアは、驚おどろきのあまり息を吞のむ。

　周囲にも困惑の気配が漂ただよっているのがわかった。

　王についてきた高位の役人や、海軍大臣も渋しぶい顔だ。

　しかし王は何を気にする様子もなく、震える声を歌うように張り上げた。

「だが、代わりに我が手はそなたらの忠誠を引き受けよう。それがいかに熱く、重いものであろうとも。そなたらの忠誠を握り、いかなるときも手放すまい。勝利という地にたどりつくまで、ひとときも休むまい。……もう、充じゆう分ぶんに休んだゆえな。余は今日、改めてそなたたちに出会い、勝利を約束するためにここに来た」

　最後には不思議な重みを宿して消えていった声に、聖堂には淡い感動のさざ波が走った。

　ロディアもまた、肌はだにざわつくものを感じて王を見つめている。

　なるほど、このひとは王なのだ。理屈ではなくそう思う。

（このひとが、二十歳そこそこの若さで王位に就つき、ランセと共に闘たたかったひと、か。何か、わかる気がするな）

　ロディアはかすかに熱くなった胸を抱えて、新たな気持ちで王を見つめた。

　国王は、ランセにとっては幼いときに奴ど隷れいの立場から救い出してもらった恩人であるという。だが、そうでなくとも、この国王には仕える者を惹ひきつける何かがある気がした。

　やがて国王はぱたりと手を下ろし、少し親しみやすい笑顔になって言う。

「──そこの者。そう、そこの黒くろ髪かみと、金髪の。こちらへおいで」

（……ん？　まさか、ランセと……私か？）

　確かに国王の視線はこちらを向いているが、こんなことは段取りにない。

　誰だれもが黙だまって視線を交かわす中、華か麗れいな礼服に白のケープ姿の男がうやうやしく声をあげた。

「陛下。おそれながら──」

　そこで言葉を切り、国王に目配せする金茶の髪かみをきっちりとなでつけた眼鏡めがねの男。マディス王国海軍『白色艦かん隊たい』大将にして、『伊達だて者もの提てい督とく』とも呼ばれるカザルス提督だ。

　ランセの友人でもあるカザルスの合図に、王はかすかに微笑ほほえんで手をふった。

「わかっておる。彼らは、ここに在って、在らぬもの。余はこれからしばしの間、病の名残なごりの幻げん覚かくを見るだけの話だ。さあ、おいで」

「──行くぞ」

「ランセ……」

　本当にいいのか？　とばかりにロディアもランセの名を呼んではみるものの、国王の命令には誰も逆らうことなどできない。

　ランセは躊躇ためらいなく国王から十歩ほどを置いた位置に膝ひざをつき、深く頭を下げる。

　ロディアも仕方なく後に続き、ランセの少し後ろで同じように膝をついた。

　国王は瞬き、穏おだやかに言う。

「……オルディアレスの亡ぼう霊れいよ。元気そうだな」

「陛下こそ。こうして陛下の足あし下もとにひざまずけることが、俺の何よりの喜びです」

　いつもより格段に落ち着いた声で言い、ランセはわずかに顔をあげた。

「一度は失ったと思った、喜びでした」

　そう囁ささやいた声は、ロディアにとっては初めて聞くような柔やわらかなものだ。そっとうかがってみたランセの横顔もまた、すっきりとしすぎていて、いつもと同じ人間とは思えない。

　国王はそんなランセを見下ろし、少しばかり苦く笑しようした。

「そなたの喜びはわたしの喜びでもある。そちらの者が取り戻もどしてくれたものだな」

　そちらの者、というのが自分を指していることに気づき、ロディアは深く頭を下げる。

「恐おそれ多いことです」

「顔をあげるがよい。そう。生きる力に満ちた瞳だな。そなたのような者がこれの隣となりにいてくれると、わたしも多少は心が安まる。これは、なんというか──頭が悪いのでな」

（……今のは、聞き違ちがいかな？）

　ロディアは何度か不思議そうに瞬いたが、その横でランセは微び妙みように引きつった。

「陛下──俺は確かにばかかもしれませんが、今ここでそれをおっしゃるのは……」

「今さら格好をつけてどうする。大体そなたの頭の悪さは、計算が苦手であるとか、ひとの心が読めないとか、そういうものではないのだ。自分がいかにひとに愛され、かけがえのないものと思われているかだけが、そなたにはさっぱりわからんらしい。致ち命めい的てきすぎて涙なみだも出ん」

「……お言葉ですが、陛下。俺は自分が男前でもてるってことはわかっております」

「誰がそんな話をした、だからお前は阿あ呆ほうなのだぞ、阿呆」

「…………っ…………」

　さすがのランセも、ここまでくると何も言えないらしい。

　国王と元英えい雄ゆうの漫まん才ざいもどきの会話に遠い目になりかかったロディアだが、国王は今度は彼女のほうへ微笑みかけた。

「阿呆は放っておいて、そなたの話をしよう、ロディア・アルバラード。そなたを改めてマディス王国海軍海かい尉いに任ずる。同時に、先の任務における活かつ躍やくを讃たたえて殊しゆ勲くん十字勲くん章しようを──与あたえたいところだが、そなたらは幽ゆう霊れいゆえな。新たに幽霊用の勲章を造らせた」

　国王の合図でカザルス提督が差し出した箱の中には、繊せん細さいな銀の勲章が光っている。

　国王が瘦やせた指で錨いかりと片かた翼よくの意い匠しようの勲章を取り上げると、カザルスは静かに後ろへ下がってロディアに目配せした。

「立ちたまえ、アルバラード君。わたしを脇に置いて君が目立つなど、滅めつ多たにない機会だ」

　彼の声に背を押され、ロディアは少し呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がる。

　国王はゆっくりとロディアに近づき、手ずから軍服の胸に勲章をつけてくれた。

　わずかな重みが、妙にずしんと足に来る。

「──これが何かわかるか？」

　国王が緩やかに微笑んで訊きく。ロディアは自然に目の奥が熱くなるのを感じながら頷うなずいた。

「はい。これは、女である自分が、ランセと仲間たちと海で戦って何ものかを得た証あかしです。……これからも、国王陛下のために、我が身を捧ささげます」

　どうにかそうとだけ言って、ロディアは背筋を伸のばして敬礼する。

　国王はランセの左目によく似た青い目を細め、ロディアにだけ聞こえるように囁いた。

「任せたぞ」

　任せたぞ──何を？　国を？　それもあるが、きっとランセのことを、だろう。

　ランセを。国のためならいくらでも命を投げ捨ててしまうあの男を、守れ。

　語られなかった言葉が聞こえたような気がして、ロディアは石榴ざくろの瞳に力をこめた。

「──死なせません」

　唇くちびるだけで囁き返したロディアに、国王は浅く頷く。

　そしてロディアから距きよ離りを取ると、ランセにも立つように命じた。

「さて、そなたは勲章よりは任務が欲しい男であろう？　ランセ」

「はい。さすが陛下、よくおわかりで」

　誇ほこらしげに笑うランセに、国王は今度は脇わきから渡わたされた命令書を開く。

「我が名において、レーン号に命ずる。レーン号艦かん長ちよう、ランセは船の艤ぎ装そうと物資の積みこみがすみ次し第だい速すみやかに出航、二週間以内にマディス王国領レイドルク島の総そう督とく府まで出頭せよ。なお、護ご衛えい艦かんとして白色艦隊所属、艦長ジェイソン・ジェレマイア・コーツ、ドクトゥス号をつける。以上だ」

（レイドルク島。アスファル帝てい国こくに近い島だな。そこで真の任務が知らされると思って間ま違ちがいないが、ジェイソン・ジェレマイア・コーツというのはどこかで聞いたような……、あ！）

　そこまで考えて、ロディアは目を瞠みはる。

「陛下の御み心こころのままに。マディス王国に勝利を」

　ランセは深く一礼して命令書を押し頂くと、宮きゆう廷ていの儀ぎ礼れいにのっとってそのまま後ろへ下がり、国王が玉座に座したのを確かく認にんしてから顔をあげる。

　聖堂内は国王とランセの仲良しっぷりにややぽかんとした雰ふん囲い気きだが、ランセは気にせず演説台のほうを見てにやりと笑った。

「ってことで、よろしくな！」

　ごく軽い挨あい拶さつをされた相手──『英雄』として長い長い演説をしていたコーツは、驚きでか怒いかりでか、顔を真っ白にして硬こう直ちよくしている。

　そう。今回の任務は、この気むずかしそうな初老の軍人との共同作戦なのだった。
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　かくして任命式を終え、一日限りの陸での休きゆう暇かを終えた後。

　レーン号の士官の面々は、港に並んで沈ちん黙もくしていた。

「これは……ないな」

　ロディアが少し青い顔で囁くと、隣で妖よう艶えんなドレスに装いを替えたアルデアが同意する。

「ないですわねえ、さすがに」

「そりゃ、ねーわなあ……」

　カロルが頭を掻かき、キニスは手元の手帳に延々と何かを記し始め、それをちょっとのぞきこんだルーナ・ノアはロディアのほうへ声を投げた。

「キニスも、ないって言ってる」

「だろうな。キニスが書いているのは、あれか？　虚きよ無む感かんと徒労感にまつわる詩とかか？」

　疲つかれ顔でロディアが訊くと、キニスが破りとった手帳の一ページを手て渡わたしてきた。

　おそるおそる開いてみると、そこには『巨きよ大だいな女の像に恋こいする一羽わの燕つばめを笑う者への哀あい歌か』という謎なぞのポエムが細かく綴つづられていたので、ロディアは皆みなまで読まずにそっとたたみ直してキニスのほうへ押し戻す。

　少し残念そうにキニスが瞬またたいているところへ、ランセの元気いっぱいの声が響ひびいた。

「どーした、お前ら。そろいもそろってしけたツラしやがって。装備品に足りねーのがあったらロディアに言って……」

「装備品に不備などない。それよりランセ、あなたはこれを見てなんとも思わないのか？」

　ロディアはきっ、と振ふり返って背後の船を手のひらで差し示した。

　軍服の上着を肩かたに引っかけたランセは、船を見上げて嬉うれしそうに笑う。

「我が愛いとしのレーン号じゃねーか。俺はいつでもレーン号を心底愛してるぜ？　ほら、今日なんか天気もいいし。船も綺き麗れいに化け粧しよう直なおしされて、嬉しそうにしてやがる」

「あなたの船に対するのろけは聞き飽あきた。レーン号を愛しているのはみんな一いつ緒しよだが、問題は隣だ。……コーツ艦長のドクトゥス号を見てなんとも思わないのか、と訊いている！」

　声を荒あらげたロディアの背後にそびえているのは、まさしく『そびえている』という表現が正しい巨大な戦せん列れつ艦かんだった。

　堂々たる三本マストは見上げると眩暈めまいがするほどに背が高く、腹には二段になった砲ほう門もんがずらりと並ぶ。その数はざっと数えて、隣にちょこんと停とまっているレーン号の三倍以上。

　二隻せきを比べると、まるで親鳥とその後ろについて泳ぐひな鳥、といった風ふ情ぜいだ。

　というかそもそも、海上封ふう鎖さや警備など地味な任務にあたるはずの小型艦であるレーン号と、マディス王国海軍の主しゆ力りよく艦船である戦列艦を比べるほうがおかしいのである。

　しかしランセは、腕うでを組んで首をひねった。

「うん？　ドクトゥス号も綺麗だよな。レーンには負けるけど」

「そうじゃない！　どう見ても、これではレーン号のほうが護衛艦にしか見えないだろう。聞いていないぞ、まさかここまで船の等級が違うとは……」

　動どう揺ようを隠かくせないロディアの肩に、ランセはぽん、と片手を置いた。

「そりゃお前の修しゆ行ぎよう不足だな、ロディア。コーツは海軍少将だぜ？　少将ってことは提てい督とくで、提督ってのは艦かん隊たい指揮権がある人間のこった。そりゃ乗ってる船はでかいだろ！」

　何ひとつ気にしていない風のランセに、ロディアは思わず空を仰あおぐ。

（国王陛下──私にランセのことをお任せいただけるなら、この男の心臓に響く魔ま法ほうの言葉のひとつやふたつも教えていただきたかった……！）

　そんな様子を見かねたのだろうか、アルデアが自分の赤毛を指で梳すきながら口を出した。

「ロディア。あなたはその男に夢をみすぎなんですわ。その男はとにかく戦って勝てればいいだけの野や蛮ばん人で、見み栄えだの嫉しつ妬とだのといった高級な感情には一いつ切さい縁えんがないんですのよ」

「ああ？　アルデア、てめーは相変わらず寝ね言ごとばっかり言ってやがんな。俺のどこが──」

「待ってくれ、ランセ艦長。多分今はアルデアのほうが正しい」

　ランセの台詞せりふをあえて遮さえぎり、ロディアはアルデアに向き直った。

「これは明らかに、コーツ艦長の名めい誉よを傷つける事態だな、アルデア？」

　ロディアの問いに、ランセはきょとんと瞬き、アルデアはくすくす笑って続ける。

「当たり前ですわよ。しかも聖堂でのランセの陛下からの寵ちよう愛あいされっぷりと言ったら、また後ろから刺さされてもおかしくないくらいでしたもの。『贔屓ひいきされていい気になりやがってあの若造、昔から気にくわなかったんだ』、ってあたりがコーツ艦長の本音に決まってますわ。わたくしがコーツ艦長でしたら、速やかに嫌いやがらせに出ますわね。毒──では問題になりすぎるでしょうから、まずは海軍省に手を回して、装備品の用意を邪じや魔まするとか……」

「あー、そこ。レーン号の士官か？」

　アルデアの話が終わる前に背後から声がかかり、ロディアを始めとした士官たちが一いつ斉せいに振り返る。異様な面々に見つめられ、声の主はびくり、と震ふるえて硬直した。

　ごわついた灰色の生き地じで作られた官服を着ているところからして、下級役人なのだろう。

「海軍省の方か。艤装か補給の件で、何か問題でも？　私はレーン号の副長だが」

　ロディアが前に出ると、役人はせわしなく頷いた。

「ああ、じゃあ、あなたが担当の方だな。レーン号の物資請せい求きゆう書しよ類るいには、不備が見つかった」

「不備？　一体どこだ？」

　ロディアは眉まゆ根ねを寄せて役人に歩み寄る。任務に必要な物資の調達は基本的に副長の役目である。まだ副長となって日の浅いロディアだが、かつては近衛として宮廷やマディス軍の事務方に親しんでいた。書類作成には多少の自信がある。

　逆に、役人はロディアが近づいてくると、手元にあった書類を反射的に隠してしまう。

　──怪あやしい。果てしなく怪しい。

　ロディアが嫌な予感を育てている間に、役人はますます早口になった。

「そ、その、どこが不備、というか、そもそもレーン号は艦船名めい簿ぼに載のっていなくて……」

「当たり前だろう、これが『幽ゆう霊れい艦』だというのは周知の事実と思っていたが」

　自然に声が厳しくなるロディアに、役人は冷や汗あせすら流している。

「それは、わたしもそうは思ったのだが、やはり名簿に載っていないものに物資を出すわけにはいかないのではないか、ということになって……」

　嫌な予感は的中だ。おそらく十中八九、コーツ艦長からの嫌がらせだろう。

　頭痛が始まったこめかみを軽く押さえ、ロディアはぎり、と役人をねめつける。

　そんな表情も傍はた目めには迫はく力りよくがあって凜り々りしいのだが、鋭するどい眼光を突つきつけられた役人はロディアの美び貌ぼうを愛めでるどころではない。青くなった役人に、ロディアはゆっくりと訊きく。

「誰だれがそう言った。君ではないな？」

「う、うむ、その、会議でそういうことになってな……」

「会議で、って言うひとは、大たい抵てい責せき任にん逃のがれしたいだけだ──って」

　すかさずルーナ・ノアがキニスの目が語る言葉を翻ほん訳やくし、ロディアは静かに頷うなずいた。

「キニス、君は実に聡そう明めいだ。そしてアルデア、あなたも」

「キニスのついでに褒ほめてくださるなんて、光栄ですわねえ」

　さもつまらなさそうにアルデアが言い、やっと事情を察したらしいランセが呆あきれ顔がおになる。

「つまりこれが『嫌がらせ』っつーことか？　随ずい分ぶんつまんねーことするじゃねえか」

「だが、物資がなければ航海に出ることすらできないのも事実だ」

　ロディアは考えこみながらつぶやいた。

　これはもう、目の前の小役人を絞しぼってもどうにもならない。コーツはもっと上に手を回したに決まっているからだ。

「どうします、艦かん長ちよう？　一発、海軍省に乗りこんで脅おどしつけてきます？」

「ばーか。カロル、お前一体どこのごろつきだよ？　っつっても、他ほかに手もねえかもなー」

　能天気な言葉を交かわしているランセとカロルだが、このふたりでは本当に物ぶつ騒そうな手段にも出かねない。ロディアはさらに必死に考える。

（ランセの人脈はそれなりに大きなものがあるが、今回のことはおそらく、国王がランセを特とく別べつ扱あつかいしたことから始まっている。これ以上ランセの力に頼たよるべきではない。ならば──）

「ランセ、カロル。今回は、ふたりは下がっていてくれ。ああ、ルーナ・ノアもな。……大変不本意だが、ここは私たちでどうにかする」

　覚かく悟ごを決めたロディアは、低い声で囁ささやいて瞳ひとみを光らせた。

　レーン号の面々は彼女の真意がわからず、誰もが戸と惑まどった様子で沈黙する。

「私たちって……あなたと、わたくしと、キニスですの？」

　優美に首を傾かしげて訊いてきたアルデアに、ロディアは重々しく頷いた。

　──そう。多分、この三人なら……というか、この三人にしかできないことがある。
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　ところ変わって、しばらく後のマディス王宮の一角。

　中庭に向かって開いた明るい一室からは、華はなやかな女性の笑い声が零こぼれ出ている。

「長い休戦が終わった後でしょう？　やはり、私たちが国民の皆みなさんに海軍の大切さをお伝えしていかないと駄だ目めだと思いますの」

　中でもひときわ目立つのは、快活な口調で話す貴婦人の声だった。

　上等そうだが地味な色のドレスをまとった貴婦人は四十代も後半だろうが、ふくよかで優やさしげな顔にはまだ充じゆう分ぶん美しさの残り香ががある。そんな彼女を取り囲み、若いところでは十代から、上は貴婦人と同い年くらいまでの既き婚こん女性が部屋を埋うめていた。

「それをお芝しば居いで伝えるって、素す敵てきなお考え！　役者はみんな女性でやるんですのよね？」

「そうね、そうなるわ。私たち、海軍人を支える海軍省の妻たちの献けん身しんに、皆さんきっと感動してくださるはず。──あら？」

　にこにこ喋しやべっていた貴婦人だが、不意に言葉を切って中庭のほうへ視線を投げた。

　傍かたわらに添そっていた若い夫人が、少し心配げに訊く。

「どうかなさいました？　グレンフィールド伯はく爵しやく夫人」

「いえ、ね。あそこの薔ば薇らが、動いたような気がして。子こ猫ねこでも紛まぎれこんだかしら？」

「本当ですか？　何かしら。……私、ちょっと見てきます」

　取り巻きの夫人が立ち上がったとき、薔薇の茂しげみの陰かげからひとりの人物が歩み出る。

「──その必要はございません」

「……まあ」

　その人物を見て、グレンフィールド夫人は明るい茶色の目を大きく見開いた。

　普ふ通つうなら不ふ審しん者だ、と叫さけぶところだが、そんなことを言う人間はひとりもいない。

　むしろ、誰もが呆ぼう然ぜんと目を瞠みはって硬こう直ちよくする。

　まるで時が止まったような中庭を、ロディアはゆっくり横切った。その手で揺ゆれているのは、先ほどそこで折りとった白薔薇だ。ロディアは優ゆう雅がにグレンフィールド夫人の前にひざまずき、薔薇の棘とげと棘の間に軽く口づけてから、白薔薇をそっと夫人へ差し出した。
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「あら……あら。ちょっと待ってくださらない？　私の可哀かわい想そうな心臓が、今にも止まってしまいそうでしてよ！」

　夫人は豊かな胸に手をあて、声を震わせて微笑ほほえむ。

　彼女には、ひざまずくロディアが古い詩の中の貴公子にしか見えなかったのだろう。

　しかもロディアの瞳は、愛だの恋こいだのばかりをもてあそぶ遊ゆう惰だな人間のものではない。その奥に真しん摯しな情熱を秘ひめて、射い抜ぬくように夫人を見ている。

「──突とつ然ぜんの訪問、大変ご無礼を。私の名はロディア・アルバラード。海軍大臣、グレンフィールド伯爵の奥方様へ、尊敬と忠誠をこめて、この薔薇を捧ささげにまいりました」

「どうしましょう、私の心臓、もうすっかり冷えて固くなっていると思っていたのに、今ものすごく熱くなってうるさく鳴っているんですのよ。壊こわれてしまわないか心配だわ！　ええ、でも、これがあなたの尊敬と忠誠の証あかしなら、受け取らなくては駄目ね。──ありがとう、アルバラード海かい尉い」

　夫人は少女のように頬ほおを赤らめて、両手でそっとロディアの白薔薇を受け取った。

　海尉、と呼ばれたロディアは、少し驚おどろいて顔をあげる。

「ひょっとして、私のことをご存知でしたか？」

「知っているに決まっています！　あなたは近衛のときから、宮きゆう廷ていの一番人気でしたのよ？　気づいていなかったのかしら。でも、そんなところもあなたの素敵なところ。ご自分の美にも、人気にも、無む頓とん着ちやくなのね。……今回の海軍への転属は、あなたの望みと知っていても──心が痛みました」

　夫人の顔が緩ゆるやかに曇くもるのを見ると、ロディアの胸も自然に痛んだ。

　このひとは、自分が戦場に出るのを心配してくれているのだ。

「グレンフィールド夫人」

　ロディアはひざまずいたまま、そっと夫人の薔薇を持つ手を自分の手のひらで包んだ。少しでも安心してもらえるように。自分を心配してくれるひとへの感謝が、伝わるように。

　すると夫人は優しく目を細め、わずかに瞳を潤うるませる。

「アルバラード海尉。……今だけ、ロディア、と呼ばせていただいてもいい？」

「はい。是ぜ非ひ、呼んでやってください。大だい丈じよう夫ぶ、私は簡単には死にません。死ぬときにはこの国のために。陛下のために。──この卑ひ小しような身ができる限りのことをしてから、死にます」

　心から、真しん剣けんに、少しでも何かが伝わるように、ロディアは言う。

　夫人は鈴すずを転がすような声で笑い、泣き笑いの表情で薔薇の茂みに視線を投げた。

「ああ、もう！　あなたは私を泣かせに来たの？　違ちがうでしょう？　私が十代の小こ娘むすめみたいになってしまう前に、早くあなたの望みをお言いなさいな。後ろの方々も出ていらして、一いつ緒しよにお茶でもいかがかしら？」

（鋭いひとだ。ばれていたか）

　夫人の観察眼に内心舌を巻きつつ、ロディアは夫人の手をとったまま後ろを振ふり向く。

「アルデア、キニス。伯爵夫人に、ご挨あい拶さつを」

「──はいはい。こういう無ぶ粋すいなことは、正直趣しゆ味みじゃないんだけどね」

　甘い溜ため息いき混じりの声と共に、今度はアルデアとキニスが薔薇の茂みから歩み出た。

　ふたりが視界に入った途端、集まった夫人たちはまん丸に目を見開き、その場に硬直する。

「……美形!!」

「アルバラード海尉も素敵だけど、こちらも……！」

　普ふ段だんは真ま面じ目めな奥方たちも、目の保養になるくらいの美形相手にはっきりと色めき立った。

　そんな反応など馴なれたもの、といった様子の男装のアルデアは、グレンフィールド夫人にしなやかな猫ねこのように歩み寄る。

　夫人は穏おだやかな顔になってアルデアを見つめていたが、何かに気づいて軽く息を吞のんだ。

「あなた……侯こう爵しやく家、の」

「『初めまして』、グレンフィールド伯爵夫人。レーン号船医のアルデアと申します」

　アルデアは艶つややかに笑い、完かん璧ぺきな貴族の礼をしてみせる。

　夫人は複雑な表情で眉まゆをひそめてアルデアを見つめ、やがてそっと片手を差し出した。

　アルデアは馴れた所作で彼女の指にキスをする。

「──お元気そうで、本当によかったわ」

「明日をも知れぬ軍属の身ですが、今は、そうですね。そこそこ元気、と言えるかな？」

「軍属……海軍ですのね。存じませんでした」

　まだ信じられない、というような顔の夫人を見て、ロディアもやっとアルデアが本当に大貴族出身なのだと実感した。

（本来なら、私など直接話すこともできないような相手なんだよな。しかし、今は仲間だ）

　ロディアは夫人の手を放して立ち上がり、ふたりを紹しよう介かいする。

「彼らは私と同じ、レーン号の乗組員です。軍医のアルデアに、航海長のキニス。任務を得て出航準備をしているところなのですが──少し、問題が起こりまして」

「なるほどね。それであなたが私のところへ来てくださった理由がわかりました。……私たちの夫たちが、何かやらかしたのでしょう。言ってごらんなさいな。私に、こっそりね」

　勘かんの鋭するどい夫人はロディアに向き直って囁ささやく。

　──多分、大丈夫だ。このご夫人なら、大丈夫。

　ロディアは大きな安あん堵どを抱かかえ、そっと夫人の耳元に口を寄せる。

　その様子を見ていた他ほかの夫人たちは軽く息を吞んだり、こそこそ囁きあったりしていたが、中のひとりがおそるおそる、アルデアに声をかけた。

「あのう……海軍省に、何をされたかお訊ききしても？　お給料の未み払ばらいとかですか？」

「お金の話なら、別にわざわざここまで来たりしないさ。困ってないもの。君も、海軍省のお役人の奥さん？」

　アルデアは失しつ笑しように近い笑えみを浮うかべ、指輪をはめた手で軽く奥方の頬を撫なでる。

　奥方は陶とう然ぜんと頷うなずきながらも、彼の指に貴族の紋もん章しよう入りの指輪があるのに気づいた。

　──超ちよう美形、金持ち、貴族。

　この世にいるんだ、そんな人間──といった感想しか出てこない。奥方が雲の上を歩いているような気分になっているところへ、いきなり耳元でものすごい美声が囁いた。

「わたしたちの望むのは、ただ国のために戦うこと、それのみです。しかしその忠誠が、理り不ふ尽じんにうち捨てられようとしている。わたしたちはそれを憂うれえているのです」

　あまりの刺し激げきにぼうっとして奥方が視線をあげると、キニスの真っ黒な瞳ひとみと目があった。

　いつもはひたすら眠ねむそうな彼の目だが、滅めつ多たに出さない美声と組み合わさると妙みような色気と神秘性を醸かもし出す。

「あ、あの、あの、あなた方の忠誠を、うち捨てるって……私たちの夫がですか？」

　キニスは何か続けようとしたが、ふと黙だまりこんで奥方の手をとった。

　そして有う無むを言わせず、爪つめの先に口づける。

　柔やわらかで控ひかえめな感かん触しよくに奥方はふらりとよろめき、すぐさま他の奥方たちに取り囲まれた。

「貧血かしら」「しっかり！」などの言葉が飛び交かうが、奥方たちの目は嫉しつ妬とで燃えている。

　それを見ていたアルデアは、皮肉な笑みを唇くちびるに浮かべてキニスに顔を寄せた。

「……キニス。お前、単に喋しやべるのが面めん倒どうくさくなっただけだよね？」

　キニスが返す瞬またたきはゆっくりと一回。『はい』の合図だ。

　アルデアは呆あきれ気味に目を細める。

「僕は自分があまりに美しすぎるせいで、女性が寄って来すぎてどうでもよくなった類たぐいだけどねえ。正直、女性の扱あつかいに関してはお前のほうが百倍質たちが悪い気がするよ」

　ご婦人方に聞こえないように囁くアルデアに、キニスは目を伏ふせて囁き返した。

「……本当に質が悪いのは、ランセ艦かん長ちようとロディアです。あれはほぼ、無自覚ですから」

「ま、それもそうかな。あんな奴やつらのために何をやらされてるんだろうね、僕は」

　アルデアはしみじみ言った後に少し不満そうに鼻を鳴らし、まあ、ひとを騙だますのは嫌きらいじゃないからいいんだけど、と、言い訳じみた台詞せりふを唇の動きだけで付け足した。

　キニスはそんなアルデアの横顔をじっと見つめる。

　変わりましたね、とでも言いたそうな彼の視線を、アルデアはあえて無視するように顔をそむけた。彼の視線の先には、ロディアと真剣に話しこんでいる海軍大臣夫人がいる。

「──お話はわかりました」

　険しいといってもいいほどの顔になった夫人は、ひざまずいたロディアをそっと立たせ、自分も椅子いすから立ち上がる。

「自尊心のために意地を張ってしまうのは、女性の世界も男性の世界も同じです。ですが、命がけの戦時にそのようなことで誰だれかの任務が邪じや魔まされていいはずがない。──私は、あなたの任務の成功率がほんの少しでもあがるよう、できるだけのことをいたします」

「心より感謝いたします。奥様の寛かん大だいさと、正義の心に、祝福がありますよう」

　ロディアは心の底から言い、夫人は彼女をまぶしそうに見つめて頷いた。
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　その後、ロディアたちに籠ろう絡らくされた海軍省の役人の奥様たちは、『あんな素す晴ばらしいひとたちに意地悪をするなんて！』と夫たちをさんざん𠮟しかりつけた──らしい。

　結局うやむやな説明と共に物資の支給許可は下され、レーン号は無事に海に出た。

　出航から三日目、天候にも恵めぐまれ、レーン号の航海は順調である。

「風よし、天気よし！　レーン号は美人だし、俺は今日も格好いい。おはよう、みんな！」

　朝の甲かん板ぱんに元気なランセの声が響ひびき渡わたると、水兵たちの顔はぱっと明るくなる。

　皆みなが顔をあげ、小さな船内を楽しげに歩くランセに敬礼をして「おはようございます！」と挨あい拶さつを返す。ランセも明るく「おはよう！」と敬礼して、この艦かんの朝の儀ぎ式しきは終わりだ。

　無む駄だに長い偉えらそうな演説も、むやみやたらな懲ちよう罰ばつもない。

　そういう船だとわかってからは、水兵たちにもレーン号はなかなか評判がよかった。

「なんだかんだで、あの艦長できるしな。『幽ゆう霊れい』だったら二度は死なねえかもしれねえ」

「それにやっぱ、この艦はあれだろ。あれが、目の保養すぎだろ」

　ひそひそと水兵たちが囁きあう『あれ』というのは、もちろんランセの後に続いて船内に目を配っているロディアのことだ。

　海上の朝日が彼女の肌はだに、長い金きん髪ぱつに躍おどるとき、水兵たちはここがむさくるしい軍ぐん艦かんだということをすっかり忘れる。何せ、陸でも滅多にお目にかかれない美女である。

　だからといってお飾かざりではないのがロディアの珍めずらしいところだ。

「──そこ」

　ロディアは不意に若い水兵の前で立ち止まり、彼の襟えりをつかむ。

　水兵はひっ、と息を吞んで硬こう直ちよくしたが、ロディアは水兵の目から視線を外さずに訊いた。

「お前の名前は？」

「は、はい、その……バーデンであります！」

「よろしい、バーデン。──では、私の名は？」

「ロディア・アルバラード海かい尉いです！」

「そうだな。よくできた。では、海尉に対して、水兵はどうしたらいい？」

　そこまで聞いて、バーデンはやっとロディアに襟をつかまれた理由に気づいたようだ。

　つまり、彼はロディアに見とれて敬礼を忘れたのだ。

「はっ……出会ったときには敬礼と挨拶を！　おはようございます、アルバラード海尉！」

　水兵が脂あぶら汗あせをにじませながら必死に言うと、ロディアは唇だけでかすかに笑い、バーデンの襟を放してやった。すっと背を正して優美な敬礼を返し、彼女は声を張って言う。

「おはよう、バーデン。今日も頑がん張ばれよ」

「はいっ！」

　なぜかきらきらとした少年の目になったバーデンに改めて微笑ほほえみかけ、ロディアは先へ行ってしまったランセに早足で追いついた。

「すまなかった、ランセ。今、挨拶を忘れた者が──」

　ロディアはランセに説明をしようとするが、直後、背後で一いつ斉せいに「きゃー！」だか「ぎゃー！」だか「ぬけがけしやがって、死ね、てめぇ！」などというわめき声が湧わき上がる。

「おーおー、相変わらずの大人気だこと」

　ランセは肩かた越ごしに振ふり返って吞のん気きに笑っているが、上から聞いているとあまりにうるさかったのだろう。艦かん尾び甲かん板ぱんからカロルが身を乗り出して叫さけんだ。

「静かにしろ、ばかども！　ロディアはな、見た目みてーな可愛かわいい女じゃねーんだからな!!　ほんとだぞ！　平然と酒場に行って、男を『一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ろう』とか誘さそう奴なんだ。夢みてると後こう悔かいすんのはてめーらだからな！」

（カロル……！　こいつはどうしてそこで余計なことを言うんだ）

　少々むっとしたものの、ここで素す直なおに怒ど鳴なり返しても仕方がない。

　ロディアは自分の胸に片手をあて、貴婦人に愛を告白する青年詩人よろしく、もう片方の手をカロルのほうに伸のべた。

「見た目通りの愛らしいひとなのは、君のほうだ。さあ、今すぐ愛の詩を捧ささげられるのと、余計なことを言わないよう口を閉じるのと、どちらでも好きなほうを選んでいいぞ？　ちなみに私の愛の詩は、キニスのものほどわかりづらくはないからな」

「っ……ずりぃ……！」

　あっという間に涙なみだ目めになるカロルに、ロディアはついつい笑えみ崩くずれてしまった。

「はは、ばーか。可愛い奴」

　気軽に言って、ロディアはカロルに軽く投げキスを贈おくる。

　途と端たんに辺りが「うおおおお！」とでも表現するしかない本気の野太い歓かん声せいでいっぱいになり、レーン号はびりびりと震ふるえた。朝から最高潮の盛り上がりだが、軍艦がそんな方向に盛り上がるのも、ちょっと間ま違ちがっている気もする。

　収拾がつかなくなる前に、今度はランセが怒鳴り声をあげた。

「てめぇら、いいかげんに黙りやがれ！　ここは見せ物小屋じゃねーぞ！　あとな、ロディアもカロルも俺のだ、誰にもやらねーからな、覚えとけ！」

　そこはさすが艦長というべきか、ランセの怒ど声せいが響くと、水兵たちは一気にしゅんとして静かになる。逆に『俺の』などと言われてどきりとしたのはロディアのほうだが、ランセはころっといつもの笑顔に戻もどってしまった。

「さーてと。今日も俺のレーン号は元気で綺き麗れいでノリがよくって完かん璧ぺきだな。ただな、ロディア。この船、なんとなーくだけど、右う舷げん側に傾かたむいてる気しねーか？」

「……！　本当か？　すまない、気づかなかった。キニス、水準器を……」

　ロディアは慌あわてて我に返り、艦尾甲板へ駆かけ上ろうとする。

　そこへ、ひょい、と頭を突つき出したルーナ・ノアが、無表情のまま告げた。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が、わかるから。右舷と左舷の高さの差は、最大で〇・〇五クルース」

「そうか……助かった、ありがとう」

　ロディアが礼を言うと、ルーナ・ノアは少し不思議そうに首を傾かしげる。

（……ひょっとして、彼女にとっては、角度も距きよ離りも勝手に『見える』のが当たり前のことだから、礼を言われる意味がわからないんだろうか？）

　しばしば無口すぎるキニスの通訳をしてくれるルーナ・ノアだが、彼女自身も表情、感情、任務以外の私語は非常に出てきづらい少女だ。

　彼女がなんの機器も使わずに船の角度や船同士の距離を知り、遠くの島を見つけるのは、彼女に憑ついた【旧神】の力による。レーン号にとってのルーナ・ノアは生きた羅ら針しん盤ばんであり、六ろく分ぶん儀ぎであり、望遠鏡でもあった。

　異能力者の視界は想像もつかないロディアは、ルーナ・ノアに感謝して自分にできることをするしかない。ロディアは頭の中でせっせと計算を進めていった。

「船倉の荷をどうにか多少移動させてみよう。まだ出港直後だ。食料も消費されていないし、荷の隙すき間まがほとんどないのが少し難なん儀ぎだが、この程度の傾きなら修正できると思う」

「そーだなあ。ま、急がなくてもいいぜ。そんなすぐ荒こう天てんになる感じでもねーし、とにかく傾いてる、ってのだけお前が覚えててくれりゃ」

「それはそうだが……」

　ランセは気軽に言うが、ロディアはつい、ちらと海へ視線をやってしまう。

　気持ちのよい風に乗って帆はん走そうするレーン号、その右斜ななめ前辺りにある堂々たる船せん影えいは、例のコーツ艦かん長ちようの船である。

「──あちらから、レーン号が傾いているのが見えたら恥はじだろう」

　ロディアがしぶしぶ本音を漏もらすと、ランセが素すっ頓とん狂きような声を出した。

「へ？　お前ってばそんなこと気にしてんの？　前から思ってたけど、繊せん細さいな奴やつだなー！」

「あなたの神経が錨いかり用の綱つな並みに図太すぎるだけだ。内部でいくらばかをやっていてもあなたの指揮権さえ揺ゆらがなければいいが、コーツ艦長にレーン号が基本的な能力に劣おとった船だとは思われたくない。私もこの船と仲間と、あなたが好きなんだ」

　少しむきになって言うロディアに、ランセはちょっと黙だまりこんだ。

　そして、ふわりと蕩とろけるように笑う。

「今の、いいなー！　なんか凄すごく、嬉うれしかったな。もう一回言ってくれねー？」

「……改めては、恥はずかしいから嫌いやだ」

　意外なランセの反応に、ロディアはついうろたえて視線を外してしまう。

　しかしランセは気にした様子すらない。

「え、そーなの？　じゃあ、俺がお前のこと、好きだって言ったら恥ずかしくなくなるか？」

「……艦長……」

　そんなランセの背後で、何かを呪のろい殺しそうな声が響いた。

　ぎょっとしてロディアが顔をあげると、いつの間にか艦尾甲板から降りてきたカロルが青い顔で立っている。

「なんだ、カロル。お前顔色悪くねーか？　野菜喰くってる？　嫌きらいでも喰わねーと、しまいにゃ全身から出血して死ぬぜ。真ま面じ目めな話」

　ランセはいつもの調子でカロルに応ずるが、カロルは暗い顔のまま言う。

「身体からだはすげー健康体なんですが、心が大出血中です」

「心だあ？　そんなもんは歯ぁ食いしばってどうにかしろよ、男だろーが！」

「ずっと食いしばってきましたよ！　だけど今回はさすがに目に余るっつーか！」

「だから、何が気になってんだよ。それをはっきり言えって言ってんだ」

　面めん倒どうくさそうなランセに、カロルはふと真しん剣けんな顔になって一歩前に出た。

「……俺が気になってるのは、俺があなたの副長になれなかった理由です。俺はほんとの本気であなたのことが好きだ。いくらでも口に出して好きって言えます。ロディアみたいに躊躇ためらったりしません」

（……こいつは……）

　ロディアは呆あきれ果ててカロルを見やるが、ランセは腕うでを組んで屈くつ託たくなく笑う。

「ばっかだなー、お前。お前が俺のこと好きだなんて、俺はとっくに知ってるよ」

　きっぱり言い切られてしまうと、カロルは情けない顔で言葉につまった。

　ランセは楽しげに目を細め、ちらとロディアを見やる。

「だけど、ロディアはまだ仲間になって日が浅い。【旧神】の能力者でもねえ。それでもこの船の一員だ、ってことを誇ほこりに思ってくれるのは、凄い嬉しいことじゃねーか。そんでな、カロル。俺がお前を副長にしなかったのは──やっぱ、お前がばかだからだ」

「艦長──！」

　感動的な台詞せりふを最後でひっくり返され、カロルは半泣きで叫ぶ。

「やっぱり、副長は自分と違ちがう種類の人間のほうがいい！　あとお前、なんかすぐうるうるして頼たよりないっつーか、気になるっつーか、『守ってやらなきゃ』な感じが抜ぬけねえっつーか。正直、女のロディアのほうが頼りがいがあるってのも、どうかとは思うけどなー」

　ランセは笑いながら言ったが、カロルはついに耐たえきれなくなったらしい。

「ひとの気も知らないで、あんたなんか大ばかだっ……！」

　最後に捨て台詞ぜりふを残して、だっ、と上層甲かん板ぱんを走っていってしまった。

　ロディアは思い切り脱だつ力りよくしたが、ランセはいまいちわかっていないふうに何度か瞬またたく。

「……なんだ、ありゃ？」

「乙女おとめだな。今時絶ぜつ滅めつを危き惧ぐされている類たぐいの、乙女的な行動というやつだ」

　ロディアが遠い目になりながら言うと、ランセは首をひねって訊きいてくる。

「よくわかんねーけど、あれ、下手すりゃ侮ぶ辱じよく罪だぜ。やっぱりばかはあいつだよな？」

　どう答えたらいいものか、とロディアが考えこんでいると、不意にルーナ・ノアから報告が飛んできた。

「ランセ。ドクトゥス号から、小こ舟ぶね」

「んあ？　なんだ？　俺、別に向こうに用とかねーぞ」

　ランセは瞬き、ロディアは素す早ばやく望遠鏡を取り出して小舟の旗を確かめる。

「向こうには用があるから来るんだろう。──艦長用の小舟じゃない。私が出で迎むかえよう」

　艦長が来たとなれば士官総出で迎むかえるのが礼れい儀ぎだが、使者相手なら副長で充じゆう分ぶんだろう。

　ロディアは有う無むを言わせずに艦かん尾び甲かん板ぱんから駆け降り、使者を迎える位置に立つ。

　やがて縄なわばしごを伝ってやってきた使者は、ばりばりに糊のりの利きいたお仕着せ姿で一礼した。

「唯ゆい一いつ神アルモニアと、国王陛下と、順調な航海にお喜びを申し上げる。本日はコーツ艦長より、ランセ艦長と士官の皆みな様さまへ、晩ばん餐さんのお誘さそいにまいりました。ご都合がよろしければ、本日の夕方四点てん鐘しように、是ぜ非ひともドクトゥス号までお越こしくださいませ」

「晩餐のお誘いですか。それは、もちろん光栄ですが……」

　普ふ通つうに考えれば艦長同士、士官同士で友好を深めたいのだろうな、と思うところだが、相手は最初から実にわかりやすい嫌がらせをしてきたコーツ艦長だ。

　どうも、さらなる面倒ごとの予感がする。

（目上の艦長からの誘いだ、断りようもないが──せめてランセを出さないとか、そういう手は使えないだろうか。どうも、彼を関かかわらせると事態が悪化するような気がする）

　ロディアは生返事の裏で高速で考えをめぐらせる。そこへ、背後からランセの声が飛んだ。

「よし、行こう！」

「──っ、艦長、いつの間にそこに？　というか、即そく答とうなのか……！」

「おう。古今東西、美味うまいものに罪はないからな！」

　まるきり十代の若者並みの食しよく欲よくを誇る二十七歳の艦長は、実に朗ほがらかに言い切った。
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「──で、こうなるか……」

「わかりやすい嫌いや味みですわね、相変わらず」

　その日の夕方、コーツ艦長が指揮するドクトゥス号で、ロディアとアルデアはこそこそと囁ささやきあっていた。ふたりの横にはいつも通り黙っているキニスと、いつも通り──いや、いつもより一応ちゃんと上着を着こんだランセが楽しそうに立っている。

「ひとんちの船に乗るの、久しぶりだなー。戦列艦の揺れってこんな感じだったっけか。ロディアはこういう船に乗るの、初めてだろ？　せっかくだから色々見とけよ」

「ああ、うん。そうだな」

（いつも通りだ。あんまりにもいつも通りだ。ランセ艦長には見えていないのか、この異常な歓かん迎げいが……！）

　適当に返事をしながら辺りを見み渡わたすロディアの目に映るのは、薄うす闇やみの中に浮うかび上がるぴかぴかに磨みがかれた甲板、綺き麗れいなお仕着せを着て直立不動の水兵たち、そして海兵隊だ。

　海兵隊はロディアたちが甲板を踏ふんだ瞬しゆん間かんに華はなやかな国歌を演奏してみせたし、ずらりと並んだ彼らの間には、国王でも迎えるのか？　とでも訊いてみたくなるような赤絨じゆう毯たんが、下層甲板へ降りる階段まで続いている。

　この絨毯一枚で一体いくらだ、普ふ段だんはどこに格納しているんだ？　これだけ大きい船だと、そんな余計なものまで積めるのかなどとついつい考えてしまうロディアの眼前に、その絨毯を容よう赦しやなく踏んでコーツ艦かん長ちようが現れる。

「やあ、時間通りだな、ランセ艦長！　大変よろしい。と、ああ、いやいや。これではまるで部下を褒ほめるような言いようだ、失礼。よく来てくださった」

　堂々たる様子で両手を広げるコーツは、真新しく金モールだらけの軍服姿だ。

　彼に比べるとランセの軍服やケープは長く潮風にさらされてどことなく色が薄うすくなっているし、肩けん章しようは片方だけだし、しなやかに瘦やせた身体もいかにも若造じみている。

（わざわざランセとの違いを強調してきたか。やはり、ちっとも毒気が抜けていないな）

　ロディアは苛いら立だちと心配を新たにするが、ランセは開けっぴろげに笑ってコーツに近づいていった。

「お招きありがとうな、コーツ艦長。それにしても綺麗な船だなあ」

　コーツはランセの全身をじろっと見つめ、次にロディアたちに視線を投げる。

「わたしの船など君の家の風ふ呂ろ桶おけにも劣るくらいなものでしょうな。そちらは、君の──」

「おう。部下だ。副長のアルバラード海かい尉い、軍医のアルデア、航海長のキニスだな」

「──なるほど？　実に個性的な面々だ」

　意味深な感想だが、さすがにそこはロディアも否定できない。

　キニスはとにかく、自分は女だし、アルデアはいつもよりさらにおめかししたドレス姿だ。ちなみに露ろ出しゆつ度は相変わらず高い。

（とはいえ、これが一番現実的な人選なんだから仕方がない）

　人選をしたロディアとしては、他ほかに選せん択たく肢しがなかったのだ。まずロディア本人がランセについていくとなると、ロディアの次に位の高いカロルはレーン号にいなくてはならない。

　ルーナ・ノアは子供と言われる年ねん齢れいだから、大人の食しよく卓たくにつくことに違い和わ感かんを覚えるひともいるだろうし、万が一のとき敵てき影えいを見つけるなどの任務がある。

　それに比べてキニスは見た目がまともなうえ、ろくに喋しやべらないだろうからぼろが出づらく、アルデアは大貴族出身だから様々な作法に詳くわしいだろう──と、そんな理由でこうなった。

　……アルデアは見た目がすでに作法も何もないのだが、そこはそれである。

「俺の艦は個性で売ってるからな。ほら、何しろ俺からして個性的だし？」

「確かにその通り！　あなたの発想は常に個性的で斬ざん新しんだと聞いております。さ、とにかく中でくつろいでください。おい、五番、一〇二番！　皆みなさんのケープと剣けんをお預かりしろ」

　コーツが呼ぶと、列から素早く当番兵らしき水兵がふたりやってきて、ランセたちからケープとサーベルを受け取った。

　一行はそのまま素す晴ばらしく整備されたドクトゥス号の中を案内され、艦長室へと入る。

　そこは艦かん尾び楼ろうにある貴族の応接間めいた部屋で、レーン号の艦長室のほぼ二倍の広さがあった。天てん井じようからは小型のシャンデリアが吊つられ、絨毯は紺こんと橙だいだい色いろの入り交じる重じゆう厚こうな織り。壁かべにはびっしりと銀器やら絵やら芸術的な銃じゆうやら東洋風のお面やらがかかっている。

　ランセは軽く辺りに視線を投げて、勧すすめられるままに席についた。

「こりゃまた、随ずい分ぶんものの多い艦長室だな。戦せん闘とうの時に片づけるのが大変だろ？」

「それが、そうでもないのですよ。うちの艦は充分ひとが足りていますのでな。さ、七七番。急ぎ葡ぶ萄どう酒しゆと料理を。海の男はいつだって腹ぺこなのだ。──ああ、多分、女もな」

　コーツに呼ばれた当番兵は素早く出て行くと、あっという間に銀の盆ぼんを持って帰ってきた。

　白いテーブルクロスで覆おおわれたマホガニーの食卓には、色とりどりの花が咲さいたかのような前菜の数々に熱いスープなど、艦かん上じようとは思えない豪ごう華かな料理が並ぶ。

　給きゆう仕じが終わったところで、コーツが葡萄酒入りのグラスを手に立ち上がった。

「唯一神アルモニアと、国王陛下と、我々の新しい友情に」

　目の高さにグラスをあげ、コーツは精せい悍かんそのものの顔で微笑ほほえむ。

　ロディアはランセたちと共に立ち上がるが、コーツの言いようには違和感を覚えていた。

（こんなときに、陛下よりもアルモニアの名を先に出すとは）

　軍では乾かん杯ぱいの時は王の名を出すものだし、この戦争の敵はアルモニアの加護を受けたアスファル帝てい国こくだ。ひょっとしたら、これも国王の寵ちよう愛あいを受けるランセへの当てつけかもしれない。

「──国王陛下に。乾杯」

　案の定、ランセは珍めずらしく険しい顔になって言い、グラスを干してとっとと席についた。

　コーツはうっすらと笑い、上機嫌で料理の解説を始める。

「この葡萄酒は以前の航海で手に入れたものですが、まあ、味はまずまず、といったところでしょう。料理のほうは陸から料理人を連れてきましたからな、これも海上で食べるものにしてはマシなほうだと思います。前菜はまず、上から──」

「うん、まずくはなかったぜ。全部」

「……はい？」

　ランセのつまらなさそうな言いように、コーツが皮肉げな顔をあげた。

　すると、いつの間にかレーン号の面々の皿は綺麗に空になっている。

　──本当に、何もない。

「つーか、材料がぐっだぐっだに混ざってて何喰くってるかわかんなかったんだけど、結局なんだったんだ？　食材が腐くさりかけてたのごまかしたとかじゃねーよな？」

「何を言ってるんだ、ランセ。これは宮きゆう廷ていで珍ちん重ちようされる、ジェレマイヤ風料理だ。マディス王国の料理より百倍美味いということになっている。味付けもけして悪くはなかったぞ」

「そうそう。五年前なら大笑いでしたけれど、今となっては人間らしい食事と思えましたわ。鴨かものペーストとラズベリーの合わせ方は単純、後味の香こう草そうは悪くないといったところかしら」

　口々に語り合いつつ、ロディアたちは葡萄酒に口をつけていた。ちなみに、キニスはポケットから手帳を取り出しかけて小首を傾かしげ、すぐにしまってしまう。

　自じ慢まんの料理が一いつ瞬しゆんで消費されたあげく、少しも感心されていないことに気づいたコーツは、しばらくぽかんとしていたが、やがて気を取り直して当番兵を呼びつけた。

「……七七番、次の皿を」

　とりあえず空腹が満たされたロディアは、ここでふと、さっきから気になっていたことを口に出す。

「ときに、コーツ艦長。この艦では番号で水兵を呼んでいらっしゃるのですか？」

　するとコーツは、なぜか生き生きとした顔になって身を乗り出してきた。

「いいところに気づかれた。我が艦は効率が第一ですからな。いちいち名前を覚えるより番号にしてしまったほうが覚えやすいし、呼びやすい。学のない水兵も、数字なら自分で署名ができますしな。わたしの発明です。どうです、独創的で素晴らしいとは思いませんかな？」

（どうです、も何も。正直に言ってしまえばひたすらに不快だが）

　ロディアはわずかに眉まゆをひそめて考える。

　確かに艦長が水兵全員の名を覚える必要はないかもしれない。コーツくらいの歳になり、この規模の船になればそんなことは現実的に不可能だろう。……しかし。

「──私は、ひとに名前があるのには意味があると思っています。数字で水兵を呼ぶと、なんだか彼らに替かえがあるように思えてきませんか？　確かに水兵の生せい還かん率は高くないですし、航海の途と中ちゆうで補ほ充じゆうが必要なこともしばしばでしょう。けれど、熟練した水兵と、その辺りの酒場で捕つかまえてきた男とではまったくの別人です。誰ひとり替えなどきかないんです。──ならば、ひとりひとりを大切に使うのもまた、効率ではないでしょうか？」

「ほう、なるほど？」

　ロディアの言葉に、コーツ艦長の顔色はさっと赤黒くなった。明らかな怒いかりの気配が辺りに漂ただようが、彼はどうにか声を抑おさえつけてランセのほうへと視線をやった。

「何やら食事にはふさわしくない話題でしたかな。場の雰ふん囲い気きが堅かたくなってしまった。ここはひとつ、明るい話題にしましょうか。せっかくこの席には美しい方がおふたかたいるのだ、わたしも失礼をしないよう知っておきたいのだが、一体どちらが艦長の奥様なのですかな？」

「嫁よめ？　っつーと……」

　ランセは口に突つっこんでいたスプーンを取り出して、ロディアとキニスを見比べる。

　すかさずキニスが、顔の前で軽く『違ちがう違う』というように手をふった。

　そして次の瞬しゆん間かん、アルデアが立ち上がって、がん、と椅子いすに片足をかける。

「なっ!?」

　大きく開いたドレスのスリットから覗のぞく理想の脚きやく線せん美びに、コーツが思わず後ろへのけぞる。アルデアはまったく気にせず、太ももあたりにとめてあった細い管のようなものを抜ぬき取り、口元にくわえて、ふっ、と息を吹ふきこんだ。

　数秒遅おくれて、コーツがどたん！　と後ろへ椅子ごと転がる。

「おい、何やってんだ！　味方殺すなよ、アルデア！」

　さすがにランセが青くなって叫さけぶ。

　しかし、アルデアはどんよりと澱よどんだ大気を背負って薄うつすら笑った。

「いいんですのよ、これで。仮にも、わたくしがばかランセの妻……？　口にするだけで言葉が心臓から全身に回って、バッカクの毒でも受けたみたいに全身が腐りそうですわ」

「ばか、いくらランセが嫌いだからといっても、限度があるだろう！」

　ロディアは大おお慌あわてでキニスと共にコーツに駆かけ寄り、彼がわずかな痙けい攣れんを起こしていることを確かく認にんして顔をあげる。

「アルデア、何か蘇そ生せい方法はないのか？　さすがにばれたら死し刑けいだぞ！」

「あーら、死刑？　それがどうだっていうんですの？　どうせわたくしだって【旧神】に憑つかれた身。そう長い命じゃありませんわ。どうしても解げ毒どく薬が欲しいなら、せいぜい可愛かわいくお願いしてご覧なさい」

　暗く笑いながら言い放つアルデアに、ロディアは顔をしかめた。

　これは駄目だ。放っておけない。

「アルデア！」

　ロディアはアルデアに早足で歩み寄ると、思い切り彼の頬ほおを張る。

　乾かわいた音が辺りに響ひびき、アルデアは即そく座ざに笑いやめた。彼は真っ白な無表情になって、頼たよりなげによろめく。ロディアは一歩踏ふみこみ、アルデアの細ほそ腰ごしをとらえて抱だき寄せた。

　呆ぼう然ぜんとしている様子の彼に、ロディアは真しん摯しに囁ささやく。

「……頼たのむ、アルデア。解毒薬をくれ。私は君を、ここで殺させるわけにはいかない」

「……………………」

　アルデアは間近にあるロディアの瞳ひとみをのぞきこみ、さも不思議そうに首を傾げる。

　そうしてのろのろと指を動かし、胸むな元もとから一包の薬包を取り出した。

「……葡萄酒と……一いつ緒しよに……」

「葡萄酒に混ぜて飲ませればいいんだな。わかった、ありがとう」

　ロディアは力強く頷うなずき、アルデアのこめかみに軽くキスをすると、薬包を受け取ってコーツのもとへ戻もどる。アルデアはしばらくぼうっとしている様子だったが、やがてわずかに顔をしかめ、無言で身を翻ひるがえして部屋から出て行ってしまった。

　ランセはロディアとキニスがコーツの蘇生につとめている様子を眺ながめ、次にアルデアの出て行った扉を眺めて、思案げに顎あごを撫なでてつぶやく。

「すげえ猛もう獣じゆう使いっぷりだけど、『可愛くお願い』ってのはああじゃねえだろ、さすがに」




　その後コーツは無事に目を醒さまし、レーン号の一同はなんのかんのと理由をつけて早めにドクトゥス号を辞した。レーン号の面々には満腹感を、コーツには軽い頭痛と謎なぞの記き憶おくの欠落をもたらした晩ばん餐さんであった。
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「……しかしまあ、まずい、よな」

「何がまずいんだって？　寄港の予定がなくなって、女の子口説けないのが残念か？」

「いや、私は常に女性を口説いている覚えはない。美しいものは美しいと言う。大切なものは大切にする。そう心がけているだけで女性とどうこうなりたいわけではないし、恋れん愛あいより軍務と艦かん長ちようが大事だし、ひとを愛する形が必ずしも恋愛である必要はないとも思う。問題は──」

　そこまで言って、ロディアは自分のサーベルでカロルのサーベルを搦からめとった。

　そのままくるん、と手首を返すと、カロルのサーベルはあっけなく宙に舞まう。

　サーベルは水音を立てて海に落ち、カロルは狭せまい足場で器用に頭を抱かかえた。

「だーっ！　まーたサーベル探して潜せん水すい大会かよ！　この根こん性じよう悪わる、わざわざ海に落とさなくてもいいじゃねーか！」

「ここでものを落としたら、普ふ通つうは海に落ちるだろう。せっかくだから緊きん張ちよう感かんのあるところで訓練をしようと言ったのはそっちだぞ？」

　ロディアはぴたり、とカロルの心臓の位置にサーベルの切っ先を突きつけて言う。

　ロディアとカロル、ふたりが立っているのはレーン号の舳へ先さき、バウスプリットと呼ばれる棒の上だった。

　高速で航行できるレーン号のバウスプリットはかなり傾けい斜しやがあるが、そもそもカロルは縄なわばしごやらマストやらを上り馴なれた海軍士官だし、ロディアも海と船には随ずい分ぶん馴な染じんだ。

　船がひとところに停てい泊はくしている今なら、こんな場所で剣けんを交えることもできる。

　カロルは鏡のような真っ青な海面を見下ろして、心配そうにぼやく。

「ここならお前の身軽さを封ふうじられるかと思ったんだよ。でも駄だ目めだ、逆に腕わん力りよく勝負に持ちこめやしねー。……そりゃそーと、さっき何か言いかけてただろ。何がまずいって？」

「そうそう、コーツ艦長のことだ」

　ロディアは自分のサーベルを肩かたに担かつぎ、停泊中のドクトゥス号を見やる。

　今日は二隻せきが母港を出てから十日目の朝。

　綺き麗れいに凪ないだ海の向こうには、緑の島の姿が見える。

　目標としているレイドルク島ではないものの、こちらもマディス王国の領地だ。

　物資の補給や船の修理の必要があれば立ち寄る予定にしていたが、航海が順調ゆえに寄港はなし、とコーツ艦長が決めた。

　カロルは軽く頭を掻かいて、自分もドクトゥス号へ視線をやる。

「コーツ艦長なあ。堅けん実じつな操船、作戦で有名なひとで、俺は別に嫌きらいじゃねーんだよな。今回上陸を取りやめたのも、任務達成の前に水兵たちの気が緩ゆるむのを避さけたかったんだろ？」

「ああ。確かに堅実な判断だ。陸にあがればどうしても水兵に酒が入りすぎる。場合によっては女性も入るしな。規律がぐだぐだになるのは確実だ。だから、そこに文句をつける気は一いつ切さいない。……むしろ、我々はコーツ艦長ともう少し仲良くするべきなのでは、と思うんだ」

　あのとんでもない晩餐以来、ドクトゥス号とレーン号はせいぜい通信旗で指示を出し合うくらいの関係でやってきた。

　しかしこのままの状態で、数日後に受ける新しい任務を協力して完かん遂すいできるのだろうか。

　そこがロディアには少し不安だ。

「とはいえ、ランセは少し真っ直すぐすぎるくらい真っ直ぐなひとだろう？　搦め手も使えるのかもしれないが、あえて使わないようなところもある。ならば副長たる私が、もっと気を利きかせてランセとコーツ艦長の間を取り持つべきなんじゃないか──と思ってな」

「ふーん。そんな細かい気き遣づかいしても、ランセ艦長がどっかーん、ってぶち壊こわすのが目に見えてるよーな気もするけど？」

「もちろん、それならそれでもいいんだ。私が、できることをしておきたいだけなのかもしれないしな」

　目を伏ふせてロディアが言うと、カロルは妙みように仏ぶつ頂ちよう面づらで彼女から視線をそらした。

「……そーだな。この辺りって、でかいエビが特産なんじゃねーかなあ」

「エビか？　美味おいしいのか」

　突とつ然ぜんなんでエビなんだろう、と思いながらロディアが問うと、カロルは軽く肩をすくめる。

「うん、マディスで買うと死ぬほどたっかいやつが結構獲とれるみたい。軍ぐん艦かん見ると、たまに地元の漁師がこっそり売りに来たりするぜ。んで、大たい抵てい士官が買い占しめる」

「──なるほど」

　宮きゆう廷ていにいたときも思ったが、男性への贈おくり物は大変難しい。正直なところ、金銭でなければ食べ物が一番なのではないか、とは常々ロディアも思っている。

（相手が軍人なら、なおさらそうか。コーツ艦長へのさりげない差し入れとして、エビを手に入れておくのはいいかもしれないな。差し入れついでに何か話せるかもしれないし）

　ロディアが考えこんでいると、不意にカロルが目をきらめかせた。

「隙すきありっ！」

「っ……！」

　カロルに足あし払ばらいをかけられ、ロディアはとっさに後ろへ避ける。

　しかしバウスプリットに巻きついた縄に足をとられ、ぐらりと身体からだが傾かたむいた。

「この……！」

「へっ？　うわ、おい、やめっ……！」

　ただで落ちてやるものか、とばかりにロディアがカロルの袖そでをつかむと、カロルもあっさり均きん衡こうを崩くずす。わずかの後、ふたりは高い水しぶきをあげて真っ青な海に沈しずんだ。

　陽光の差しこむ美しい水をかき分け、ふたりはほとんど同時に海面に浮うき上がる。

「よくもやりやがったな、てめぇ！　沈め！　沈んじまえ！」

　濡ぬれそぼったカロルはロディアを沈めようと手を伸のばし、彼女はすかさずそれを阻そ止しした。

「できるものならやってみろ！　いいか、カロル！　私が君より先に船にあがったら、君は今度こそドレスで水泳に挑いどめよ！」

「ちょっ、どうしてそうなる！　ああっ、しかも俺、サーベル取って来なきゃなんねーじゃねーか、負け確実だよ！　ドレスは駄目だって、マジで駄目！　ほんとに！」

　ふたりは十歳やそこらの子供みたいに怒ど鳴なりあい、ふと視線が合うと、意味もなくくすくすと笑いあった。カロルは笑えみの残る顔で、じっとロディアを見つめて言う。

「ロディア、お前さ。音を上げたかったら、いつでも上げていいからな？　もう駄目だって思ったら、そんときゃ俺があのひとの副長になる。俺、何も諦あきらめてねーから」

　彼の瞳がふっと真しん剣けんな色になったのを見て、ロディアは妙に嬉うれしくなった。

　なんだかカロルにやっと認めてもらったような気がする。カロルはもちろん本当に副長の地位を諦めてはいないのだろうが、それでも、きちんとロディアの背中を見守ってくれている。

　確かな安心感を胸に、ロディアは屈くつ託たくなく笑った。

「頼たのもしいことだな。せいぜい私より長生きしろ、カロル」
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（しかし、これ、少々後ろめたいものがあるな）

　その夜──というより、明け方に近い時間。

　カロルに昼間もらった助言に従って、ロディアは水兵に小こ舟ぶねを出させていた。

　向かうは海上に浮かぶ漁船の明かりの方角だ。

　ランセには『偵てい察さつと情報収集』という理由で許可はとってある。それは嘘うそではないから非難されるところはないのだが、主たる目的は単なる買い物、というのがちょっと気になる。

「海かい尉い、あれ、あの、明かりつけてんのが確実にエビ漁の船でさ。近づけていいですか？」

「頼む、アーデン。すまないな、お前たちの口に入るものじゃないのに」

　ロディアが軽く謝罪すると、年配の水兵はくしゃりと苦く笑しようした。

「そういうこたぁ、軽々しく謝っちゃ駄目ですぜ。当たり前のことなんですから」

「そうか。──確かにな。気をつけよう」

　アーデンの言う通り、水兵たちと士官に差があるのは当たり前だ。親切な言葉は必ずしも本当の親切にはならない。

　ロディアが改めて基本を頭に叩たたきこんでいる間にも、小舟は漁船に近づいていく。

　やがて月明かりでぼんやりと漁船の全体像が見え始めたころ、乾かわいた音が辺りに響ひびいた。

　妙に現実感のない音。しかし、ロディアにとっては聞き覚えのある音。

「──！　伏せろ！」

　鋭するどく叫さけび、ロディアはアーデンを引きずって身を低くした。

　船底に這はいつくばったアーデンが。目をぎょろつかせて訊きいてくる。

「か……海尉。今のは……」

「ああ。銃じゆう声せい、だったな」

　緊きん張ちようのあまり低くなった声でロディアは答えた。

（撃うたれた。明らかに、漁船からだ。まさか、偽ぎ装そうした敵か？　斥せつ候こうでも乗っているのか）

　だとしても、どうしてこんな暗いところで自分たちがマディス軍人とわかったのだろう？

　ロディアはとにかく自分も腰こしの銃じゆうを抜ぬき、漁船に向けて構えてから叫んだ。

「お前たち、何者だ！　答えねば、撃つ！」

　漁船のほうからはしばらくなんの答えもなかったが、やがて、震ふるえる声が張り上げられる。

「……あ、あんた、マディスの、ひとか。あの、沖おきの船せん影えいは、マディスのなのか？」

　耳に飛びこんできたのは、南方の訛なまりはあるが確かなマディス語だった。

　アスファル帝てい国こく軍の斥候という可能性は低いとみて、ロディアは銃を構えたまま答える。

「そうだ。こちらはマディス王国海軍海尉だ。なぜ発はつ砲ぽうした！」

「アスファル軍かと思った！　奴やつらが、上陸してきたのかと思って……！」

「アスファルだあ？　何言ってやがんだ、こんなとこで商売してやがんのに、マディスとアスファルの船も見分けらんねえのか」

　アーデンは吐はき捨てるように言うが、ロディアは悪お寒かんが背筋を這い上のぼってくるのを感じている。

　ここはかなり南方の海だ。アスファルにも近い。

　そこの漁民がこうも判断力をなくし、焦あせっているのには必ず理由があるはずだった。

「……アーデン。漁船に舟を寄せろ」

　低く命じると、水兵は了りよう解かい、とだけ返して手て際ぎわよく小舟を漁船のところまで持っていく。

　漁船のつり下げた角灯の明かりで周囲が大体見み渡わたせるようになると、ロディアは慎しん重ちように小舟の上で立ち上がった。

「──あんたが、士官さん、ですか」

　漁船にはふたりの漁師が乗っていたが、どちらもロディアを見ると呆あつ気けにとられた顔になる。

　彼女がとんでもない美青年なのか、男装の美女なのか、はたまた夜に出る海の魔ま物ものなのか、判断に困っているのだろう。しかし今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

　ロディアは触ふれれば切れるような視線でふたりをねめつけて言う。

「そうだ。それ以外に見えるか？」

「いや、その……」

「疑うなら記章を見せよう。私は君たちからエビを買いつけに来ただけだ。しかし、今さっき目的が変わった。質問に答えろ。──君たちは、なぜ私たちをアスファル軍だと思った？」

　詰きつ問もん口調になるロディアに、漁師たちはおろおろと告げる。

「そりゃあ……つい三日前、でかいアスファル軍の船が二隻せき、ここを通ったからでさあ。西の……北西微西のほうへ行きました。水兵あがりの奴が、喫きつ水すい線せんの感じからして、ありゃあ兵士をしこたま積んでるって言ってやした。多分、レイドルク島を占せん領りようして、こっちにも来るんだって、脅おどかしやがって。……でも、大だい丈じよう夫ぶですよね？　マディス海軍が来たんなら、どうにかなりまさあね？　……ねえ、なんとか言ってくださいよ、軍人さん！」
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「──情報収集不足だった、と言う他ほかあるまいな」

　重々しい声でコーツ艦かん長ちようが言い、ドクトゥス号の作戦室を見渡す。

　艦かん尾びの窓から注ぐ穏おだやかな光も、そこに集まった人々の表情を明るくはしなかった。

　辺りに漂ただようのは、深刻な沈ちん黙もくばかり。

　豪ごう奢しやな作戦室にドクトゥス号とレーン号の士官たちが勢せい揃ぞろいしたのは、この任務が始まって以来初のことである。誰だれもが深刻な顔で、円えん卓たくの海図を囲んでたたずんでいる。

「敵に大きな動きがないとはいえ、今は戦時だ。島に水兵たちは上陸させないとしても、情報を集める必要はあった。違ちがうか？」

　重ねて言うコーツに、ロディアは眉まゆ根ねを寄せて口を開いた。

「それはもちろんです。しかし、島への上陸許可は士官にも出ておらず──」

「ロディア、お前ちょっと黙だまってろ」

　不意にランセが言い、誰もが彼に注目する。

　ランセは、いつものふざけた様子が嘘のように落ち着いた声こわ音ねで告げた。

「細かい話の前に、まずは根っこにある問題を片づけようぜ。こっから先、俺とコーツ艦長のどっちが作戦の最終決定権を持つか、っていう問題だ」

　いきなり腫はれ物のような話題に触さわるランセに、周囲はますます静まりかえる。

　誰も発言しないので、ランセはそのまま淡たん々たんと続けた。

「そりゃ、この任務は俺に与あたえられたもんだ。俺の任務をコーツ艦長が補ほ佐さしてるって形になってる。だけどな、俺は見ての通りの所属艦かん隊たい不明の海軍中ちゆう佐さ、コーツ艦長は少将だ。艦隊指揮権もない俺がコーツ艦長に命令してたんじゃ、誰ひとり納なつ得とくしやしねえだろ」

　あまりの正論である。そして、正論過ぎて誰もが避さけていた話だ。

　コーツは険しい顔で顎あごを撫なでていたが、やがてランセを見つめて問いを投げた。

「君の発言は、我々に任務を与えた国王陛下への苦言とも取れるな、ランセ艦長？」

「そういうこっちゃねえ……と、言いたいとこだが、まあそう取る奴もいるだろう。だから、これは俺が言わなきゃならねえことだった。本当は、もっと早くにな。──すまなかった」

（国王への苦言は、お気に入りの自分が言ったほうが平和、というような言い方だな）

　自ら国王の寵ちよう愛あいを認めるようなランセの発言は、ロディアとしてはひやひやものだ。

　しかし、コーツとしても、真っ向から謝られると意地を張るのが難しいらしい。

「──ふむ。君の気持ちは確かに受け取った。しかしここは君が謝るところでもなかろう」

　戸と惑まどい気味に頷うなずくコーツに、ランセは真剣な顔でさらに追い打ちをかけた。

「どっちが謝るべき、とか、そういうのはもういい。俺はレイドルク島に着くまでの作戦の指揮権は、コーツ艦長に渡したい。そりゃあ相談はしてくれねーと困るが、最終的に方針を決めるのは、あんただ。そのほうがふさわしいし、作戦の成功に繋つながると思うからな」

　あまりのランセの潔いさぎよさに、レーン号の士官たちはいささか複雑な面おも持もちになった。

「ランセ……」

　ロディアが名を呼んでみても、ランセからは『喋しやべるな、今は』とでもいうような気配が返ってくるばかり。一方のコーツはまんざらでもなかったのだろう。

　やや生気を取り戻もどした顔になると、円卓へ両手を置いて声に力をこめた。

「……わかった。アルバラード海かい尉いの情報が確かならば、今いま頃ごろレイドルク島付近にはアスファルの軍ぐん艦かんがいる可能性が高い。最悪、レイドルクの砦とりでと戦せん闘とう中、もしくは占領後という可能性もあり得る。我々が全速力で向かったとしても、敵のほうが二日以上は早くレイドルクに着くことになるからな。となれば──」

「島に着くまでに、戦闘は避けられねえだろう。その辺りの判断を、全面的にあんたに任せる。まー、戦闘回かい避ひして、偵てい察さつだけして国に帰るって選せん択たく肢しもないとは言わねえけどな」

　ランセの言葉に、コーツは少しわざとらしい間を置いてから、芝しば居いがかった調子で士官たちの顔をぐるりと眺ながめわたした。そして最後に、ごつごつとした拳こぶしを目の前に掲かかげる。

「いや、回避はありえん。戦おう。それが、我々の使命だ。──どうだね、ランセ艦長？」

「異論はねえ。やってやろうじゃねーか」

　ランセはにやりと笑う。そして自分も拳を作って、軽くコーツの拳と合わせた。
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「──手前の港にあるのは、マディスの船。三隻。みんな小型。帆ほは張ってない。奥の港に、アスファル帝てい国こくの就航旗をあげた船が二隻。両方戦列艦。砲ほう門もん、六十四と、七十四」

「やっぱり、レイドルク島はとられちまってるか」

　ルーナ・ノアの報告を受け、ランセが淡々とつぶやく。

　現在レーン号はレイドルク島沖おきにある。本来なら望遠鏡でやっと島しま影かげが見えるくらいの距きよ離りだが、ルーナ・ノアの目は島の港に入った船の砲門まで数えられるようだった。

　ランセはレーン号の艦かん尾び甲かん板ぱんに立ち、腕うで組ぐみしてレイドルク島のほうへ視線を投げている。ロディアは彼の傍かたわらでレイドルク島の軍用地図を広げ、ルーナ・ノアに訊たずねた。

「手前の港、というのが軍港で、奥の港が商港のようだな。商港のほうの入り口に、小高い丘おかのようなものが見えないか？」

「見える。丘の上に、お城みたいな、黒っぽい石でできた要よう塞さいがある。城じよう壁へきに大たい砲ほうがたくさん。旗は、アスファルのがあがってる」

「なるほど。かつて海かい賊ぞくどもに難なん攻こう不ふ落らくと言われた『黒門』要塞も落ちた、ということだ」

　低くつぶやき、ロディアは眉根を寄せる。

　ロディアの蓄たくわえた知識の中でも、レイドルク島関連のものはかなり華はな々ばなしいものだ。

　百年ほど前、周辺一の通商の要地であったレイドルク島には世界中の富が集まり、それゆえ海賊にも狙ねらわれやすかった。当時の領主は度たび重かさなる襲しゆう撃げきについに痺しびれをきらし、商人たちの協力を得てこの島を徹てつ底てい的てきに要塞化する。都市部を丸ごと取り囲む城壁は当時の最さい先せん端たん技術で造られ、商港の入り口に築かれた要塞もまた、その鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力と黒っぽい外観から『地じ獄ごくの黒門』などと呼ばれてその名をとどろかせた。

　結果、レイドルク島は一時期は独立国となるほどに栄えたのだが、すべては昔の話だ。新たな航路が開発された今、島に当時の華やかさはない。

「過去の栄光もいずれ衰おとろえるってえのは基本だが、それにしたって戦列艦二隻程度で落ちる砦だったかねえ。レイドルクは平時は中立寄りで、アスファルともずっと交易は続けてたはずだから、油断があったのかもな。──そんじゃ俺、そのへんをコーツ艦長に報告してくるわ」

「ああ。ご無事で、艦長」

　ロディアの敬礼にランセは気楽に返礼し、艦長専用の小こ舟ぶねに乗りこんでドクトゥス号へと向かった。ロディアは甲かん板ぱんの手すりに両手をかけ、じっとランセを見送る。

（こうなれば、戦闘は免まぬかれないな。こちらから島に攻せめこんで取り戻す、ということになるだろう。しかし、七十四門艦となれば乗員は六百人以上。もう一隻六十四門艦があって、さらに陸軍兵士を積んでいたという。その人数相手に我々だけで、どう戦う？）

　考えれば考えるほど、ロディアの理性は『無理だ』と言う。彼女が艦長だったら、偵察だけして逃にげ帰るだろう。もし可能なら奇き襲しゆうで一いち撃げき叩たたきこむが、あとはひたすら逃げる。
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　だが、ランセが戦うというのなら、ロディアも戦う方法を考えなくてはならなかった。

（やるなら、まずは要塞だ。あの大砲をどうにかしないことには船が港に近づけない。要塞を落とし、船を奪うばって……それでも都市部には陸軍がいる可能性が高いのか。──これはやはり、正せい攻こう法ほうでは無理だな。いつも通り、ランセたちの力に頼たよるしかないかもしれない）

　ランセたちの力。すなわち、【旧神】の与える異能力である。

「ロディア」

「ん？　どうした、ルーナ・ノア」

　淡々と名を呼ばれ、ロディアはびくりとして振ふり向いた。

　ルーナ・ノアがなんの用もなく声をかけてくるのは、とてつもなく珍めずらしいことなのだ。

　短い銀ぎん髪ぱつの少女は艦尾甲板にぽつんとたたずみ、眼帯に隠かくされていないほうの目でロディアを見上げる。なんの感情も浮うかんではいないが、透とう明めいで美しい目だ。

「──綺き麗れいな、すみれ色の瞳をしてるんだな。今、改めて気づいた」

　ロディアが囁ささやいて頭を撫でると、ルーナ・ノアは機き嫌げんのよい猫ねこのように目を細める。

　そうして彼女は少しばかりロディアに身を寄せると、そのままじっとしていた。

（……なんだろう。『撫でろ』と態度で言っている猫みたいだな。ひょっとして、元気づけてくれているのだろうか？）

　真意はわからないが、ルーナ・ノアをしばらく撫でているうちに、ロディアの心はすとん、と落ち着いてしまった。そうこうしながらちょこちょこと水兵たちに指示など出していると、大して時間を置かずにドクトゥス号からランセの小舟が帰ってくる。

「おかえり、ランセ艦かん長ちよう。どうだった？」

　ロディアを始めとした士官たちは、そろって舷げん側そくに並び、ランセの言葉を待った。

　ランセはいつもより静かな調子で上層甲板に立つと、ぐるりと士官たちを見み渡わたして言う。

「ちょっとお前ら、俺の執しつ務む室に来い。ルーナ・ノアもな」

（監かん視しの仕事があるルーナ・ノアまでか、珍しい。これはやはり【旧神】がらみの話だな）

　以前の航海からランセにつきあっている水兵たちは、レーン号やレーン号士官の事情にも大体通じている。とはいえ、ランセたちの【旧神】の力がマディス王国の大切な秘密であることに変わりはない。その詳しよう細さいを大っぴらに甲板で話すわけにはいかなかった。

　ランセは士官たちを執務室に集合させると、皆みなを見つめて腰こしに手をあてる。

「作戦が決まった。俺たちは今夜中に黒門要塞に侵しん入にゆうし、大砲をすべて無効化して、ドクトゥス号を港内に入れる役を引き受ける。その後、ドクトゥス号は船の大砲で地上攻こう撃げき。城壁を一部破は壊かいしたところで俺らと合流し、総攻撃、ってとこだ」

　ランセの告げた作戦が士官たちの頭に染しみこむまで、しばらく時間がかかった。

　沈ちん黙もくを最初に破ったのは、カロルだ。

「艦長──本気ですか!?　あの『黒門』を、俺たちだけで落とせって!?」

　カロルは勢いよく卓たくに拳を打ちつけ、噛かみつくように叫さけぶ。

　キニスはじっとランセを見つめ、アルデアはわずかに瞳を震ふるわせて薄うつすら笑った。ふたりは何も言わない。ロディアもまた、半ば呆ぼう然ぜんとランセを見ることしかできなかった。

　ランセは苦く笑しようして首を傾かしげ、声を少しだけ大きくした。

「そんな辛しん気きくせー顔すんじゃねえよ。考えてみろ、下手にコーツたちに手ぇ出されたほうが色々面めん倒どうだろ？　最初っから、正攻法じゃ死人が出すぎる作戦だしな。ここは俺たちの【旧神】の力を使っていくのが正解だ。俺たちは少数精せい鋭えいで要塞の内部に忍しのびこむ。残りのレーン号の戦力は、要塞が無力化された後にドクトゥス号の陰かげに隠れて港へ着きゃそれでいい」

「しかし、ランセ……そこまでして島の奪だつ還かんを我々だけで進める必要はあるのか？　マディスからの援えん軍ぐんを待つという手は、ないのか」

　思わず口を出すロディアだが、ランセはひらひら手をふって言う。

「その話はもう終わったはずだぜ、ロディア。大体、のんびりしてたらアスファル側にも援軍が来るかもしれねえ。ここはマディス本土への足がかりにするにはぴったりだしな。それに、陛下は俺に必ず二週間後にここに行け、っておっしゃったんだ。──あの方が『必ず』って言ったんなら、必ずそうしなくちゃなんねー理由がある」

　そんなふうに言われてしまったら、ロディアにはもう何も言えない。ぐっと言葉を吞んだロディアにちょっとだけ笑いかけてから、ランセはルーナ・ノアを見下ろした。

　彼は細いルーナ・ノアの身体からだを高々と抱だき上げると、彼女の顔を見上げて囁く。

「ルーナ・ノア。──ごめんな。今回はお前の命、俺にくれ」

　ランセの言葉に、辺りの空気はいきなり重くなった。

（……そう、か。ランセは今回の作戦でルーナ・ノアの力を使う気だ。それで、さっきからどこか悲しそうなのか）

　やっと先ほどからのランセの態度が腑ふに落ちて、ロディアは緩かん慢まんに瞬またたく。

　ランセはいつだって、戦せん闘とうの前は陽気すぎるほど陽気な男だ。今日のランセが妙におとなしいのは、年若いルーナ・ノアの寿じゆ命みようを犠ぎ牲せいにする可能性を考えていたからに違いない。

　ランセたちが普ふ段だんから【旧神】に与あたえられている能力の他ほかに、【旧神】を直接召しよう喚かんして使う異能力。その力は確実に召喚者の寿命を奪う。元から軍人であるランセやカロルはある程度命がけで戦う覚かく悟ごができているとしても、ルーナ・ノアはまだ十三歳の少女なのだ。

　彼女はおとなしく抱かれたままランセを見下ろし、ぽつり、とつぶやいた。

「……ランセは、酷ひどいと思う」

「うん。俺もそう思う。お前のこと守りたくてこの船に引き受けたのに、結局、俺がお前の命を縮めてるんだもんな」

　ランセの声はとても静かで、落ち着いている。落ち着いているのだが、いつもとの差が激しすぎて、それだけでロディアはなんだか胸が重く、冷たくなる気がした。

　しんみりとした雰ふん囲い気きの漂ただよう執務室で、ルーナ・ノアは小さく首を傾げる。

　そして、いきなり、ぺち、とランセの額をはたいた。

「……えーっと……？」

　珍しく素す直なおに戸と惑まどった様子のランセに、ルーナ・ノアは淡たん々たんと告げる。

「違ちがう。最初に研究所で会ったとき、ランセが私のこと『要いる』って言わなかったら。私のことを『戦争に使う』って言わなかったら、私はずっと研究所の中にいた。きっと色々実験されるだけで、今いま頃ごろ生きてないと思う」

「……ルナ」

　ランセは少し驚おどろいたように、ルーナ・ノアを愛あい称しようで呼んだ。

　ルーナ・ノアは表情の出づらい顔で、慎しん重ちように手を伸のべてランセの頭を撫なでる。

　ロディアに自分がされたように、何度も、何度も撫でながら、抑よく揚ようのない声で続ける。

「命を支し払はらって力を使ってるのは、私もランセたちも一いつ緒しよ。私には、ランセたちより支払える命がいっぱいある。なのに私の力ばっかり出し惜おしみするランセは、酷いと思う。──私、置いていかれるのは、嫌いや」

　──ああ。この子にとっては、ランセたちが家族のようなものなのだ。

　そのことが不意に心臓で理解できて、ロディアは目の奥が熱くなるのを感じる。

　実のところ、今までは少し妙みような関係だな、と思っていたのだ。十代前半とはいえ、ルーナ・ノアは女だ。なのにランセたちは不思議な距きよ離り感かんで彼女を可愛かわいがる。

（異能力者でも、死人でもない私にはわからなかったが、きっとお互たがい、家族なんだな）

　ルーナ・ノアにとっては、ランセたちは同じ痛みを抱かかえ、自分を『必要だ』と言ってくれた仲間たち。そうしてランセたちにとってのルーナ・ノアは、同じ呪のろわれた運命から、どうにか、少しでも守ってやりたい一番年下の妹。

　ルーナ・ノアに撫でられているうちにランセは子供っぽい笑え顔がおになり、かすかに頷うなずいた。

「……置いてかねーよ。お前はレーン号の士官だ」

「うん。私、ランセが好き。みんなも。みんなを守ってくれる、ロディアも」

　ルーナ・ノアは小声で言い、ぎゅっとランセの頭を抱だきしめる。

　ランセはしばらくルーナ・ノアと抱き合って目を閉じてから、喉のどの奥で小さく笑って顔をあげた。彼女の身体を優やさしく床ゆかに下ろし、皆を見渡す。

　もう、その顔には憂うれいは残っていなかった。あるのは、いつもの晴れた空のような笑みだけだ。

「──俺が暗くなってる場合じゃなかったな。これくらいの苦境なんざ、年中あった。地じ獄ごくも第三層辺りまでならそらで地図が描かける、それこそが俺たちの強みだ！　やってやろうじゃねーか。いいか、みんな。やるからには必ず勝つぜ、この勝負！」

　力の限りランセが言い、その言葉が強く皆の心に食いこむ。

「了りよう解かい、艦長！」

　姿勢を正して敬礼したロディアたちの顔も、凜り々りしく、楽しげなものに戻もどっていた。
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「ちょうどいいことに新月、か。星は綺麗に見えてるし、ついでに言えば風もいい。こいつは神様が俺たちに味方してやがるな」

「神様が味方も何も、憑ついているんだろうが」

　ロディアが呆あきれ声を出すと、ランセはくすくすと声をひそめて笑う。

　太陽が水平線の下に潜もぐりこんでから随ずい分ぶん経たった。

　レーン号の甲かん板ぱんには、ランセとロディア、そしてカロルが並び、さらに赤い軍服の海兵隊員がふたり、たたずんでいる。全員正装のうえ、銃じゆうとサーベルを身につけ、カロルと海兵隊員たちは様々な物資が入った背はい嚢のうを背負っていた。

　そんな彼らの周囲には、これまた武器を手にした水兵たちがずらりと待機中だ。

　本来なら、夜の四点てん鐘しようが鳴る時間。

　いよいよ上陸作戦を実行するときである。

　ルーナ・ノアはランセたち上陸組の前に立ち、静かに告げた。

「私の力は、遠くにあるものと、近くにあるものを入れ替かえること。見えているもの同士しか、入れ替えはできない。黒門要よう塞さいの上に出ている見張りが、今、ちょうど五人いる。これからあれと、みんなを入れ替えるから。こっちに引き寄せた相手側の見張りはみんなでやっつけるから、向こうの見えないところにいる見張りは、ランセたちが倒たおして」

「了解、軽いもんだぜ」

　うそぶくランセにそっと視線をやってから、ルーナ・ノアは眼帯を解く。

　露あらわになった左目は右目より少しだけ色が薄うすく、より透とう明めい度が高いようだった。

　ルーナ・ノアは細い顎あごをあおのけ、澄すんだ声で歌うように囁ささやく。

「月は大地に、世の果ては我が家に──我は我が命を供く物もつに汝なんじを召喚せり、その恵めぐみの代わりに我が命を摘つみ取れ──移動神、【フテラ】よ」

　耳慣れない旋せん律りつを伴う呪じゆ文もんが終わると、ルーナ・ノアの左目が角灯の明かりをぎらりと反射する。いつしか彼女の左目は金属じみた不ふ透とう明めいな銀色になり、その奥にははっきりと、【旧神】の名を表す古い文字が浮うかび上がっていた。

　ルーナ・ノアの目に文字が浮かんだのと同時に、ロディアの耳を、遠くで山ほどの人間がざわめいているかのような雑音が襲おそう。その雑音が我が慢まんならないほど大きくなったとき、ルーナ・ノアの姿は左目を中心にして、一息にばらばらになった！

　彼女が無数の細かな文字となって解けた次の瞬しゆん間かん、ロディアの視界も千ち々ぢに砕くだける。

　目の前の見慣れたレーン号が砕け、夜の闇やみが砕け、ちりぢりになって溶とけ消えたかと思うと、なんの面おも白しろみもない白が視界に広がった。

　同時にロディアの様々な複雑な感情や思考もふっと消えて、妙に平へい坦たんな気分になる。

　──これはなんだ？　ここはどこ？

　──それより何より、自分は何者だっただろう？

　しばらく淡々と考えているうちに、いきなりロディアにまともな視界が戻ってきた。

　視界の真ん中からにじみ出すように広がる、真っ暗な夜の闇。

　その下にうずくまるのは、黒っぽい灰色の巨きよ大だいな石積みだ。

　気づけばロディアは、左右に長く続く城じよう壁へきの上にいる。

　古い石造建築の上に巨大な大たい砲ほうがずらりと並ぶさまは、噂うわさに聞いた黒門要塞そのものだ。

（成功した、のか。これが、移動神【フテラ】の力……）

　視界と一緒に、今までの記き憶おくやまともな判断力も戻ってくる。

　ロディアは奇妙な雑音の残る耳を軽く押さえて、素す早ばやく辺りを見回した。

「──ランセ。カロル。みんな、無事か？」

　ざっと見た限り、城壁の上には大砲と、ぽつぽつと燃える篝かがり火びの他に見張りの姿は見あたらない。代わりに、すぐ傍そばにランセとカロル、海兵隊ふたりの姿があった。

「おう。大だい丈じよう夫ぶそうだ。見張りもいないな？　そいじゃ、片かたっ端ぱしから大砲、無効化するぜ」

　常と変わらないランセの態度に、誰だれもが我に返って打ち合わせ通りの行動に出る。

　すなわち、端から大砲に取りついて、その点火孔こうに釘くぎを打ちこむのだ。

「しっかしまあ、大砲の量が多すぎだよな。ここまで多いと目が行き届かねーから、俺の【旧神】能力で火を封ふうじとくわけにもいかねーし」

　カロルはぼやきながらも、なかなかの手て際ぎわで釘を打ちこんでいく。こうしておくと、とりあえず大砲は撃うてなくなる。敵がまともに修理を始めたらせいぜい一時間くらいで復旧されてしまうだろうが、戦闘中の一時間はかなり貴重だ。

　ロディアはカロルの作業を手伝いながら、ふと疑問に思ったことを訊きいてみた。

「カロル、そう言えば君の能力も『見える範はん囲いのものの温度を反転させる』とかだったな。【旧神】の力を使うには、その『見える範囲』というのが重要なのか？　大体反転と言っても、どこに軸じくを取るのかがよくわからないんだが」

「そのへんも研究所で説明されたんだけど、俺はイマイチ理解できてねー。『認にん識しき』だっけ。なんか妙な造語使ってたけど、そーゆーのが大事なんだと。そこが揺ゆらぐような人間だと使えないとかなんとか……まあ、難しいことは訊くな……」

「なるほど……？　それはひょっとしたら、まだ研究所でもよくわかっていないのかもしれないな。何しろ相手は混こん沌とんの神だ」

　ロディアがカロルの不思議な話に首をひねっていると、不意に背後から扉とびらを叩たたく音がした。

　ロディアたちはぎょっとして振ふり返る。

　そこにあるのは、城壁の隅すみを固める塔とうの扉だった。

『異常ないか？』

　扉の向こうからアスファル語が響く。ロディアは脂あぶら汗あせをにじませて囁いた。

「──見張りの交代か」

「どうする？　この中で、片言でもアスファル語喋しやべれる奴やつ、挙手」

　ランセが素早くロディアとカロルを見やって訊たずねる。ロディアがかろうじて、といった感じで手を挙げると、ランセは頷き、『行け』と所作で指示を出す。

　ランセ、ロディア、カロルの三人は素早く扉に駆かけ寄り、扉の両側に待機した。

　ロディアはいつでも斬きりかかれるよう、サーベルに手をかけた状態でぎこちないアスファル語を口にする。

『特に異常、ありません！』

『……？　女……？　おい、誰だ、こんなとこに女を連れこんでやがるのは！』

　途と端たんに相手は色めきだち、勢いよく扉が開く。

　すかさずランセがサーベルを繰くり出し、敵のアスファル兵は、ぐっ、と悲鳴にもならない声をあげて急な階段へくずおれた。

　しかしその気配を感じ取ったのだろう、階段の下からはさらに『どうした？』などの声が響き始める。

　ランセは剣けんを構えながら顔をしかめた。

「しまったなー、お前って女だったっけか。一いつ瞬しゆん忘れてたぜ」

「あー、俺もすーっかり忘れてました」

「正直、私もだ……！」

　三人が微び妙みような顔で剣を構えている後ろで、海兵隊が控ひかえめな声で叫さけぶ。

「艦かん長ちよう！　全砲ほう台だい、火門塞ふさぎました！」

「よーし、カロル、信号弾だん！」

「了解！」

　命じられたカロルはただちに扉から離はなれ、背負ってきた荷を下ろした。

　背嚢の中から手早く取り出された信号弾は、打ち上げ花火に似ている。カロルはそれを城壁の上に設置し、腰こしの銃を抜ぬいた。

　カロルたちが使っている銃は火打ち石式だ。火打ち石の火花でもって火薬に着火する。この火花を、信号弾の導火線に移そうというのだ。

　夜の闇に火花が散り、わずかな時間差で、ひゅるるる、と信号弾が飛び出していく。

　高い位置で緩ゆるく弧こを描えがきながら信号弾は炸さく裂れつ、真っ赤な光を発して燃えさかった。

「ちゃんと見み逃のがさないで来てくれよー、コーツ艦長。一応信用してるぜ」

　ランセが軽い調子で言っているうちに、ばたばたと複数の足音が階段の下から響き始める。城壁の外の空気も何やらざわめき始めた。

　あんな大きな花火をあげたのだ。敵だって見過ごすわけがない。

『──！　貴様ら、マディスの……！』

　階段を駆け上がってきたアスファル兵が、ランセの姿を見て顔を引きつらせる。

　ランセはサーベルを構えてにやりと笑った。

「おうよ。覚えとけ、俺はマディス王国海軍の幽ゆう霊れい、お前を地じ獄ごくに誘さそいに来た世界一格好いい男、ランセだ！」

　アスファル兵はランセのマディス語がよくわからなかったのだろう、とにかく城壁の上へと飛び出してきた。正せい攻こう法ほうで振り下ろされた曲刀を、ランセは身をそらしてあっさり避よける。

　そのままの姿勢から繰り出された無造作なほどのサーベルの一ひと振ふりで、アスファル兵は悲鳴をあげて倒れこんだ。

　さらにもうひとり、奇き声せいをあげて飛びかかってきたアスファル兵も、ランセは木の枝でも打ち落とすかのように叩き斬る。

（本当に、剣けん術じゆつというのもおかしいくらいの無造作な剣だ。だが──強い）

　ロディアは内心舌を巻いてランセの立ち回りを注視していた。ランセに憑ついた【旧神】が彼に普ふ段だんもたらす能力は、『一瞬後の未来視』である。それがランセの剣を無敵にしているのは確かなことだが、彼の身体能力と、思い切りと、野性の勘かんには天才的なものがあった。

　ランセは斬り捨てたふたり目を見下ろし、ふと気づいたように瞬またたく。

「あ。この位置だと、俺が全部の敵を斬っちゃうことにならねーか？　それってまずい？」

「あなたが何を気にしているのかはさっぱりわからないが、適当なところで切りあげてコーツ艦長と合流しないと、サーベルの強度のほうがもたなくなると思うぞ？」

「ん、そりゃ正論だわ」

　ランセがこくりと頷うなずいた直後、闇の向こうで何かが光った。

　星よりもかなり下できらめく光。

　それが消えないうちに、大砲の轟ごう音おんが響き渡わたる。

　聞き慣れた音に、カロルがぱっと顔を輝かがやかせて叫んだ。

「艦長！　ドクトゥス号が攻こう撃げき開始しました！」

「おっ、思ったより早いじゃねーか！　いいねえ、この調子なら……」

　ランセが上じよう機き嫌げんに続けようとしたとき、アスファル語の叫びと、大たい砲ほうの轟音が下のほうから突つき抜けてくる。

　城壁全体がびりびりと震ふるえ、砲ほう弾だんが海へと落ちる音すら聞こえた気がした。

　ランセとロディアは思わず顔を見合わせる。

「──ロディア。この下も、砲台ってあったっけか？」

「こちらが持っている資料にはなかったが、ルーナ・ノアがそれらしき窓はあると言っていたのを、今思い出した、な」

「後から増設されたんじゃないですか!?　艦長、これじゃ大砲の撃ち合いになりますよ！　味方の船に被ひ害がいが出る！」

　カロルの叫びに、ランセは頷いて叫んだ。

「だな！　行くぜ、ロディア、カロル！　あとその他ふたりも、気をつけてついてこい！」

　ロディアたちに答える暇ひまも与あたえず、ランセは抜き身のサーベルを手に階段を駆け降りた。

　途と中ちゆう、駆け上がってきた兵士ひとりをこれまた乱暴に斬り捨てる。

　目が回るような狭せまい螺ら旋せん階段をしばらく降りていくと、城壁内部の細長い空間に出た。

　嗅かぎなれた火薬の臭においと、熱い空気がむっと身体を押し包む。そこには城壁上のものよりは小型の大砲がずらりと並んでおり、アスファル兵たちが必死の形相で張りついていた。

「よう、悪いが砲ほう撃げきは中止な！」

　威い勢せいのいいランセの叫びに、乳白色の軍服姿の士官や兵士たちがぎょっとして振り向いた。

　彼らに我に返る暇を与えず、ランセは次々と剣をふるう。

　相手に隙すきがあれば、ついでとばかりに肘ひじ打ちや蹴けりも叩きこむ。

　ばたばたと倒たおれていく味方に、アスファル兵は一いつ瞬しゆん恐きよう慌こう状態になりかけた。

『砲撃は続けろ！　一班と二班、奴らを殺せ！』

　即そく座ざにアスファルの士官が叫び、兵士たちの混乱がふっと収まる。

　端はしの大砲についていた兵士たちが持ち場を離れ、ロディアとカロルに襲おそいかかってきた。

　ロディアの目の前で曲刀がひらめき、殺気が吹ふきつけてくる。

　恐きよう怖ふを感じる暇もなく、ロディアは本能的に攻撃をかわした。相手の攻撃はやみくもだ。避けられる。ロディアは軽かろやかな歩を踏ふみ、剣風にあおられるように狭い空間を動き回る。

　間をはかってロディアが思い切り身を低くすると、敵の曲刀は大砲にかじりついていた他の兵士の腕うでを斬り裂さいた。斬られた兵士は泣きわめき、敵はぎょっとして硬こう直ちよくする。

（──今だ！）

　すかさずロディアのサーベルがきらめき、相手の腹へと剣けん先さきが吸いこまれた。

　次の瞬しゆん間かん、背後から別の殺気！

　ロディアは敵からサーベルを引き抜くとほとんど同時に、ひらと木の柱の陰かげに回りこむ。

　背後の敵の刀は柱に食いこみ、ロディアのサーベルは相手の脇わき腹ばらを切り裂いた。

　あっという間に血の臭いでいっぱいになった空間に、今度は外からひゅるるる、という風を切る音が響いてくる。

　数秒と経たたないうちに、城じよう壁へき内は轟音と凄すさまじい砂すな埃ぼこりに包まれた。

「ドクトゥス号の砲撃か！　なかなか狙ねらいが正確じゃねえか！」

「もうここやばいですよ！　艦長、脱だつ出しゆつを！」

　敵と剣を交えながらカロルが叫び、ランセが斬きり結んでいた相手の腹を蹴り倒して答える。

「わかった！　ロディア、先に行け！」

「了りよう解かい！　カロル、後は頼たのむ！」

　ただの戦せん闘とうでランセが死ぬことはないだろう、とっさにそう判断し、ロディアは螺旋階段を駆かけ降りた。塔とうの下は見張りの宿舎のような空間になっている。

　土間に転がる、樽たるや粗そ末まつな簡易寝しん台だい。

　それらの間から、何やら叫びながら敵が躍おどりかかってくる。

　ロディアは恐怖を忘れたまま大きく踏みこみ、相手が飛びこんでくる力を利用して、そのまま敵にサーベルを突きこんだ。

　敵は鈍にぶい苦鳴を漏もらし、ロディアにもたれかかるように倒れこんでくる。

「……っ……！」

　とっさにサーベルを引けず、ロディアは敵の重さによろけた。

　すかさずロディアの肩ごしに腕が伸のび、敵の襟えり首くびをつかんで引き剥はがす。振ふり向けば、埃ほこりと血に汚よごれたカロルの顔があった。

　傍かたわらにはランセと、海兵隊員の姿もある。誰だれもが軍服を埃で真っ白にしているが、無事だ。

　ロディアがほっとする間もなく、またも城壁がびりびりと震え、どっと砂が落ちてくる。

「行くぞ！」

　ロディアは一言だけ叫んで鉄てつ扉ぴに駆け寄り、かんぬきを抜き取った。

　そのまま重い金属の扉とびらを開け放つ。外界の空気がやけに冷たく感じられた。視界は砂でぼやけている。ロディアは何度も瞬いて目から砂を追い出し、外の状じよう況きようを把は握あくしようとする。

　そしてぼんやりと外の景色が見えてきたとき、ロディアはその場で立ちすくんだ。

「どうかしたか、ロディア？」

　緊きん張ちようしたカロルの声が後ろから聞こえる。しかしロディアはすぐに答えることができない。

　目の前に広がるのは、要よう塞さいの敷しき地ち内の小空間だ。いくつかの篝かがり火びで照らされた、小高い丘おかの上の平地。背の低い草の植えられた広場に──ずらりと銃じゆうを構えた陸軍が並んでいた。

　陸軍人たちの肌はだは褐かつ色しよくで、まとう軍服はアスファルのものだ。

（──ここまでか）

　麻ま痺ひしていた恐きよう怖ふ感かんがどっと戻もどってきて、ロディアの心臓は冷たくなった。

　全身の震えをどうにか抑おさえつける。頭に浮うかぶのは、この状況でランセを守るにはどうしたらいいだろう、そればかりだ。

　ロディアが何もできずに突っ立っている間に、一個小隊の陸軍の前にたたずんでいたアスファルの士官が一歩こちらへ近づいて口を開いた。

『ここまでだな、マディスの鼠ねずみども。一体どうやってここに忍しのびこんだ？』

「──艦かん長ちよう、下がっていてくれ。海兵隊は、援えん護ご射しや撃げきを。私とカロルで血路を開く。艦長は真っ直すぐに海岸の合流地点へ！」

　ロディアは唯ゆい一いつ望みがありそうな指示を出し、瞳ひとみに力をこめてアスファルの士官をねめつける。彼女がゆっくりと扉から外に出ていくと、兵士たちの銃じゆう口こうがざっ、とこちらを向いた。

　すぐにその横にカロルが並び、こわばった口調で言う。

「しょうがねえ、なんなら俺の力で、こいつらの銃じゆう撃げき封ふうじてやる。何があっても、艦長は死なせねーよ」

　カロルの言葉が何より心強くて、ロディアはわずかに震えが収まるのを感じた。

　あとは、ランセが指示に従ってくれれば。

　そう思ったとき、背後でランセが鋭するどく叫さけぶ。

「待て。──伏ふせろ！」

　なぜ、と問う暇もなく、ロディアとカロルはランセに襟首をつかまれて引き倒された。

　同時に重いものが風を切る音が響ひびき、轟音が敵小隊のど真ん中で炸さく裂れつする！

「っ……砲撃、か……!?」

　ロディアが気づいたときには、周囲はもうもうたる土つち煙けむりに満たされていた。

　石やら何やらの破は片へんが一面に飛び散り、敵の兵士たちの苦鳴が辺りに響く。

　ロディアたちは着ちやく弾だんの衝しよう撃げきがあらかた収まるのを待って、注意深く身を起こした。

　そこへ、聞き覚えのある声が投げかけられる。

「ランセ艦長！　元気そうで何よりだ！」

「コーツ艦長か！　おう、見ての通りぴんぴんしてるぜ。今の砲撃、ドクトゥス号からのやつだったか。助かった！」

　ランセが砂を払はらいながら立ち上がり、コーツの声に応こたえた。まだ収まりきらない土煙の向こうから近づいてくるのは、確かに武装したドクトゥス号の水兵たちだ。

　砲撃でほとんど一いつ掃そうされた敵兵たちの残りを片づけながら、水兵たちは要塞の前にずらりと並ぶ。陸軍に比べると服装はばらばらだが、ロディアたちにとってはこのうえなく頼もしい。

　コーツはランセの前に背を正して立つと、ごつごつした顔に凜り々りしい笑えみを浮かべた。

「いや、今のは君のレーン号からの砲撃だな。もうすぐ、レーン号の水兵たちも上陸してくるだろう。本当の勝負はこれからだよ」

「そうか。じゃ、いよいよ──」

　ランセはレーン号の名を聞いて、心底嬉うれしそうに笑った。

　直後、一発の銃じゆう声せいが響く。

（──何？）

　一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからず、ロディアはじっと目の前の光景を凝ぎよう視しした。

　ぱっと血しぶきが飛んで、ランセが弾はじかれたように後ろへ下がる。

　驚きよう愕がくと、冷えた怒いかりに満ちた瞳がちらと見えた。

　ランセは踏みこたえようとするが、その足は膝ひざから崩くずれる。

「ランセ!!」

　ほとんど無意識のうちに叫び、ロディアはランセに駆け寄った。

　周りなど何も見えていなかった。ロディアはとにかくぐったりしたランセの身体からだを支えて、よろめき、そのまま地面に膝をつく。

　見下ろしたランセの顔は、いつになく青ざめている。まるで見知らぬ人間のようだ。

　彼の軍服の左ひだり肩かたには焦こげた穴が空き、濃紺の生き地じがどんどんその色を濃こくしていくのがわかった。血が零こぼれているのだ。ランセの血が。

「コーツ……！　気でも狂くるったか、てめぇ！」

　カロルの鬼き気き迫せまる罵ば声せいが辺りにとどろき、ロディアは弾かれたように顔をあげる。

　コーツは、まだ硝しよう煙えんのあがる銃を手にしていた。

　──コーツが、ランセを撃うった。

　そのことが、やっとロディアの中に浸しみてくる。同時に酷ひどい寒気と怒りが湧わき上がり、ロディアの全身は震ふるえた。恐怖はなかった。心の底から、煮にえたぎる憎にくしみが湧き上がってきた。

　──殺してやる。

　自分の気持ちの激しさに、自分のどこかがぎょっとした。

　ちょうどそのとき、腕の中のランセがかすかにうめき声をあげる。

「……くそ。一瞬前には、撃たれんの見えたんだけどなー。さすがにこの距きよ離りで銃だと、急所外すのでいっぱいいっぱいか……修しゆ行ぎようが足りねえな、俺」

　こんなときでもいかにもランセらしい言葉に眩暈めまいがして、ロディアは必死に声をかけた。

「ばか！　今はそんなこと言ってる場合じゃない、黙だまっていろ！」

　ロディアはランセの傷に手をあてるが、白い手はあっという間に赤く染まってしまう。これでは駄だ目めだ。彼女は震える指をどうにか動かし、自分の軍服の襟えりを乱暴に開いて、白いタイを抜ぬき取った。それを折りたたみ、ぐっとランセの傷口に押し当てる。

　その間にも、カロルはかつてないほどに暗く落ち着いた声でコーツに囁ささやいた。

「なあ、コーツ艦長。あんた、一体どういうつもりでこんなことしやがった？」

「見てわからんのか。──わたしは、アスファル側に投降するのだよ」

　コーツはいっそ穏おだやかな顔で微笑ほほえみ、水兵たちのほうを振り返った。

「全員武器を捨て、両手を挙げよ！」

　水兵たちはいきなりの命令に戸と惑まどうが、彼らにとって艦長は絶対だ。

　顔を見合わせ、きょろつきながらも、結局ばらばらと武器を捨てる者たちが出る。

　そんな中、今度は要塞の奥から、アスファル訛なまりのマディス語が飛んできた。

「武器を捨てさせる手間が省けたのはありがたいが、一体何事だね。こんなところで、仲間割れか？」

（敵か）

　ロディアはとっさにランセに覆おおい被かぶさるようにして、新たな声のほうを見やる。

　連れてきた海兵隊員たちも、自分たちからランセの前に立った。

　その間に要塞の別の口からぞろぞろと出て来たのは、乳白色の軍服姿のアスファル帝てい国こく軍士官と兵士たちだった。頭に布を巻いた士官は年配で、記章や軍服の様子から見てかなり高位の人間と見える。連れてきた兵士は最初は二十人ほどだったが、後から後から増え続けている。

　ざわめき、浮き足だつマディスの水兵たちを背に、コーツは自らも両手を挙げてアスファルの士官に向き直った。

「初めてお目にかかる。わたしはマディス王国海軍少将、コーツだ。マディス王国人だが、神聖なるアルモニア神に心からの忠誠を捧ささげる者。──今現在、アスファル帝国にアルモニア神のお心があると知ったときから、わたしの居場所はアスファル帝国にしかないと心に決め、この機会を待っていた。どうか、わたしをアスファル帝国に受け入れて欲しい」

「コーツ艦かん長ちよう……あなたというひとは……！」

　あまりに予想外の台詞せりふに、ロディアは愕がく然ぜんとして言う。

　さんざんランセに嫌いやがらせをしてきても、それはマディス軍人としての誇ほこりゆえだと思っていた。それなのに、最初から国を裏切る気だったとは！

「アスファルは、アルモニアの力を借りてマディスの人間を殺していたんだぞ！　なのにあなたはアスファルを選ぶというのか？　あなたにマディス王国軍人としての誇りはないのか！」

　ロディアは血を吐はくように叫ぶが、コーツはまったく動じない。

　むしろ敬けい虔けんなほどの表情でゆっくりと瞬またたき、ロディアたちには背を向けたまま言う。

「時に、ひとには誇りよりも大事なものができる。それがわたしにとって信しん仰こうだった、というだけの話だ。わたしの決意の大きさは、今、この男を撃ったことで証明できたかと思う」

　ロディアにとってはわけのわからない理り屈くつだが、それでも、今のコーツの言葉には妙みような説得力があった。今までの妙に芝しば居いがかった『海軍人の鑑かがみ』としての言葉より、よほど重い。

　アスファル帝国軍の士官はじっとコーツを見つめていたが、やがて目を細めて頷うなずいた。

「……よかろう。アスファル帝国は、心から忠誠を誓ちかう者ならば、誰だれをも受け入れる。アルモニア神の僕しもべであるというなら、なおのことだ」

　彼の返事にコーツは安らかに微笑んで一礼し、ロディアたちのほうを振り向く。

「しかし、レーン号の諸君には損な役回りだったな。勝手な話ではあるが、心から同情している。特に、ランセ艦長。君とはもう少し仲良くなれれば、先に忠告しておこうと思っていた。艦長たるもの、戦せん闘とうのときには絹のシャツを着るべきだ、と」

「絹だ……？　どんなおしゃれ着だよ」

　ロディアの腕うでの中で、ランセがつぶやく。

　その声が届いているかは怪あやしかったが、コーツはわずかに目を細めて言った。

「絹ならば、切れ端はしが銃じゆう弾だんと一いつ緒しよに身体に入っても、すぐには傷が腐くさらんからな」

「──っ……貴様……コーツ!!」

　ふっと心の中で何かが吹ふっ切れ、ロディアは烈れつ火かのごとく叫んだ。

　カロルも無言のまま腰こしの銃じゆうを抜く。

　敵が反応して動こうとした、そのほんの少しだけ前に、ランセが不意にはっきりと声をあげた。

「よせ、アホども！」

「ランセ……！　駄目だ、喋しやべるな！」

　声と同時にタイの下の傷から血が溢あふれたのを感じ、ロディアは震えて叫ぶ。

　しかしランセはロディアを睨にらみつけ、血の気うの失せた顔にひとの悪い笑みを載のせた。

「嫌なこった。俺は、このくらいじゃ死なねぇし、お前らも死なせねえ。死ぬまでは負けじゃねえんだから、機を見ようぜ。……ほら、どうした。しけたツラしやがって、男前が台なしだ。──笑え、ロディア」

　かすれ声で優やさしく言われると、もう逆らうことはできなかった。笑うことも、できない。

　ロディアは強く歯を食いしばり、うつむく。

　カロルが口の中で畜ちく生しよう、とつぶやき、指から力を抜いた。彼の手から銃が落ちる。

『捕とらえろ』

　すかさず帝国軍士官がアスファル語で言い、兵士たちがわらわらと群がってきた。




　──この日、ロディアは初めてアスファル帝国の捕ほ虜りよとなった。
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「むさくるしいところだが、君の船室よりは大分マシだろう」

　そんな嫌いや味みな士官の一言と共にランセが放ほうりこまれたのは、要よう塞さいの一角にある独どく房ぼうだ。

「どーもご親切に。実際レーン号の寝しん室しつよりゃ大抵の鶏とり小屋のほうが広……っ、たたたた……どーも、銃の傷ってのは気にくわねーなー……」

　粗そ末まつな簡易寝しん台だいに転がりながら、ランセは顔をしかめてぼやく。

　肩かたの傷には当て布と包帯がしてあったが、弾たまは体内に残ったままだ。少し姿勢を変えただけでも、身体からだのどこかが敷しき布ふに触ふれただけでも、凄すさまじい不快感と痛みが襲おそってくる。

（相当熱出てるなこりゃ。腹とかじゃなかっただけマシだけど）

　冷静に考えるランセに、鉄てつ扉ぴの覗のぞき窓まどを指で押し開けたアスファルの士官が訛りのあるマディス語で告げた。

「君の部下たちは他ほかの場所に収容してある。今のところ紳しん士し的な扱あつかいをしているが、どうやら君たちは妙な力を使うらしいな」

（ああん？　コーツがべらべら喋りやがったか）

　苦々しくは思うが、大体予想済みの事態ではある。そういう万が一のことも考えて、ランセはコーツに自分たちの能力の詳しよう細さいを明かしてはいない。

　作戦での別行動を受け入れたのも同じ理由だ。

「おう。妙な力っつーとあれか。うちはものすげー色いろ仕じ掛かけが得意な連中がそろってんだ。男も女も怪かい物ぶつもいちころだぜ？」

　ランセが冷たい汗あせを流しながら薄うすら笑わらって言うと、扉とびらの向こうからは呆あきれたような気配が漂ただよってきた。

「元気な男だ。とにかく、君たちの扱いについてはコーツからもう少し話を聞いて、あとは本土の指示を待つ。連れん絡らくがつくまでおとなしくしていろ。君が何かやらかせば君の士官たちが、君の士官たちが何かやらかせば君が、少しばかり痛い目をみることになる。くれぐれも注意することだ。ここは可愛かわいくしているのが一番の良策だと思うぞ」

「何、その相そう互ご人ひと質じち状態。おっさん、戦争法って知ってる？　捕虜といえど、戦争法に反してない限りは紳士的に扱わねーと駄だ目めっつーやつ」

「戦争法か。あれこそ勝者がいくらでもねじまげられる、あってなきがごとしの法だな」

　まったくごもっとも、である。自分が強者なら、ランセもそう言うだろう。

　内心うっかり敵に同意してしまったランセは、少し考えをめぐらせてから続けた。

「あー、じゃあ可愛く頼たのむから、ふたつだけお願いきいてくれよ。まず、このままだとさすがの俺も早めに死ぬんで、うちの船医に弾たま抜ぬかせてくれ。手術中はがっつり監かん視しつけていいから。むしろ監視してくれないと、逆にあいつに殺されるから。すっげえ嫌きらわれてんの、俺」

「……それでも手術は頼むのか。君たちは一体どういう関係なのだね」

「一言じゃ説明できねー関係なんだよ。それにあいつ、医術の腕だけは神だからな。んで、コーツの処しよ遇ぐうが落ち着いたら、あいつ同席のうえでここの司令官と飯が食いたい。愚ぐ痴ちと嫌味言って憂うさ晴らしして、ついでにコーツをいびりたい」

　負傷しようが捕虜になろうがいつもの調子のランセに、士官はしばらく沈ちん黙もくした。

　やがて彼は覗き穴あなの蓋ふたを元に戻もどし、廊ろう下かを歩き去っていく。

（さて、これからどうなることやら、だな。とにかくこの負傷はどうにかしねーと、俺の格好よさが半減する。派手な行動起こせたとしてもせいぜい一回だけ、しかも命と引き替かえ、みたいなのはさすがに勘かん弁べんだ。こんながたがたの状態で、しかもロディアと離はなればなれで【旧神】の力を使った日にゃ、即そく吞のみこまれるしな）

　少し気を緩ゆるめて天てん井じようを見上げると、漆しつ喰くいを塗ぬった天井がやけにぼやけて見えた。

　負傷による熱がまた少し温度をあげたようで、まともな思考がずるりと剥はがれ落ちていきそうになる。

（なんか、懐なつかしいな、こういうの）

　重いまぶたを、それでも閉じようとしないでランセはぼんやりと考えた。

　昔からこんなことは何度もあった。ロディアがやってくる前の、レーン号の無む茶ちやな任務でも。そのさらに前、南方海戦でも何度も負傷した。味方の裏切りで後ろから斬きられて海に落ちた後も、自分はこんなふうに熱に浮うかされながら、軍の研究所で目覚めたものだ。気づけば得体の知れない瘦やせこけた男が傍かたわらにいて、自分の耳元に口を寄せて言った。『エリアス・オルディアレスは死にました』──悪夢じみた懐かしい記き憶おくをたぐっているうちに、ランセは幼いころの思い出にたどりつく。

『無事か、アラウダ』

　酷ひどく冷たい、酷く震ふるえた声で誰だれかが昔の自分の名を呼ぶ。アラウダ。雲雀ひばり、という意味だった気がする。貴族の飼い主が有翼人種ネライダの少年奴ど隷れいにつけた、鳥の名前。

　自分は熱に浮かされながら、どうにか頷うなずいた。背中がうずく。頭ががんがんと痛む。自分を見下ろしている少年の顔が、高熱のせいで歪ゆがむ。

『もうすぐ、わたしが雇やとった男が来る。引退した従僕だ、報ほう酬しゆうは充じゆう分ぶんに与あたえた。信用できる。お前をかくまって、その怪け我がが治るまで保護してくれる。──許せ、わたしのしたことを』

『許す──？　何を』

　彼が一体何を言っているのかわからなくて、自分は驚おどろく。許しを請こわねばならないのは自分のほうだった。この貴族の少年は自ら危険をおかしてまで、ただの奴隷の自分を逃にがそうとしてくれているのだ。

　アラウダが貴族の少年を傷つけようとし、そのことに激げき怒どした少年は自ら手ちよう斧なでアラウダの羽根を両方切り落とした。そして今夜アラウダは死に、外へ捨てられる──そんな台本に従って、今、自分はこの堅けん牢ろうな籠かごの外に出ようとしている。

　いつも異常に冷たい顔をしていた貴族の少年が、横たわる自分の耳元に口を寄せて言った。

『よいか。アラウダは死んだ。お前は今日から、エリアスと名乗るがいい。エリアス・オルディアレス。……どうだ。どこぞの貴族の落らく胤いんと言ってもおかしくない名であろう？』

『エリアス・オルディアレス』

　美しい響ひびきの名前だと思った。この、冷え切った表情と声の裏にすべてを焼き尽つくすような情熱を秘ひめた貴族の少年が考えたにしては、詩的なほどの名前だと思った。

　ぼうっとした温かいもので身体が満ちるのを感じながら、自分は囁ささやく。

『エリアスは、あなたのもとへ帰ります。──いつか、必ず』

　必ず。必ず、この無力な両手に力を持って。あなたの役に立てる『人間』になって、戻ってくる。だからそのときまで、あなたも無事でいて欲しい。どうか。

　願うことはそれだけだ。祈いのることはそれだけだ。

「しかし、エリアスも死んだ」

　毒を含ふくんだ声が耳を打ち、ランセははっと目を見開いた。

　傷の痛みも無視して、ぐらつく身体をどうにか寝台の上に起こす。

　自分の他に誰もいないはずの独房。その片かた隅すみに、鈍にぶい金色の光があった。全身に光をまとわせているがゆえに、形の細部はわからない。

　ただ、あえて言うなら、古い様式の白い衣ころもをまとったやせぎすの少女がうずくまっているように見える。金色の塊かたまりは、和音の連なりのような声で囁く。

「エリアスは、死んだのだよ、ランセ。国王のつけた名前の枷かせは、もう外れた」

「──てめぇ……ミラか」

　直感的に判断し、ランセが低い声を出す。

【旧神】の力を扱う軍研究所でも、その後【ミラ】の力を使ったときも、ランセはこれと似た声を聞いた。話の内容は覚えていないことが多いが、これが【ミラ】の声なのだということだけはわかる。

　奇き妙みような少女は、楽器のような声で続ける。たまに混じる不協和音が寒気を誘さそう。

「わたしはミラであって、ミラでない。わたしたちは人間の言葉を持たぬ。だから、お前は今、わたしからの働きかけを自ら、自分たちの言葉に翻ほん訳やくしている」

「難しいこと言ってんじゃねーよ。俺は面めん倒どうくせえのが嫌いなんだ」

　ランセが素っ気なくはねつけると、ミラはわずかに顔をあげた。

　顔の造作もぼやけているが、ふたつの瞳ひとみが金に光っているのだけが見える気がする。

「そう。そうでなくては、わたしたちの力は使えない。ひとの世の知識ごときで己おのれを飾かざる者に、わたしたちは降りない。わたしはお前が好きだよ、ランセ」

　好き、と言われた途と端たんに、本能的な恐きよう怖ふがランセの全身をずっしりと重くした。

（なんだ、こりゃ……。わけがわからねえ。この、化け物め）

「あらそう。そりゃ光栄」

　ランセはせいぜい皮肉に笑って言うが、身体からだは恐怖で固まっている。どんな戦場でも、恐怖に身がすくんだことはない。元から死ぬのはそう怖こわくなかったからだ。

　しかし、ミラに感じるものは死の恐怖とはまったく違ちがう。

　──死よりも深い、根源的な闇やみ。

　その声を聞き、姿を見ているだけで考えがまとまらなくなり、指先から身体が溶とけていくような気がする。ありとあらゆるところから何かが染しみこんできて、自分が自分でなくなっていく感覚。ミラの声は段々と大きくなり、ランセの頭ず蓋がい骨こつに乱反射して響き渡わたる。

「ひととは違う知でもって魔ま法ほうを使った種族の、非力な小鳥。かつてなら魔法の歌を歌ったであろうお前。わたしはお前が好き。お前を生かしてあげる。助けてあげる。お前の生命の泉に直接口をつけて、愛してあげる。ランセ。──もしもわたしの愛を拒きよ否ひするなら眠ねむってはいけない。身体は眠っても、心は眠ってはいけない。わたしを見つめていなくてはいけない。わたしはお前を見つめているから。お前を抱だきしめられるときを、けして見み逃のがさないから」

（畜ちく生しよう）

　罵ば倒とうの言葉が出かかるものの、どうしても声にならない。

　どんな動きすら、言葉すら、ミラにつけいられる隙すきになるような気がしてならない。

（嫌いやな感じがするんだよな。こいつに全部明け渡しちまったら、俺が死ぬだけじゃすまないような、嫌な感じ）

　もとより自分を明け渡す気などないが、身体が弱っているところにこうも強きよう烈れつな語りかけをされるのは精神にこたえる。こんなときに【旧神】の力を無効化できる石榴ざくろの瞳を持ったロディアが居れば──と反射的に思ってしまい、ランセはわずかに顔をしかめた。

（阿あ呆ほうか、俺は。そりゃ、あいつは俺の暴走を止める最後の保険だ。だけどもう、ほんとの仲間だろうが。あいつを守ってやらなきゃならねーのはこっちのほうだ）

　ロディアはいつだって必死で、懸けん命めいにランセの教えることに食くらいついてくる。どんな課題を出しても、真っ正面から取り組んで、泥どろだらけになって乗り越こえてくる。そんな姿がどうしても好ましくて、女である自分と闘たたかう彼女の心が、どことなく自分の心と重なるようで。

　もはやロディアの存在はしっかりとした重みを持って、ランセの中にあった。

　おそらくはロディアも、男であるとか、ネライダであるとか、そういうことではなくランセの存在を受け入れてくれている。少し、もったいないくらいに。

　お前の力を貸せ、と言ったら、ロディアは捧ささげてくれるだろう。彼女がつきっきりでその石榴の瞳の力を貸してくれれば、ランセの日々はもっと心こころ穏おだやかになるかもしれない。

（でも、だからこそ、駄だ目めだ。あいつを縛しばりつけすぎちまうのは駄目だ。あいつは自分の籠から出るために、自由になるために海に出たんだから）

　甘えるな、預けすぎるな、ただ、自分の目でねめつけろ。

　どうせこれは自分にしか見えない幻まぼろしなのだ。

　現実より強烈な、ただの幻。

　自分に強く言い聞かせ、ランセはじっと部屋の隅すみにうずくまった奇妙なものを睨にらみつける。

　己に宿った、得体の知れない異形の神を。
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　そのころ、ランセ以外のレーン号の士官たちは、ランセの独どく房ぼうより少し広いだけの一室に押しこめられていた。厳重に鍵かぎのかかった扉とびらを、カロルが力ちから一いつ杯ぱい蹴けりつけて怒ど鳴なり散らす。

「あのばか野や郎ろうども！　どうして艦かん長ちようと俺たちが別室なんだよ！　しかも何かやったら艦長を痛めつけるだと？　なんつー趣しゆ味みの悪さだ！」

「そうですわ。せっかくランセが負傷して、弱って、死にかけているというのに、どうしてわたくしがそのみっともない姿を見られないんですの？　理り不ふ尽じんじゃありませんこと？」

　アルデアはアルデアで苛いら々いらと悪態を吐ついており、ロディアは青い顔で片耳を塞ふさいだ。

「吠ほえるな、カロル、アルデア。吠えている暇ひまに、脱だつ出しゆつ計画を練るぞ」

「んなこと言って、ロディアは平気なのかよ！　脱出も何も、今も艦長が無事かどうかさえわかんねーんだぞ？」

「無事だ」

　きっぱり一言告げて、ロディアはきっ、と長身のカロルを見上げる。

　彼女の瞳の強さに、カロルはわずかにうろたえた。

　ロディアはそのまま、かすかに瞳を震わせて言う。

「そう思え。そうしなくては何もできなくなる。何もできずにここで朽くち果てるのがレーン号の士官なのか？　そんなことをランセ艦長が望むか？　違うだろう！　レーン号は、いつでも底そこ抜ぬけに明るく、愉ゆ快かいで！」

　そこまで言って、思わず息がつまった。明るく、愉快で。

　──そんな気分になれるはずがない。

　ランセなら、こんなときでも笑っただろう。しかし、ロディアにはまだその覚かく悟ごが足りない。

　辺りに漂ただよった沈ちん黙もくに我に返ったように、カロルがぎゅっと眉まゆを寄せて、ぽつりと言う。

「……真しん剣けんで、自由で」

「ばかばかしくて、しぶとくて」

　後に続いたのは、意外にもアルデアだった。いかにもばかにしたような口調で言ったきり、むっつりと扉を睨んでいる。それでも、ロディアは心底驚おどろいてアルデアを見つめた。

「アルデア──」

　ロディアがアルデアに言葉を投げようとしたところへ、今度はキニスの美声が割りこむ。

「軽々しく、誇ほこり高い」

　ロディアが慌あわてて視線をやると、キニスはいつものぼんやりした顔で頷うなずいてくれた。

　最後に、明かり取りの窓を見上げていたルーナ・ノアが、静かに振ふり返って言う。

「最後の最後、そのときまで。大好きな『誰だれか』のために闘う。それが俺で、お前で、レーン号だ。──ランセが、昔、そう言った」

　ランセが。そうルーナ・ノアが言った拍子に、ふわりと自分の傍かたわらにランセの気配が甦よみがえったような気がして、ロディアは懸命に唇くちびるを噛かんだ。喉のどの奥が痛い。涙なみだが零こぼれそうだ。

　でも、今は泣いているときではない。

「みんな──艦長がいなくても、できることをしよう。水兵たちも捕とらわれたが、幸い戦せん闘とうではそう大きな被ひ害がいは出ていない。うまくやれば、どうにか状じよう況きようをひっくり返すことだってできるはずだ。この要よう塞さいで大量の捕ほ虜りよを収容するとしたら──そうだな。中庭の地下。洞どう窟くつを元に掘ほったという大きな地下室、あそこだろう」

　なるべく普ふ段だんの声を出そうと努力しながら言うと、室内には微び妙みような雰ふん囲い気きが漂った。

　なんだろう、とロディアが見回すと、皆みなを代表してカロルが顎あごをいじりながら訊きいてくる。

「ロディア、お前さ。……どうしてそんなこと、わかるんだ？」

「どうしてって……船で見た資料に見取り図があっただろう？　見なかったのか？」

「いや、見たよ？　見たけどさ。なかなか覚えられねーだろ、あれ」

「それは、覚える気がないからだ」

　ロディアは言い切り、土つち埃ぼこりにまみれた石の床ゆかに片かた膝ひざをついた。そのまま指で床に要塞の見取り図を描かいてやると、士官たちはわらわらと周りに集まってくる。

「ここが私と艦長とカロルが潜せん入にゆうした城じよう壁へきで、こう、門もん楼ろうへ続いている。ここに大階段。兵舎に、半はん月げつ砲ほう台だい。中庭があって、我々がいるのはこの中庭の東に位置する建物だろう。地下室はこの下だ。ランセがいる場所はわかりづらいな。中庭の塔とうあたりかもしれないし、ぽんと外れた西のほうの、軍刑けい務む所しよに使われている建物かもしれない」

「あら、本当に大したものですわね。暗記が好きなんですの？」

　医者であるアルデアにまでそんなことを言われ、ロディアは妙みような顔になった。

「好きなものか。単に、できる、というだけだ。私はどうしてもレーン号にとっては新参者で、君たちより海に詳くわしいわけはない。【旧神】の力が使えるわけでもない。となれば、できることは全部、全力でやるしかないだろう？」

「ロディアって……真ま面じ目め」

「ルーナ・ノアまで言うか？……まあ、そういうレーン号だからこそ、私の居場所があるのかもしれないが。──都市部についても簡単になら覚えている」

　ロディアはそのまま地図を広げていき、城壁に囲まれた都市部の略図を床に描いた。

「ここがこうなって……今現在の敵兵力が、どの程度だろうな。千人以上いるか？」

　誰にともなく投げたロディアの問いには、キニスの顔色をうかがったルーナ・ノアが答える。

「……港にあったアスファルの軍ぐん艦かんの感じからして、要塞からの砲ほう撃げきで多少は減ってると思う、って。上陸艇ていの数からして、八百くらい？　うん。それくらい、みたい」

「おっ、だとしたら意外に少ねーじゃん。うちが、二隻せきあわせて六百くらいいねー？　行けそう、行けそう、そんな気がしてきた！」

　さっきとは打って変わって明るく言うカロルを、ロディアはじろりと見上げた。

「気分でものを言うなと、士官学校で教わらなかったか？　カロル。この島を占せん領りようするなら、どこに兵を配置するのが効率的だと思う？」

「うええ、なんだよ。お前、学校の教官みてーだな。──まあ、主に配置すんならこの要塞だろ。ここ押さえたら、港も押さえたのと一いつ緒しよだし。あとはまあ、総そう督とく邸ていは押さえるよなー。街中の兵舎と武器庫も。大体そんなもんか？」

　さすがにカロルはロディアと同じ士官学校出だ。このあたりの判断は常識的である。

　ロディアは少し安あん堵どして頷き、自分で描いた地図を眺ながめた。

「そんなところだろうな。となれば、まずはこの要塞を取り戻もどすのが一番、か」

「随ずい分ぶんあっさり言いますのねえ。一体どんな手を使うおつもりなのかしら？」

　アルデアの試ためすような声に、ロディアはしばし考える。

　自分ならここで、綿密な作戦を立てたくなってしまう。なんなら何ヶ月でも様子を見て、とにかく安全に脱出計画を練る。しかし今はそんなことをしていたらランセや水兵たちがどうなるかわからないし、マディスとアスファルの戦せん況きようもどうなってしまうのかさっぱりだ。

　自分たちは、とにかく一刻も早く戦線に復帰しなくてはならない。

（ランセならそう考えるだろう。きっと、とにかく行動する）

　ランセのことを思い出して、ロディアは腹を決めた。

「最初にランセと水兵たちを取り戻す。彼らのいる場所は大体見当がついているんだ、小細工よりも迅速な行動が大事だと思う。まずは我々がとっととここを出よう。どうにかして兵士に扉を開けさせないとな。そのためには……喧けん嘩かか、病気、自殺などのふりか、『最後の手段』かが無難な方法のように思うが」

「ん？　他ほかのはいいとしても、なんだ？　『最後の手段』って」

　よりによってカロルがきょとんとして訊いてきたので、ロディアは少しばかり苦く笑しようする。

「君の、苦手なやつだよ」




　──約十五分後。

　レーン号の士官たちが押しこめられた牢ろうから、ロディアの声が響ひびいた。

「待て！　待て、何をする気だ、カロル！　私は女だが、海軍士官だ、君の上官だぞ！」

「こんなときに士官も何もあるかよ！　俺たちゃどうせ死ぬんだ！」

　対するのは、妙に切羽詰まったカロルの声だ。

「……お決まりの台詞せりふですわね。あまりに意外性がないうえ、涙目って……」

「うるせぇ、こういうのに意外性はいらねーんだよ！　別に泣いてねーし！」

　アルデアの呆あきれたようなつぶやきと、カロルの囁ささやきは廊ろう下かには届かない。

　ちょうど階下からあがってきたアスファル兵がその騒さわがしい声を聞きつけ、階段の上で見張りをしていた兵士と視線を交かわした。

『──騒がしいな。やっぱり男女一緒に入れといたのがまずかったか？』

『女を船に乗せる時点で、マディス海軍は乱れてる。信じられん話だ。まあ、うちの司令官も、あんな総そう督とくにてこずってるようじゃひとのことは言えないかもしれんが』

『総督邸にいりびたってるわけにいかないからって、塔にこもりっきりじゃあなあ。そりゃ、あんな奴やつらの侵しん入にゆうも許すわけだ』

　互たがいにアスファル語でぼやきあいながら牢の前に来ると、兵士のひとりが覗のぞき窓まどを開け、訛なまりのあるマディス語に切り替かえて内部に話しかけた。

「おい、お前ら……」

　と、そこまで言って、アスファル兵は絶句する。

　覗き窓から見えた光景が、なんというか……相当、予想と違ちがったのだ。

　長い金きん髪ぱつを散らして床に転がっているのはロディア──なのだが、覆おおい被かぶさっているカロルのほうが、今にも泣きそうな顔になっている。

『……なんだ、これ』

　首をひねるアスファル兵の前で、ロディアはカロルの襟えりをつかんで厳しく言う。

「カロル！　もう少し頑がん張ばれ。せっかく今回はお前が男役がいいというから譲ゆずってるんだぞ。それが、そんなに根こん性じようのないことでどうする！」

「根性って言われてもだな、っ、だ……駄だ目めだ、やっぱ駄目っ、なんかお前、駄目っ……！　顔が、いや、目が……うう、こう、横向いててくれ、横！　目が合うと俺が固まる！」

「ああ、なるほどな。わかった。じゃあ目を閉じててやるから。──これでいいか？」

「……ああああ、それも、それもまずいって！　すげー犯罪気分になってへこむわ!!」

　カロルが盛大に身もだえしているところに、がちゃり、と扉とびらの鍵かぎが開く音が響く。

　ロディアを始め、レーン号の士官たちはぴたりと動きを止め、『なんでだ？』とでも言いたげな顔でアスファル兵を見た。

「……お前ら、仲がいいのはわかったから。医者と、あと、位が一番高い奴。出てこい」

　兵士の台詞に、ロディアたちの間には複雑な視線が行き交かう。

　本当ならこのまま兵士を倒たおして脱だつ出しゆつする計画だったが、どうも事情が変わったようだ。

　先ほどのアスファル語の会話も、アルデアは全部、ロディアも大体把は握あくしている。

　ロディアはとっさに、『とにかく様子を見ろ』との指示を載のせた目配せを皆に向けた。

　アルデアは軽く溜ため息いきを吐つき、妖よう艶えんに腰こしをくねらせながら前に出る。

「医者はわたくしですわ。一体何があったんですの？」

「ああ……その」

　アスファル兵はついつい彼の姿に釘くぎ付づけになるが、ロディアが、けほん、と咳せき払ばらいすると、どうにか顔を引き締しめ直した。

「──お前たちの艦かん長ちようが、医者に弾たまを抜ぬいて欲しいと言ってる。あと、下でお前たちの水兵が暴れてるんだ。位が高いのは、下に行ってあれをどうにかしろ」
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　ロディアの予測通り、水兵たちが収容されているのは中庭の地下室だった。

　やや予測と違ったのは、ドクトゥス号とレーン号の乗組員が一緒くたに入れられていたことである。

「てめぇ、この裏切り者が！　死にやがれ！」

「死ねだあ？　殺せるもんならやってみろ、この腰こし抜ぬけ野や郎ろうどもが！」

　二段になった簡易寝しん台だいとハンモックでぎっしりの広い地下室は屈くつ強きような男どもでいっぱいで、そのあちこちで罵ば声せいが飛び交い、敵も味方も定さだかではない大乱らん闘とうが繰くり広げられている。

「酷ひどいだろう。収容直後からずっとこの状態だ。我々ではどうにもならん。……しかし、お前で本当に大だい丈じよう夫ぶか？　中に入ったら、逆に殺されないか」

　覗き窓から中をうかがうアスファル兵の言葉に、ロディアは恐おそれげもなく肩かたをすくめた。

「そんなことを言っても、レーン号では艦長を抜かせば私が一番位が高いんだ。仕方ないだろう。それよりとっとと鍵を開けてくれないか？　怖こわいなら、君はついてこなくていい」

　アスファル兵は呆れたように首を振ふり、重い鍵で地下室の扉を開ける。

　ロディアは人間の臭においでむっとする室内へと入りこみ、アスファル兵は廊下に残って扉に鍵をかけた。水兵の何人かはロディアを見てはっとした様子だったが、ほとんどは彼女が入ってきたのに気づいてすらいない。

（酒が入った日の下層甲かん板ぱんみたいだな）

　ロディアは、すぅ、と息を吸いこむと、思い切り水兵たちを怒ど鳴なりつける。

「静かにしろ！　このばかどもが！」

　地下室中に響き渡わたった声に、水兵たちはやっと我に返ってこちらを向いた。

　凄すさまじい形相でつかみ合っていた男たちも、小こ汚ぎたない地下室にはあまりに似合わないロディアの立ち姿を目にすると毒気を抜かれ、しまいにはぼんやりと見とれる者まで出てくる。

　呆あつ気けにとられた雰ふん囲い気きで鎮しずまった水兵たちの中から、レーン号の年配の水兵がひとり、嬉うれしそうに駆かけ寄ってきた。

「副長……！」

「状じよう況きようを説明しろ、アーデン」

　艦かん上じようと同じ調子でロディアが訊きくと、アーデンは水兵独特のやり方で敬礼して報告した。

「はい、ご覧の通り、俺たちゃあのドクトゥス号の奴らと一緒に入れられてるんで。こんな裏切り者と一緒じゃ、喧嘩も絶えねえって話です！」

　気持ちはわかる。気持ちはわかるが、そうか、で済ますわけにもいかない。

　ロディアは、わざと周りにも聞こえる声でアーデンを𠮟しかりつけた。

「阿あ呆ほうが！　何が裏切り者だ。ドクトゥス号の水兵たちはお前たちと一緒だ。港の近くでうろうろしていたせいで強制徴ちよう募ぼでとっつかまったか、他の理由で逃にげてきたか、特別海が好きか、そんなところでドクトゥス号に乗りこんだだけだろう！　そして結局、お前たちと同じ牢にいる。裏切り者はコーツただひとり。お前たちは、同じ王国軍人で、海の男だ。違うか？」

「そりゃあ……違いませんが……。でも、副長」

　アーデンはどことなく嬉しそうな、困ったような上うわ目め遣づかいでロディアを見る。

　捕ほ虜りよとなった状況でも士官然としているロディアを、少し面おも白しろがっているのだろう。ロディアだって妙みような状況だとは思う。しかしここで手た綱づなを緩ゆるめるわけにはいかなかった。

「でも、か」

　船でよくするのとまったく同じように、ロディアは視線と声を鋭するどくした。

　反射的に、アーデンがびくりとして敬礼する。

「すみません」

（まだ大丈夫そうだな。ちゃんと私の言うことを聞く気がある。元から察しのいい奴ではあるし。いっそ彼に、そして水兵のみんなに、少しばかり賭かけてみるか）

　ロディアは少し表情を緩めて、アーデンの肩に軽く手を置いた。

　そしてそのまま、他の水兵たちにも視線を投げて言う。

「いいか。大の男がこんなところに閉じこめられて、やることがないから喧けん嘩かになるんだ。考えろ、お前たちは頭の硬かたい陸軍とは違う。創意工く夫ふうが試ためされる海軍人だ」

　言いながらぐるりと辺りを見み渡わたし、ロディアはふと、天てん井じようの梁はりの間に渡された縄なわを見上げた。太さはそこそこだが、結構丈じよう夫ぶそうな縄だ。

「あれはなんだ？　アーデン」

「洗せん濯たく物ものを干す縄です」

　彼の答えに頷うなずき、ロディアは真っ向からアーデンの目を見つめた。

　意味ありげに目配せしてから、彼女は先を続ける。

「ならばあれで、縄の結び方の練習でもしろ。明日の夕方の四点てん鐘しようまでに、げんこつ結びを六百！　いいか？　四点鐘だぞ」

　げんこつ結び、と四点鐘、を強調して言ってやると、アーデンの目はぱっと輝かがやいた。

「了りよう解かい、副長」

　敬礼する声にも張りが出ている。これなら自分の意志は通じたかもしれない。

　ロディアは淡あわい期待を胸に、浅く頷いて地下室を出た。
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「──それにしても、素す敵てきな体験でしたわ。あともうちょっと、ほんのちょっとで、わたくしの念願が叶かなってしまいそうで。わたくしもう、甘い興奮で胸が張り裂さけるかと……」

　心の底からうっとりと言うアルデアに、ロディアは少々冷たい視線を投げる。

「君の念願というと、あれか。ランセの殺害か。しつこいようだが、ちゃんと治ち療りようはしたんだろうな？」

「ええ、不本意ながら。わたくし、今までどんな条件でも手術に失敗したことは一度もありませんのよ？　結果が本人の望むようになったかはどうかは、また別の話ですけれど。今回はランセのばかがうるさいせいで、独創性が発揮できなくて残念でしたわ」

　──なんだか怖いことを言われているような気がする。

　ロディアは軽く顔をしかめるが、とにかくランセが無事ならそれでいい、と割り切った。

　この要よう塞さいに捕とらえられてから二日目。

　明かり取りの窓からは、わずかに暗くなり始めた空が見える。

「四点鐘まで、あと少し。街の鐘しよう楼ろうで、夕刻の鐘が鳴ったときが作戦開始だ。みんな、段取りは頭に入ってるな？」

　ロディアは緊きん張ちようの面おも持もちで言い、士官たちの顔を見渡す。カロル、キニス、アルデア、ルーナ・ノア。見た目も性格もばらばらの面々が、今は皆みな真しん剣けんに頷いた。

「では、アルデア。頼たのむ」

　ロディアがうながすと、アルデアは妖艶に薄うすら笑って扉とびらへ歩み寄る。

「すみません！　誰だれかいらっしゃいませんこと？　そろそろランセ艦長の消毒をしないとなりませんの！」

　多少低めとはいえ、アルデアの喋しやべりかたと声はそれこそ女性としか思えない。

　しばらくの間を置いて、兵士の足音が近づいてきた。

『──なんだ？』

　覗のぞき窓まどを開けたアスファル兵は、険しい顔でアスファル語を発する。

　アルデアはすぐに自分もアスファル語に切り替かえると、彼に小さな声で何事か囁ささやきかけた。兵士はぎょっとした表情で身をひきかけるが、アルデアはなおも早口で続ける。

（……一体どんなやりとりをしているんだ、あれは。知りたいような、知りたくないような）

　ロディアが複雑な気分になっているうちに、牢ろうの扉は外から開いた。

『ありがとう、感謝しますわ』

　アルデアは華はなやかに笑って廊ろう下かへ出ると、そっと兵士の首に白い腕うでを回す。

　直後、兵士は人形のようにその場にくずおれた。アルデアが牢のほうを振り返ると、爪つめの間に一いつ瞬しゆんだけ針らしきものがきらめく。彼お得意の毒針だろう。

「──行くぞ！」

　ロディアの合図で、士官たちは素す早ばやく廊下へと飛び出した。

　キニスが倒たおれた兵士から手て際ぎわよく武器を奪うばい、銃じゆうを自分に、曲刀はロディアのほうへと投げ渡す。ロディアが曲刀を受け取ったとき、市街地の穏おだやかな鐘の音が要塞まで届いてきた。

　午後六時。海軍式で言うところの、四点鐘だ。

『貴様ら……!?』

　ちょうど階段から顔を出した兵士が、ロディアたちの姿を見つけて顔色を変えた。

　ロディアはとっさに飛び出す。

　躊躇ためらいなく曲刀を鞘さやから抜ぬき放ち、斬きりかかる。

　兵士は刀を抜くのすら間に合わず、悲鳴をあげて倒れた。

「ほんと、化け物並みに強いよなーお前って！」

「私が化け物なら、艦かん長ちようはなんだ？」

「神か、ただの獣けものか、どっちかじゃありませんこと？」

　あえていつもの軽口を叩たたきつつ、今度の兵士の刀はカロルが、銃はアルデアが取る。

『……っ！　脱だつ走そうだ！』

　螺ら旋せん階段の下からアスファル語の叫さけびがあがり、どたばたという足音が響ひびき渡わたった。

　ロディアは素早く前に出て、階段上でアスファル兵と斬り結ぶ。

　繰くり出される斬ざん撃げきを、一回、二回、受けて、大きく跳はね上げ、相手を切り裂く。

　アスファル兵はごろごろと階段を落ちていき、その身体からだを踏ふみ越こえて次が来る。

（ここで闘たたかっていれば、囲まれることはない。しかし、長居は得策ではないな）

　敵と斬り合いながらも、ロディアの頭はどこか冷静に考えていた。

　ランセに『本能で闘え』と教わったせいかもしれない。次の攻こう撃げきを繰り出すのに頭で考える必要がなくなっている。そのぶん、他ほかのことを考えることもできた。

　ロディアは身体を低くして攻撃を避さけると、同時に相手の足をなぎ払はらった。

　わめき声と共に敵が螺旋階段を転がり落ちる。

　その兵士に、他の兵士たちが巻きこまれる。敵が混乱しているうちに、ロディアは叫ぶ。

「降りるぞ！　カロル、ついてこい。アルデア、キニス、ルーナ・ノアと、援えん護ごを頼む！」

「了解！」

「あんまり期待されても、困りますわよ」

　それぞれの答えを背に、ロディアは螺旋階段を駆け降りた。

　倒れた兵士たちの身体を避け、踏み越えて降りていく間に、さらに数人の兵士を斬り捨てる。刀はすぐに脂あぶらでぬめってしまう。ロディアは新たな刀を敵から奪い、一階へとたどりつく。
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　比ひ較かく的てき広い空間の真ん中には長ちよう卓たくがあり、壁かべ際ぎわの棚たなには武器が収容されている、いかにもな兵の詰つめ所だ。

『殺せ！　殺せ！』

　興奮した兵士たちの殺気が、どっとロディアのほうへ押し寄せてくる。

　ほとんど同時に、背後から銃じゆう声せいが響いた。

　キニスだ。いつもの茫ぼう洋ようとした表情のまま、彼の発射した弾たまは確実に敵の額を撃うち抜いている。あまりに正確な腕前に、あからさまに敵がひるむ。

　そのわずかな隙すきをついて、ロディアは一目散に扉へと走った。

「おい、早いって、ロディア！」

　怒ど鳴なり声をあげながらカロルが後に続き、襲おそいかかる兵士たちを斬り伏ふせる。

　階段のところに留とどまったキニスとアルデアは石壁を盾たてに、手に入れた銃の数だけきっちりと敵の数を減らしていく。キニスはともかく、アルデアの銃の腕も相当なものである。

　ロディアは扉にたどりつくと、ふたりを振ふり返って叫ぶ。

「来い！　このまま、中庭を突つっ切る！」

　ロディアたちが監かん禁きんされていた部屋は、水兵たちが捕つかまっている牢とは中庭を挟はさんだ反対側だった。中庭を突っ切るのはかなりの難事だが、やってのけなくてはならない。

　ロディアの指示に、キニスとアルデアがじりじりと移動を始める。

　カロルが敵と斬り結んでいる間に、ロディアは体当たりするようにして扉を開け放った。

「これは──！」

　突とつ如じよ目の前に現れた光景に、ロディアは目を瞠みはった。

　室内の敵と相対したまま、カロルが叫ぶ。

「どうした、ロディア！　敵か？」

「いや。味方だ」

「へ？　それって一体……」

　カロルがどうにか目の前の敵を片づけて外へ視線をやると、そこにはひとが溢あふれていた。

　ばらばらの格好で日に焼けた、屈くつ強きような男たち。

　見慣れた顔の中から、老水兵が跳とび上がるようにして手をふる。

「副長！　海かい尉いーっ！」

「アーデン！　よくやった！」

　ロディアは叫び、他の士官たちと一いつ緒しよに中庭に出る。

　レーン号と、ドクトゥス号の水兵たちもまた、自分たちで六時の鐘かねを合図に脱だつ出しゆつを試みたのだろう。敵の武器を手にしている者、ただの棒を手にしている者など様々だ。

　中でもアーデンと、その他数名のレーン号の水兵たちがいくつも結び目を作った縄なわを巻いて肩かたにかけているのを見つけ、ロディアは微笑ほほえむ。

「ちゃんと持ってきたな、げんこつ結びの縄」

「げんこつ結びの縄って言ったら、縄ばしごの代わりに使うものと相場が決まってまさあ。こいつを使って脱出するんだろう、ってことくらいお見通しで」

「君の推察力には恐おそれいる。では、アーデン。お前とあと五人、私と来い。残りはカロルについていって、東の司令官邸ていを攻こう略りやくしろ。おそらく、総そう督とくもそこにいる。司令官と総督は絶対に傷つけるなよ。キニスはカロルと一緒に行ってくれ。アルデアとルーナ・ノアは私と一緒だ」

　ロディアがてきぱきと指示を出すと、すぐさまアーデンが自分の担当する班の水兵たちを呼び寄せた。カロルはカロルで、馴なれた調子で水兵や海兵隊たちをとりまとめる。

　その様子を確かく認にんしてから、ロディアはアーデンたちに向けて叫んだ。

「では、我々はランセ艦長を奪だつ還かんする！」

「──了りよう解かい……！」

　水兵たちがぱっと顔を輝かがやかせて敬礼をする。ロディアもかすかに笑えみを返し、西の軍刑けい務む所しよに向けて走り出した。治ち療りようのために訪おとずれたアルデアが、ランセの居場所は確認済みだ。

　行く手には敵の姿は見あたらない代わりに、城じよう壁へきが立ちふさがってる。

　この壁かべ自体はよじ登れる高さだが、向こう側に空から堀ぼりが掘ってあるのだ。

「アーデン、縄だ！　大たい砲ほう用の金具にでも繋つないで、向こうへたらせ！」

　ロディアはルーナ・ノアを助けて城壁によじ登り、水兵たちに命令を飛ばす。

　水兵たちは撃たれない用心のために身を低くしたまま、手際よく綱つなを金属の輪っかに繋いで城壁の向こう側にたらした。

「軍刑務所の辺りに敵の姿は──見えませんわね。これだけの大おお騒さわぎになっているのだから、少しくらい外に飛び出してきていてもおかしくないと思いましたけれど」

　ロディアの傍かたわらでアルデアが言い、軍刑務所の建物を睨にらんだまま拳けん銃じゆうを撫なでる。

　ロディアも矢はざまの間から向こうをうかがって、曲刀の柄つかを握にぎりしめた。

「立てこもられているほうが面めん倒どうだが、行くしかないな。──行くぞ、みんな！」

　大きく手で合図し、ロディアは自ら最初に縄に取りつく。結び目を頼りに縄を伝い、最後はかなり下の空堀の底へ飛び降りた。

　水兵たちも次々後に続き、援護のため留まっていたアルデアが最後に降りてくる。

「よし、では──」

　突とつ撃げき、の合図を出そうとしたとき、軍刑務所のほうから何やら妙みような物音がした。

（……悲鳴……か？）

　なんとなく嫌いやな予感がして、ロディアは空堀から少し顔を出す。

　次の瞬しゆん間かん、軍刑務所の窓に、ちかり、と閃せん光こうが走った。

「……っ！　伏せろ!!」

　ロディアが叫び、とっさにルーナ・ノアの上に覆おおい被かぶさる。

　彼女の剣けん幕まくに、水兵たちも慌あわてて堀ほりに身を伏せる。一いつ瞬しゆん遅おくれて、辺りを爆ばく音おんが震ふるわせた。

　爆ばく風ふうが頭上を通り抜け、ばらばらと砂や小石、石の破は片へんが堀に飛びこんでくる。

　それでも、堀の中に居たロディアたちは無傷だった。

「……なんなんだ、この爆ばく発はつは……！」

　あらかた爆風が収まるのを待って顔を出すと、もうもうと立ちこめる土つち埃ぼこりの向こうで、軍刑務所の輪りん郭かくが変わってしまっているのがわかる。

　こちらから見て左側の棟とうがほとんど吹ふっ飛び、瓦が礫れきの山と化していた。

（ランセがいたのはどの辺りだ？　あちらの棟だったんじゃなかったか……？）

　ランセのことを考えると恐きよう怖ふのあまりに血が下がり、ロディアは酷ひどい眩暈めまいを感じた。

　それでも懸けん命めいに地面を踏みしめ、堀をよじ登ってロディアは進む。

　しばらく行くと、彼女は不意に瓦礫の中の人ひと影かげに気がついた。

　土埃の中を歩いてくる、薄うすぼんやりとした影。

　しかし、その気配で、歩き方で、彼が誰だれだかはすぐにわかる。

　南方の香かおりを含ふくんだ風が吹き、火薬の臭においのする土埃が薄くなった。

　その間から歩み出たのは、肩に軍服の上着を引っかけた青年の姿だ。

　声もなく立ちすくむロディアのほうへ、ランセはゆっくりと歩み寄ってにやりと笑う。

「いよう、ロディア。埃で汚よごれても男前だな。まあ、俺にはちょっとだけ負けるけど」

「ランセ艦かん長ちよう。無事か……！　てっきり、爆発に巻きこまれたかと思った！」

　呪じゆ縛ばくを解かれたような気持ちで叫び、ロディアは彼の元に駆かけ寄る。

　ランセはまだ多少顔色が悪いが、撃たれた直後よりは段だん違ちがいで元気そうだ。

　彼はロディアのほっとした様子を見ると、軍刑務所を振り返って頭を掻かく。

「ん？　ああ、ま、そりゃあなあ。自分で爆発起こしといて巻きこまれたら、そんなん格好悪すぎじゃねーか。ありえねえよ」

「……自分で、起こした？」

　ロディアは思わず耳を疑って聞き返す。

　訊きかれたランセは、まったく悪びれもせずに堂々と言い放った。

「おう。手術中にアルデアからこっそり脱出計画は知らされてたからな。外で騒さわぎが起こってんの聞いて、勝手に脱出してきた。で、途中で刑務所の隅すみっこが火薬庫に使われてんのがわかったから、ついでに爆ばく破はしてみたってわけだ。爆風の中から登場ってのもなかなかだろ？」

（──実に、まさしく、ランセだな）

　半ば感心しつつも、ロディアの胸は様々な感情でいっぱいになってしまう。

　彼女は少し顔をしかめて浅い笑みを浮うかべ、ランセに言う。

「……あなたが艦長でなくて、負傷もしていなかったら、今この場で殴なぐり倒たおしていたところだ」

「えっ、なんで？　何が駄だ目めで、俺がロディアに殴られるの？」

　全然わかっていない様子のランセを、ロディアは真っ向から見つめる。

「国王陛下にも言われていただろう。あなたは他人のことを好きだ、好きだというくせに、自分がどれだけ好かれているかには無む頓とん着ちやくすぎる。ふざけるのはいい。だが、あなたの命を救うために皆が傾かたむけた気持ちを、そうやって簡単にうち捨てるな！」

　厳しく告げられた台詞せりふに、ランセは瞬またたいた。

「そっか。うち捨てちゃいない……つもり、だったけどな」

　彼は困ったように視線をそらして自分の髪かみをかき回し、ロディアの肩に軽く触れる。

「助かったぜ。ありがとな」

　すれ違ちがいざまに投げられたランセの声は、穏おだやかで、いつもより少しだけ重かった。

　──何か、多少は伝わったのだろうか。

　うっすらと胸が温かくなるのを感じながら、ロディアはランセを視線で追う。

「……今、カロルたちが司令官邸を攻せめている。私たちは合流するが、あなたは──」

　できることなら、どこかに隠かくれていろ、と、ロディアは言いたかったのだが、ランセはルーナ・ノアの頭を撫なでた後、すたすたと中庭のほうへと歩いて行ってしまう。

「司令官邸って、あの建物か。まー、普ふ通つうは一番上にいるよな、司令官」

「……ランセ……」

「ロディア、この男に戦せん闘とう中に黙だまって隠れてろ、なんて言うだけ無む駄だですわよ？　基本的に戦うためだけに生きてるような獣けだものですもの」

　皮肉っぽいアルデアの言葉にも、今のロディアは反論できない。

　ロディアは深い溜ため息いきをかみ殺して、急いでランセに追いついた。彼の怪け我ががある側に立ち、その横顔と中庭を同時に視界に入れる。

「──正面から加勢するのか？」

　こうなったら、とにかく自分がランセを守るしかない。

　ランセには好き勝手やらせて、彼の命はロディアが守る。

（そう考えると、いつものことか）

　ランセはロディアが隣となりにいるのを確認すらせず、楽しげな顔になって言う。

「それが男らしい気もするけど……そうだな。今回はあえて、後ろに回ろうぜ」

「後ろ？」

　ランセにしては珍めずらしい作戦だ。少々怪け訝げんに思いつつも、ロディアは水兵たちに指示を出し、なるべく誰の目にもつかないよう、城壁の外ぎりぎりを通って司令官邸の裏へと回る。

　ちなみにこの要よう塞さいは岩でできた丘おかの上に造られているので、城壁の外は崖がけである。

　一歩踏ふみ外したら真っ逆さま、というところにわずかな足場を見つけていくしかないのだが、そこはマストでの高所作業に慣れた面々だ。

　どうにか無事に司令官邸の裏に回りこみ──うっかり大変なものと対面してしまった。

　最上階の窓から縄なわばしごをたらして脱だつ出しゆつしようとしている、豪ごう華かな軍服のアスファル人だ。

　ランセは敵から奪うばった銃じゆうを手に、ロディアに笑いかける。

「ほーら見ろ。裏に回ると、いいことあるだろ？　挟きよう撃げきは、こういうときの基本だぜ」

「ただの野性の勘かんのような気もするが……」

『貴様ら……！』

　ロディアたちに気づいた司令官が、切せつ羽ぱ詰つまった声を出した。

　ランセはすかさず銃じゆう口こうを司令官に向け、色いろ違ちがいの瞳ひとみを強く光らせて言う。

「あんた、ここの司令官だろ。俺はマディス王国、レーン号艦長のランセだ。今日は少々負傷中でむさくるしい感じだが、これでも故郷じゃそれなりの紳しん士しってことで通ってる。降こう伏ふくしな。降伏すりゃ、俺は戦争法はきっちり守る。──そう、法が俺の邪じや魔まになんねーかぎりはな」

『降伏しなさい。おとなしく降伏しないと、戦争法なんか俺の知ったことじゃない、って言ってますわよ、この獣』

　ランセのマディス語を、アルデアが思いきり意訳する。片言しかアスファル語ができないロディアですらアルデアの訳が酷いのはわかったが、とりあえずここは黙っておいた。

　実際、司令官は青黒いとでもいうような顔色になって唇くちびるを噛かんだ後、ついに血を吐はくように言い放つ。

『わ……わかった、わかったから、攻こう撃げきを中止させてくれ！』

「攻撃をやめさせろ、ですって」

　アルデアが通訳するものの、まだランセは銃口を司令官から外さない。

「そんじゃ、まずはそのままひとりで降りてこい、って言っとけよ」

　ランセの言葉をアルデアがアスファル語にすると、司令官はおそるおそる縄ばしごを下りてきた。ランセは水兵たちと一いつ緒しよになって司令官を引きずり下ろし、降伏の証あかしの曲刀を受け取ってからロディアたちに指示を出す。

「ロディア、上行って、総そう督とくが無事か見て来い！」

「了りよう解かい！」

　ロディアはただちに司令官の作った強度の怪あやしげな縄ばしごを上り、司令官邸ていの最上階の窓から内部へ滑すべりこむ。

　ちょうどそのとき、部屋の扉とびらが階段側から破られ、銃を構えたカロルが飛びこんできた。

「おとなしく覚かく悟ごしやがれ！……ってあれ？」

「私を撃うつなよ、カロル。裏から上ってきたんだ。司令官は確保した」

　軽く両手を挙げて言うロディアに、カロルは大げさなほど引きつった。

「お前は……！　またそうやって美味おいしいとこ持っていきやがって！　総督はどうした？」

「それは──」

「……無事ですよ。どうにか、ね」

　部屋の片かた隅すみからかすれた声がして、ロディアとカロルはそちらを向いた。

　薄うす闇やみの中で椅子いすに腰こし掛かけていた男が、ゆっくりと顔をあげる。

（これは──総督というからかなりの歳としかと思えば、三十そこそこじゃないか？）

　ロディアは少々驚いて、相手の顔をまじまじと見つめてしまった。司令官邸に捕らわれていたのは、ゆったりとしたシャツとズボン姿で、肩かたに黒くろ髪かみをたらした青年だったのだ。

　本物の総督なのだろうか、と一瞬悩むような若さだが、彼には憔しよう悴すいしても消えない貴族然とした品がある。

「マディス海軍海かい尉い、ロディア・アルバラードです。お助けに参りました」

　ロディアはとにかく彼にひざまずいて言い、椅子の背で彼の手を戒いましめていた縄を曲刀で断たち切った。

　同時に彼がレイドルク島の紋もん章しよう入りの指輪をしていることを確かめてひとまず安あん堵どし、窓から下にいるランセたちに声を投げた。

「総督はご無事だ！　正面も、カロルたちが確保した！」

「おう、よくやった！　みんなも無事で何よりだぜ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。あなたこそ、ド下手な銃の腕うでがばれなくてよかったな」

　からかうようにロディアが言うと、ランセは自分が手にしていた銃に視線を落とし、そのまま銃口を空に向ける。

「腕も何も」

　そう言ってランセが引き金を絞しぼると、がちん、と火打ち石から火花だけが飛んだ。

　弾たまは出る気配もなく、ランセは少年じみた表情でにっこり笑う。

「弾切れだ」
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「本当に、皆みなさんが来てくださって助かりました。皆さんの件、本国から連れん絡らくはいただいていたのですが、まさかここでアスファル帝てい国こくが攻めてくるとは……わたしの油断でしたね」

　物静かに言い、青年総そう督とくはそっと卓上の金属杯はいをロディアのほうへ押しやる。

　ロディアたちが要塞を取り戻もどしてから三日目。

　アスファル側の司令官が降伏を宣言した後は、街の奪だつ還かんもさしたる障害なしに完かん了りようした。

　敵の捕ほ虜りよは全員要塞の地下へ突つっこみ、ロディアは奪還した総督邸ていの中庭で総督と向き合っている。

「いえ、こちらこそ、お迎むかえにあがるのが遅おそくなりました。あげく、裏切り者のコーツたちは取り逃にがしてしまいましたし」

　苦く言い、ロディアは外側に水すい滴てきがつくほどに冷えた金属杯を手にする。たわわに実った葡ぶ萄どうと、葡萄摘つみの乙女おとめの姿が打ち出された杯さかずきに入っているのは、よく冷えた真っ赤な茶だ。

（アスファル風の茶だな。それに、この総督邸も）

　さらに言えば、中庭で客をもてなすこと自体がアスファル帝国の習慣だ。マディスでは建築物は昔から重い石で造られ、窓は小さい。むしろそれが重じゆう厚こうでよいとされている。

　それとは対照的に、総督邸の中庭は光に満ちていた。

　青と白の細かなタイルで覆おおわれた空間の隅すみでは、同じくタイル貼ばりの小さな噴ふん水すいがこぽこぽと水を零こぼし続けている。中庭を囲む白い総督邸の建物も、伝統的なマディス王国様式とアスファル様式をうまくかけあわせた美しいものだった。

　南国の木々が作る木こ陰かげに配された円えん卓たくで、ロディアは慎しん重ちように杯に口をつける。

　淡あわい酸味と甘みが喉のどに広がり、ロディアはその心地ここちよさに驚おどろいた。

「──綺き麗れいな味の茶ですね。華はなやかで、貴族的で、控ひかえめだ。どことなく閣下に似ている」

　思った通りのことを言うと、総督はゆっくり首を傾かしげて笑えみを浮うかべた。

「普ふ通つうなら口説かれていると思う台詞せりふですが。違ちがうのでしょうね？」

「ああ、申し訳ありません。女性と対するときの癖くせが出ました」

　ロディアの謝罪に総督は小さく笑い、銀色の菓か子し鉢ばちの中身を指先でロディアに勧すすめた。

　繊せん細さいな菓子鉢の中身は、アーモンドの粉を固めた甘い菓子だ。

「本当に不思議な方だ、あなたは。しかし、閣下と呼ばれるのは少し落ち着きません。サイラスと呼んでいただいても？」

「あなたのお望みとあれば。サイラス様。それでは、私のことはロディアと。あちらのふたりの名前は、もうご存知かと思いますが……」

　ロディアがそこまで言ったとき、中庭に面した一室から盛大な悲鳴と怒ど鳴なり声があがる。

「いっててててて！　アルデアてめぇ、今わざとやっただろ!?」

「あーら、ランセ、何を言ってるんですの？　そんなの当たり前ですわ、当たり前！　本当だったら傷口に毒をすりこみたい気持ちで一いつ杯ぱいなのをちょっとした嫌いやがらせですませているわたくしの誠意に感謝して、ひざまずいて靴くつにキスしていただいてもよろしくてよ？」

「誰だれがてめぇにひざまずくか、ボケが！　てめぇにひざまずくくらいなら、敵の皇こう帝ていの足の裏にキスしたほうがマシだぜ！」

「……ランセ、アルデア！　サイラス様に丸聞こえだぞ！」

　ロディアがこめかみを押さえて怒鳴ると、部屋から聞こえてくる怒ど声せいはぴたりと止やんだ。

　しばらくして、上着を引っかけたランセと、さらりとした光こう沢たくのあるドレスをまとったアルデアが中庭へとやってくる。

　ランセとアルデアはそつなくサイラスに一礼し、すかさず中庭の隅から歩み寄ってきた侍じ従じゆうが円卓の椅子を引いてふたりを席につかせた。

　ランセは大分血の気が戻った顔で悪戯いたずらっぽく笑い、アルデアのほうを親指で示す。

「やあ、騒さわがしくて申し訳ない。このばかが、ほっとくと俺を毒殺しようとするもんで」

「存じております。オロル伯はくのご趣味は有名ですから」

　もの静かに告げたサイラスに、ロディアは驚いて訊たずねる。

「オロル伯、というのは……この、アルデアのことをですか？」

「ええ。カエシウス侯こう爵しやく家のご子息、オロル伯アデルバード卿きよう。カエシウス侯爵家に代々仕えた錬れん金きん術じゆつ師の小部屋に秘ひめられた神秘をすべて読み解かれた天才にして、その実験台にたくさんの死し刑けい囚しゆうや奴ど隷れいを犠ぎ牲せいにした冷れい酷こくな方」

　サイラスの語り口はあくまで穏やかだったが、その内容の恐ろしさにロディアの杯を握にぎる手はこわばった。

（死刑囚や、奴隷を犠牲に？　ひょっとして、毒物の実験台にしたということか。奴隷ということは──もしかしたら、ネライダも？）

　ロディアはついついランセのほうを意識してしまう。

　しかし彼の顔を見ることはできず、ランセと向かいに座ったアルデアのことはなおさら見ることができなかった。ランセは羽根を斬きり落としたネライダで、元奴隷だ。巡めぐり合わせが悪かったら、ランセはアルデアに殺されていてもおかしくなかったのかもしれない。

　ロディアが気まずい空気をもてあましていると、アルデアが小さく笑って口を開いた。

「……そうですわねえ。わたくしの心臓はとっくに──」

「アデルバード卿は死にましたよ、サイラス様。ここにいるのは、アルデアって名前の変態軍医だ。変態なうえに俺のことを殺したがりすぎるけど、医術に関しちゃ、多分五十年くらいは未来に行ってんじゃねーかな」

　いきなり台詞を遮さえぎってきたランセに、アルデアが軽く目を見開く。

　ランセはアルデアのことは一いつ切さい無視し、少しひとの悪い顔で笑ってサイラスを見つめた。

「俺の手術だって見事なもんでした。ま、おかしなことをしないように鏡で見張ってなきゃなんなかったのはちょっときつかったけど。俺も言ってみれば人殺しの一種ですから、血には馴なれてます。だけど生きてる仲間の腹の中のぞいて、アルデアほど冷静に動けるかって言われたら怪しいもんだ。こいつがいたからこそ、俺はこれだけぴんぴんしてるんです」

　きっぱりと言い切るランセに、アルデアの顔はみるみる青ざめる。

「気持ち悪い」

　彼はランセから視線を外して吐はき捨てるように言い、ランセは澄すました顔で茶を飲んだ。

　ロディアはそんなふたりに少しほっとしたが、サイラスはきまり悪そうに目を伏ふせる。

「申し訳ない。あなた方は死人だ。過去は詮せん索さくしないのが礼れい儀ぎとは知っていました。ただ、わたしも貴族社会の中では異い端たん者です。天才であるがゆえにきらびやかな世界を追われたアルデアさんには、一方的に親しみのようなものを感じて行方ゆくえを気にしていたのです」

「異端というと……失礼ですが、その髪かみのことですか？」

　異端という言葉の響ひびきに戸と惑まどいながらも、ロディアは控えめに訊きいてみた。

　サイラスの黒い癖くせ毛げは、マディス王国では少々珍めずらしい。北方大陸全体で見れば黒くろ髪かみの多い地域もあるから、水兵たちには黒髪は結構いる。ネライダやフィズィにも珍しくはない。マディス領の総そう督とくをやるような貴族が黒髪、というのが不自然なのだ。

　サイラスは重いまつげを伏せて頷く。

「はい。わたしの母は、アスファル人の貴族です。先の戦争が始まる前、交易の関係で開かれた夜会でマディス王国貴族だった父と出会い、恋こいに落ちて結けつ婚こんしました。当時はそれこそ両国の交易を円えん滑かつにするためということで、しぶしぶですがどちらの家もその結婚を祝福してくれたのです」

「それで、マディスとアスファル、双そう方ほうの美を備えられているのですね」

　自然に納なつ得とくしてロディアが言うと、サイラスはちょっと驚いたように彼女を見た。

　そして、たまらない、とでも言うように身体からだを折ってくすくすと笑い出す。

　ロディアは笑われている理由がわからずきょとんとするが、ランセとアルデアはそれぞれに複雑な顔で視線を宙へ泳がせた。

「何だろう、段々楽しくなってきてしまったので、話を先へ進めましょう。確かにわたしは両親の容よう貌ぼうを引き継ついで生まれ、そのことには誇ほこりを持っています。ですが、マディスとアスファルは戦争になった。戦中の母への風当たりは酷ひどく厳しいものでしたよ。父は必死で母を守りましたが、母は先の戦争が終わる前に、ふっと花が枯かれるように死んでしまった」

　最後は物もの憂うげに言葉を切ったサイラスに、ロディアもふと昔のことを思い出す。

　幼いころに母は死に、父は戦争で大けがを負った。私がみんなを守らないと、みんなどこかへ連れ去られてしまう──そんな思いにせきたてられて、必死に勉強をした日々。

　先の戦争は、この時代に生きる皆みなの人生に色いろ濃こく影かげを落としている。

　過去をのぞきこんでいるロディアの横で、ランセがあっさりとした口調で言った。

「それでもあなたはここの総督になった。お父様が頑がん張ばった、ってことですね」

「はい。父はわたしに領地を継がせることで、母にはなんの罪もなかったことの証明にしようとした。しかし周囲はそれを許さなかった。ならば、ということで、父は必死の思いでこの島の総督の地位を確保してくれたのです。わたしの役目は、休戦中にここでアスファルとマディスの細々とした交易を見張ることでした」

「──あなたにはお似合いの役目だったと思うよ。実際、よくやってたんだろうし」

　急に中性的な声がして、皆の視線が声の主へと集まる。

（今のは、アルデア──か）

　ロディアの横に腰こし掛かけたアルデアは、妙みように感情の読めない冷えた目で腕うでを組んでいた。

　静かながらも妙に迫はく力りよくのある視線は少しも女らしくはなく、ドレス姿だというのに実じつ年ねん齢れいより大人びた若い青年としか見えない。たかが態度でこれほどまでに見た目が変わるというのは驚きだが、おそらく、これが貴族としてのアルデアの姿なのだろう。

「だけどあなた、アスファルの海軍には攻こう撃げき、したんだ？」

　サイラスも、おそらくはほとんど無意識に、常より背を正してアルデアに応じた。

「ええ。結局力ちから及およばず、一度は占せん領りようを許してしまいましたが。……向こうは、こちらが反はん撃げきしたこと自体が驚きだったようです。もっとあっさり抱だきこめる気満々でやってきたのでしょうね。ですが、わたしはマディスを選びます」

「それは、ご両親のためかい？」

　試すようなアルデアの問いに、サイラスは一度だけ目を閉じる。

　木々の間を抜ぬける風を、中庭に零れる噴水の音を感じるかのような間を置いて、彼はゆっくりと告げた。

「それも、もちろんあります。けれど──一番の理由は、違う。唯ゆい一いつ神アルモニアは、彼の勝手な物差しで世界に『均きん衡こう』をもたらそうとしている。計算ですべてを保とうとする存在です。ですが、この島……綺麗でしょう？　この島の美しさは、けして計算でどうにかなるものではありません。わたしは、わたしの預かるこの島が好きだ。わたしはこの島を守るために、アスファルと戦わねばならないのです」

　言い終えて開かれたサイラスの目は静かに澄んでいたが、奥には熱いものがたゆたっているようだった。

（このひとは、見た目よりずっと強いひとだな）

　ロディアは直感する。

　サイラスは信用できる。少なくとも、彼の意志ですぐに裏切ったりすることはないだろう。

　ランセも同じことを感じたのか、片かた肘ひじを卓たくについて身を乗り出した。

「あなたが俺たちに協力してくれる気なのはよくわかりました、サイラスさん。まあ、俺としちゃ、陛下があなたを信用したってだけで充じゆう分ぶんなんですがね。俺たちは陛下の剣けんだ。陛下に自在にふるわれて、アスファルののど元に刃はを突つきつける。──で、そんな俺たちは、これからどうすりゃいいんです？」

　そうだ、それを聞きに自分たちはわざわざこの島までやってきたのだ。

　固かた唾ずを吞のんで見守るロディアの眼前で、サイラスは間を置かずに告げた。

「アスファル帝てい国こくに潜せん入にゆうし、第七皇子ザーヒルを攫さらってきてください」

「…………へ？」

　これには、さすがのランセも変な声を出す。

　アルデアは無表情でゆっくり首を傾かしげ、ロディアは思わず片手を卓にかけて聞き返した。

「皇子を誘ゆう拐かいとは──本気ですか？」

「はい。ザーヒルは元々少し変わった皇子だという噂うわさで、離り宮きゆうから出て来たためしがありません。けれどどうやら、彼の存在こそがアルモニアがアスファル帝国を選んだ鍵かぎらしいのです。簡単に言えば、ザーヒルはアルモニアに寵ちよう愛あいされている。彼を連れ去れば、神の力に頼たより切りのアスファル帝国の勝ち目はぐんと下がるでしょう」

　淡たん々たんと続けられた言葉に、ロディアとアルデア、さらにランセの間で視線が交かわされた。サイラスを信じよう、と決めたのは三人とも同じのようだ。

　それはいいが、任務があまりにとんでもない。

　ランセがすぐに発言しないようなので、とりあえずロディアが口火を切った。

「……サイラスさん。確かにそれは、ちょっと聞くと美味おいしい話に思えます。あなたの立場からして、アスファル側の情報が入ってくるのも理解できます。けれど、いきなりアスファル帝国の本土に上陸して皇子を誘拐せよというのは、無む茶ちやすぎませんか。レーン号の士官がいかに特別な力を持つとはいえ、能力者の数は艦かん長ちようを入れて五人だけです」

「正面から行っては、無理でしょう。だからこそこのわたしが陛下の密命を受け、アスファル側の協力者と調整をしていました。──後宮ハレムになら、入りこめます」

「……ハレム」

　聞き慣れない響きの単語を、ロディアは自分でも口に出してみる。

　それはマディス王国には存在しない宮きゆう殿でんの名だ。ある程度身分のある男女は別れて住まうべき、という習慣のあるアスファル帝国にのみ存在する、女性だけが暮らす宮殿である。そこには様々な女奴隷が集められ、皇こう帝ていの訪おとずれを待つわけだ。

「現皇帝はかなりの歳です。第一皇子、アシュラフにはすでにハレムが用意されていますが、この度たび、第三皇子のガーニムにもハレムが建てられることとなりました。わたしの知り合いの推すい薦せん状があれば、それなりに身分のある女奴隷としてハレムに入りこめます。そこからなら、うまくすれば様々な情報を集め、第七皇子に近づくことも可能になりましょう」

　なるほど、そういうものか、と聞いてしまったロディアだが、ランセはいきなり椅子いすを蹴けって席を立った。彼はあからさまな怒いかりの表情を浮うかべ、サイラスに食ってかかる。

「ちょっと待ってください。そりゃ、あれですか。まさかとは思いますが、ロディアをハレムに潜入させてどうこうしようって話ですか？」

「そうです」

（──そうか。そういう話か）

　今さら事情を吞みこみ、さすがのロディアも奇き妙みような気分になった。

　自分が女性であることを忘れた覚えはないが、レーン号ではあえて性別を意識させられることもなかった。ランセたちだって肌はだに刻まれた【旧神】の名を隠かくすためにそうそう素す肌はだは見せないし、ロディアが水兵にやけに騒さわがれるのも、ランセが皆にうっとり見られるのと似たようなものと感じていた。

　だからいきなりハレムに潜入と言われても、ぴんとこないのだ。

　そんなロディアとは対照的に、ランセはむきになって叫さけぶ。

「冗じよう談だんじゃない！　こいつは軍人ですよ。闘たたかうために俺の船に乗ってんだ。それがなんでそんなわけのわからねーことになるんです！　冗談じゃねえ、どんな侮ぶ辱じよくですか、それは！」

　侮辱、と言われると、サイラスもわずかに不快げに眉まゆを動かす。

　ロディアは腰こしを浮かしてランセの袖そでをつかみ、彼を強く見つめた。

「ランセ！　言い過ぎだぞ。どうしたんだ、いきなり。確かに急な話で私もぴんとはこないが、うまくいけば好機には違ちがいないだろう」

　ところが、ランセは少しも退かずにロディアを睨にらみ、同時にアルデアを指さした。

「ばか言ってんじゃねえ。ハレムに潜入とかな、そういう類たぐいのお色気ネタはアルデアにやらせときゃいいんだよ！」

「残念ながらランセ、わたくしは中身は完かん璧ぺきに男でしてよ。わたくしの色気と美び貌ぼうでひとがよろめいているのを見るのは大好きですけれど、それ以上は我が慢まんなりませんし」

「そりゃ知ってるけどよ、そこをどうにかしてこその男だろうが！」

「待て、そこをどうにかして、うっかりどうにかなってしまったらまずいだろう！」

　あんまりにもあんまりなランセの主張にロディアが叫ぶと、ランセはいつもより少し低く、切せつ羽ぱ詰つまった声で訊きいてくる。

「ロディア、お前はそれでいいってのか？」

　どうなのだろう。正直なところ、抵てい抗こうはある。さっきからロディアの胸の奥はどんどん重く、不ふ透とう明めいな何かで覆おおわれていっている。しかし、耐たえきれないほどのつらさとも思えなかった。

（死ぬわけではないんだ。ランセたちのように、寿じゆ命みようを引き替かえにするわけでもない。だとしたら、あとは些さ細さいなことだ。おそらくは）

　きっと平気だ。きっとできる。むしろ、やってみせなくてはならない。

　それが自分の任務なら。国のためになることなら。誰だれかを守ることに繋つながるなら。ひるむことなどないはずだ。

　ロディアは自分に言い聞かせ、ランセをじっと見つめ返す。

「──私にしかできないことだろう？　ならば、達成してみせる」

　ランセはしばらくロディアから視線を離はなさなかった。硝子ガラスの青い瞳は不思議に光を失い、緑の瞳だけが激情を潜ひそめていた。だが、結局彼が口にしたのは一言だけ。

「……俺は反対だ」

　重く言い置くと、ランセはすっと身を退き、サイラスに会え釈しやくをする。

「失礼。傷が痛むので、今日はこのへんで失礼します」

「ランセ……」

　ロディアが声をかけても、もはやこちらへ視線を向けることもなく、ランセは美しい中庭から出ていった。
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（──わからない。何をあそこまで怒おこる必要があるんだ、ランセは）

　その夜、ロディアは総そう督とく邸ていの一室で鏡台と向き合っている。

　薄うすく開けた窓から夜風が忍しのびこみ、鏡台に置いた燭しよく台だいの炎ほのおが揺ゆれた。

　鏡に映る女の顔は、少し途と方ほうに暮れている。

（それにしても、私はアスファル帝国のハレムに入れるほどの美人か？）

　根本的な問題にぶちあたり、ロディアは髪かみを梳とかす手を止めた。

　顔の造作は、悪くない──と、思う。

　愛らしいというよりは中性的な雰ふん囲い気きがあるのはごまかしようがないが、これはアルデアにもらった日焼け止め軟なん膏こう以外に化け粧しようをしていないからでもある。ちゃんと化粧をすれば顔は変わるし、ドレスだってものによっては似合う、はずだ。髪も荒あれないように、できるかぎりは手入れをしてきた。

　しかし、だからといって美人かどうかというと、判断はつきかねる。

「……やれやれ。今さらこんなことで悩なやむはめになるとは」

　小さな声でつぶやき、ロディアは馬毛のブラシを鏡台に置く。総督邸では士官たちにはひとり一室が与あたえられており、白と青みがかった緑、ほんの少しの鈍にぶい金で彩いろどられたこの小部屋にはロディアしかいない。

　いっそ誰かと相談できれば心も落ち着くかと思うが、誰と話すかが問題だ。

「むしろ、直接ランセを説得するのが早い、か」

　そう口に出してみると、これが一番しっくりくる考えだとわかった。

　ロディアは他ほかのレーン号の士官のことも信じているし、大好きだ。

　けれど、ランセは特別なのだ。彼女が忠誠を誓ちかった相手はランセだ。守ろうと決めたのもランセ。彼の気持ちがいつも手に取るようにわかるわけではないけれど、それでもある程度は理解していたいと思う。大事な思いを共有していたいと思う。

（ひとりで考えこむのは性に合わない。話しにいくには不作法な時間だが、まあ、今さらだろう。艦かん上じようでは真夜中だろうがなんだろうが、顔を合わせたら話をしていたわけだし）

　ロディアは白いロングドレス風の寝ね間ま着きを見下ろし、さすがにこれはまずい、と部屋の隅すみの衣装棚だなをあさった。そこにあった若草色のガウンをきちんと身につけ、鏡の前に置いてあった燭台を取って回かい廊ろうの様子をうかがう。

　中庭をぐるりと囲む回廊に、人ひと影かげはなかった。こぽこぽと噴ふん水すいから水が零こぼれ続ける音が心地ここちよい。ロディアは回廊に滑すべり出て、中庭を挟んで反対側にあるランセの部屋へと向かった。

「……ランセ。こんな時間ですまないが、起きているか？」

　閉じた扉とびらを軽く叩たたき、控ひかえめに声をかける。

　しばらく待ったが、特に返事はなかった。熟じゆく睡すいしているのか、とも思うが、それも少し珍めずらしいことのように思う。

　普ふ段だんのランセは、いつでも呼ばれればすぐに飛び起きられるよう、眠ねむりがとても浅いのだ。

（ひょっとして、具合でも悪いのか？）

　ふとそんなことが気になってしまい、ロディアは扉の取っ手に手をかける。

　内側から鍵かぎがかかっている様子はなく、取っ手はすんなりと動いた。

「ランセ？　無事か？」

　一応声をかけ、扉を大きく開く。中庭に落ちていた月光が、わずかに室内の床ゆかを照らした。

　燭台を手に一歩踏ふみこむと、寝しん台だいに横たわっている人影があるのが見える。

　少しも動かない影かげが気になり、ロディアは足早に寝台へ歩み寄った。

「……ランセ」

　枕まくら元もとの小しよう卓たくに燭台を置き、寝台の端はしに腰をかけてランセの顔をのぞきこむ。

　敷布の上の彼の横顔は不自然なほどに白く、少し苦しげに見えた。

　ロディアはなるべくそっと彼の額に触ふれ、思わず顔をしかめる。

（酷ひどい熱だ。布でも水に浸ひたしてくるか。むしろアルデアに言って、何か薬を──）

　とにかく何か対処を、と立ち上がろうとしたとき、不意にランセに手首をつかまれた。

　なんだろう、と思ったときには視界がくるりと回転し、ロディアは寝台の上に押しつけられている。

「……どうした？」

　驚おどろきのあまり、ロディアはそれだけしか訊けなかった。

　どうしてランセがこんなことをするのかさっぱりだった。

　けれどランセは答えない。彼の顔はちょうど深い影に隠れて、どんな表情をしているのかすらわからない。とにかく身じろごうとしたとき、ロディアは自分がほとんど動けないのに気づいた。ランセの両手が、自分の両りよう腕うでを押さえこんでしまっている。

　──体勢的にも、腕わん力りよくの差からしても、簡単にはねのけられるわけがない。

　自覚すると、いきなり身体からだがかっと熱くなった。

　頭の芯しんが熱を持って、体中が震ふるえた。怒り？　羞しゆう恥ち？　混乱？　とにかく、こんなのは嫌いやだ。こんなのは駄だ目めだ。脳が自動的に数年前の記き憶おくを引きずり出す。近衛の上司に押し倒たおされたこと。あの屈くつ辱じよく。以来、彼を蔑さげすみの目でしか見られなくなった自分。

　あんなふうにしかランセを見られなくなるのは嫌だ、絶対に。

　押さえつけられたままの手で拳こぶしを握にぎり、震えを抑おさえこんで、ロディアは強く囁ささやく。

「なんのつもりだ、ランセ！　思うところがあるなら言葉で言え！　私に、あなたを軽けい蔑べつさせるな！」

　応こたえるように、ランセが小さく笑う。

　その声がまるで少女のように高く、やけに不自然なのを聞いて、ロディアははっとした。
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　すぐさま視線を鋭するどくし、闇やみの中で彼の顔を見上げる。

「貴様──ミラか」

　ミラ。ランセに憑ついた旧神。

　運命を司つかさどり、旧神の中でももっとも強力で混こん沌とんに満ちているとされる神。

　もとより魔ま法ほうや旧神に近い種族であるランセは、ともすればミラの意志に己おのれを吞のまれそうになるのだとは聞いていた。今回もそのような事態なのだろうか。

（しかし、戦せん闘とう時でもないのにランセが【ミラ】を召しよう喚かんするわけがない。【ミラ】のほうから勝手に出てきているとしたら──かなりまずい事態じゃないのか？）

　嫌な予感に胸は騒さわぐが、ロディアはとにかく瞳ひとみの力を緩ゆるめなかった。

　ひととは比べものにならない力を持つ旧神に対たい抗こうするには、これしかない。旧神が嫌きらう石榴ざくろ色の瞳でねめつけること。それでも駄目なら、石榴の瞳の持ち主の血を捧ささげること。

　闇の中でミラの金色の瞳が光ったように見えたのは、気のせいだろうか？

　そうしている間にも冷たい指がロディアの手首に食いこみ、得体の知れない不安定な声がロディアに囁く。

『ミラかもしれない。そうではないかもしれない。ミラはお前を嫌っているからこうしているのかもしれない。でも、ひょっとしたら、この男自身がこんなふうにしたいと思ってるのかもしれない。大好きなロディアに他ほかの誰だれかが触れるのなら、いっそ自分が──と思ってるけれど、この男にはできないのかもしれない。だから、わたしが手助けしてあげているのかも』

　ミラの声を聞いた耳から、触れられた肌はだから、全身が冷えていく気がする。

　高熱を出したときの悪お寒かんのような冷えと不快、えもいわれぬ不安が湧わき上がる。

　それでも、ロディアの心はけして暗くならなかった。

　これがミラの仕し業わざならそれでいい。旧神の悪さなら、自分の力と意志でどうにかすることができる。闘たたかってどうにかなることなら、絶望しなくてすむ。

「ばかを言え。何が『大好きなロディア』だ。私がそんな甘えたことを言う男についていくと思うのか？　私はランセにとってはただの部下だ。彼は仲間全部を、マディス王国に暮らす善良な人々のすべてを、心から愛している」

　少し安あん堵どして告げたロディアに、ミラはくすくすと笑いながら言う。

『ばかな子だ。この男もばかだ。なんで互たがいに憧あこがれあったりする？　お前たちが【運命神】と呼ぶ【ミラ】が言う。この男は、お前が戦場で死んだなら、一度だけ涙なみだを零すだろう。たまに海にお前のための酒をまいて、陸にあがった日には、お前の墓に花を一輪置くだろう。そうやってお前の死を許し、先へ歩いて行くだろう。その覚かく悟ごはあるだろう。でも、この男は昔、籠かごの鳥だった。お前が誰かの籠の鳥になるのは耐たえきれない』

　ミラの言葉は何やら予言めいて響ひびき、ロディアの心臓をじわりと冷やした。

　──ロディアが死んだ後のランセ。そんなもの、想像したこともなかった。

　彼はきっとポケットに手を突つっこみ、肩かたに軍服を引っかけて、海辺の墓地にたたずむのだろう。静かで悲しくて、優やさしい横顔を墓ぼ碑ひ銘めいに向けているのだろう。片手には一輪だけ、自分で手た折おった花をたずさえているのだろう。

（……嫌だ。そんなのは、駄目だ）

　酷い苦さと甘さを伴ともなう想像を振ふり払はらうために、ロディアは一度だけ首を振った。

　そして改めて、闇の中のミラを睨にらみつける。

「そんな言葉で私が惑まどわされると思うか？　お前が思うほど、ランセは簡単なひとじゃない。私もランセが思うほどか弱くはない。用がなくなれば、籠など蹴け破やぶって出て来てやる。気の向かない任務でも、やるからには結果をもぎとって帰ってくる。──去れ、ミラ！　ランセとの契けい約やくに従え！　それとも、また苦い私の血を浴びたいか!?」

　最後には鋭い怒ど声せいになった声に、ミラは不快げな声を立てて笑った。

　ロディアの手首を押さえた手から、ふっと力が抜ぬける。触れているだけになったランセの指に緩やかに熱が戻もどり、今まで感じ取れなかった彼の吐と息いきが辺りの空気を乱すのがわかった。

（ミラの奴やつ、今回は、割合素直に戻ったな）

　ひと安心したロディアが黙だまって様子を見ていると、やがて、ランセが不思議そうに言う。

「……ロディア？」

　何がどうなっているのか、彼自身にはわからないのだろう。

　いつもより少年じみた声に、ほっとすると同時になんと言っていいのか少し迷った。

「ああ。私だ。──その……」

「うん？」

「放してもらっても、いいか？」

「──っ、うわっ、悪い！」

　ほとんど飛び退のくような勢いで離はなれられ、ロディアはなんだかかえっていたたまれない気分になった。失礼にならない程度に急いで寝台から降り、ガウンの襟えりを整えながら言う。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだからな？　そう。その、あなたの名めい誉よに関かかわるようなことは何もなかった。ちょっと話があったものだから、私が勝手に部屋へ入りこんだんだ。もうろうとしているところに突とつ然ぜん声をかけたから、敵と間ま違ちがったんだろう。ところでランセ、傷の具合はどうだ？」

　こういうときはとにかく押しを強く！　とばかりにロディアはたたみかけるが、ランセはしばらく途と方ほうに暮れた様子で天てん井じようを仰あおいだ後、がっくりと肩を落とした。

「……お前を敵と間違うとか、んなことあるわけねーだろ……」

「そうか？　じゃあ、熱でうなされて──」

「……だから。……大体、事情は察しがついてるっつーの……」

　黙りこんでしまったランセがいつになく頼たよりなく見え、ロディアはついつい動どう揺ようする。

（事情を察しているというなら、ミラの仕業だとわかってるのだよな？　これは、私が元気づけていいところなのか？）

　……そんなことをしたら、ますますランセの立場がなくなる気がする。

　かといって立ち去る気にもなれず、ロディアはしばらく黙ってその場にたたずんでいた。

　そうしてどれくらいの時間が経たったのだろう。

　やがてランセがぽつりと言う。

「すまなかった」

　ど真ん中の謝罪の言葉に、ロディアはますます戸と惑まどった。

　上官で、年上で、男性で、かつては相当な地位も名誉も持っていたひとが、こんなにあっさり謝っていいものだろうか、と思ってしまう。

（でも、ランセはこういうひとだったっけな）

　すぐに思い直して、ロディアは小さく溜ため息いきを吐ついた。

　いつの間にか彼女の心も大分落ち着いている。ロディアは姿勢を正し、静かに返した。

「謝られても困る。あなたは怪け我がをしているし、私だって勝手に入ってきた引け目がある。それでもあなたが謝りたいなら、私はこう言おう。『許す』」

「……男前すぎるぜ、相変わらず」

　うめくようなランセの返事に、ロディアは小さく笑って寝しん台だいから離れた。

「横になったほうがいい、ランセ。正気に戻ったなら、膝ひざ枕まくらしてやってもいいぞ」

「勘かん弁べんしろよ……。『淑しゆく女じよのいる部屋で寝ねっ転がるなんて論外です』とか言って欲しいか？」

「艦かん尾び甲かん板ぱんではさんざん寝っ転がっているくせに、何を今さら。寝っ転がるのが嫌いやなら、せめて座ってくれ。そうでないと私が気になって仕方がない」

　ロディアが少し声の調子を落として言うと、ランセはしぶしぶといった感じで寝台に腰こしを下ろす。珍めずらしく素す直なおな彼の様子をちょっと微笑ほほえましく思いながら、ロディアはぽつりと言った。

「ランセ。いきなり蒸むし返すが、私は、やはり今回の任務を受けようと思うんだ」

「そうか」

　素っ気ない返答の後に、特に言葉は続かない。ロディアは少し困ったように首を傾かしげた。

「反対か？」

「まあな。ハレムなんか、中に入っちまったら最後、がっちがちの不自由な世界だぜ。そこでどんだけの活動ができんのか、って考えたら、得より損が多すぎるだろ」

　ランセは淡たん々たんと理り屈くつを言い、膝ひざの間で指を組む。

　視線は扉とびらのほうへ逃にがして、彼はしばらく黙って考えこんでいるようだった。

「……だけど、それでもお前がやってみせるって言うなら──俺にできるのは、そうだなあ」

　やがて何かを振り切るように言い、ランセは顔を上げた。

　ロディアを見つめ、いつも通りに、にやりと笑う。

「お前が危なくなったら、いつでもどこでも助けに行くぜ。ってことくらいか？　あ、これ、冗じよう談だんでも嘘うそでもねーからな？　俺が行くっつったらほんとに行くから覚悟しとけよ？」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな彼の言葉に、ロディアも小さく笑った。

　けれど、すぐに楽しい気持ちは逃げていってしまい、彼女はどこか悲しい顔で告げる。

「ランセ。──笑うな」

「は？　なんでだ？」

　きょとん、と聞き返されて、ロディアは少し言いよどむ。

　どう言えばいいのだろう。ただ、今は、ランセの笑え顔がおを見たくなかった。いつもは安心するはずの彼の笑顔に、逆に不安になってしまう。

　迷ったあげく、ロディアは正直に自分の気持ちを口に出す。

「いや。ただ、本当に楽しくはなさそうだったからな」

　すると、ランセのほうも何度か瞬またたいてから、つくづく深い溜息を吐いて頭を掻かいた。

「……ああ。そりゃまあ、楽しかないな。全然、楽しくはない。──まあ、なんだ。俺も大たい概がい根っこがガキのままだから。嫌なんだよなあ、ほんとに。仲間の、友達の、名誉っつーかなんつーか。そういうのが傷つけられそうな事態ってのが一番嫌だ。損得じゃねえ、単に嫌きらいなんだよ。女を仲間にするとこういうことになるのかとか、後こう悔かいするくらいなら最初からやめとけよ、俺、とか。地味に深く落ちこんだ。うん。ほんと、ガキな自分が嫌んなる」

　まるで幼い友達相手の告白みたいな話しぶりだ。つられてロディアも少女じみた気分になり、胸がじんとくるのを感じてしまう。

　そんな気分のまま、彼女はほろりと本音を漏もらした。

「私も同じだ。本当は、あなたの傍そばを離れたくはない。どうしても心配で仕方がない。何かあったら……いや、何もなくても、ただ、あなたの横に居たいんだ」

　返ってくるのは、沈ちん黙もく。

　ランセは片手で自分の口元を覆おおって、少しうつむいている。

（何か、言葉を。このひとを元気づけるようなことを、何か──）

　懸命に言葉を探して、ロディアはそっと彼の足あし下もとに膝をつく。そして、いつかそうしたように、自然にたらされていたほうの彼の手を取った。彼のはめている、古い金属の指輪に唇くちびるで触ふれて囁ささやく。

「──誓ちかう。無事に任務を遂すい行こうする。ちゃんと帰ってくる」

　自分自身にも誓うように囁くと、ランセに腕うでをつかまれた。

　今度は、振り払おうと思えば振り払えるくらいの強さだった。

　ランセはそのまま立ち上がり、ロディアの腕を軽く引く。

「立てよ、ロディア。俺、仲間にひざまずかれるのは好きじゃねえんだ」

「──ああ」

　自分は友人であるはずの国王にさも楽しげにひざまずくくせに、と思いはしたが口には出さず、ロディアは立ち上がる。

　気づくと、少し不作法なほど近い場所にランセの顔があった。

　さっきとは月の位置が少し変わったのだろう。部屋に深く差しこんだ月光が、ランセの緑の瞳ひとみを静かな色できらめかせている。

　彼は黙ってロディアを見つめ、彼女の右手をつかみ取った。貴婦人にするようにではなく、ただ無造作につかみ取って、指先に──薄うすい爪つめの上に、軽く口づける。

　柔やわらかな、優やさしい熱。

　なんの儀ぎ礼れいにものっとらない所作に、ロディアの心臓が軽く跳はね上がる。

　本当に心臓に悪いひとだ。……本当に。

　彼女が無意識に息を詰つめている間に、ランセは囁く。

「無事でいろ。必ず、俺のところに戻もどってこい」

（やっぱり──命令というよりは、お願いに聞こえる、な）

　どこかぼんやりとロディアは考えた。ランセの体温が不意に近く感じられて、一歩後ろへ下がる。そうしないとどうにも息がつまって仕方がなかった。

　よくわからないけれど、心臓も落ち着かないままのようだ。

「熱、酷ひどいな。薬でももらってこようか」

　ロディアが心配そうな声を出すと、ランセはすぐにいつもの調子に戻って笑った。

「このくらい大丈夫だって。俺は相当丈じよう夫ぶなんだよ。ネライダにしちゃ、奇き跡せき的なくらいにな。それより、お前のほうこそとっとと寝しん室しつに戻ったほうがいいぜ。さすがにその格好で俺と一いつ緒しよっつーのは、世せ間けん体てい的にまずいだろ」

「……だな。次からは気をつける」

　改めて自分の格好を見下ろし、ロディアは溜息を吐く。いくら男性と同じように任務をこなそうと頑がん張ばっていても、自分は女だ。それを忘れてはどうしようもない。

　ロディアは燭しよく台だいを取り、ランセの寝室を出た。

　ランセも見送ってくれるつもりなのか、回かい廊ろうまでついてくる。

　互たがいにごく普ふ通つうに「おやすみ」の挨あい拶さつを交かわして、ロディアは石の回廊を歩き出し、数歩行ったところで足を止めた。ガウンの裾すそを翻ひるがえして振ふり向いてみると、ランセはまだ回廊にいた。

　静かな無表情で、ロディアを見守っていた。

　なんとも名前をつけがたい感情が、いくつもいくつも浮うかんでは消えて、黙だまっていることができなくて、ロディアは彼に声を投げる。

「ランセ。もし私が、あなたの傍にないときに死んだら」

「よせ。そんな話は、まだしなくていい。お前は死なねーよ」

　ランセは緩ゆるやかに苦く笑しようして言う。

　こうやって部下を元気づけるのも、彼の仕事だ。わかっている。わかっているけれど、そんな言葉で少し安心してしまうのも本当だ。

　ロディアも少し悲しく笑って、せめて何かの気持ちを返せるように、祈いのりながら言う。

「ああ。……そうかもな。少なくとも、あなたより先には死なない」

「ばーか。俺は死人だっつーの」

　ランセは気楽に言って笑った。青い月光は、彼の影かげをくっきりと石の床ゆかに落としていた。
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「まー、とりあえず、賭かけますか」

「艦かん上じようでの賭と博ばくは禁止だ、っつって怒ど鳴なりたいとこだが、ここ、艦上じゃねーしな」

「お金を賭けてもわたくしにはまったく意味がありませんし、賭けに負けた人間は今まで隠かくしていたことをひとつ、みんなに話す、ということでどうかしら？」

　ランセ以下、レーン号の男性陣じんは口々に言って頷うなずきあった。

　正確に言うと、キニスだけは黙って頷いた。

　四人の目の前には、新たな荷の積みこみと修理、艤ぎ装そうを終えたレーン号が停てい泊はくしている。

　改めて相談した結果、ランセたちはレーン号でいち早く王都に戻り、この島の状じよう況きようその他を海軍省に報告。その後海軍省と国王の命令に従うこととなった。

　そしてロディアは、ここで別れてアスファル帝てい国こくへと向かう。ともすれば辛しん気きくさくなりそうな場面だが、レーン号の面々は、なんというか、相変わらずだ。

　命令ひとつで出航できる状態のレーン号を前に、ランセが厳おごそかな表情で告げる。

「ようし。じゃあ、みんな目を閉じろ。ロディアの女装が似合ってると思う者。挙手！」

　さっと一番に手があがったのは、意外にもキニスだった。

　眠ねむそうな顔して見るとこ見てやがるなあ、とランセが微び妙みような顔になっていると、ひらりとアルデアも手を挙げる。一応、ランセも自分で手を挙げておいた。

「わかった。次、似合ってないと思う者！」

　こうなったらこちらは言わなくても同じなのだが、せっかくなので続ける。

　案の定、カロルがひとりで勢いよく手を挙げた。

　ランセは腕を組み、陽光きらめく軍港を眺ながめて言う。

「あー。今から賭けるもの、変えるの、駄だ目めか？　美味うまい飯とか、酒とか」

「一体どういうことですか、それ！　大体艦かん長ちよう、今気づいたんですけど、女装が似合うだの似合わないだのって誰だれが決めるんです？　どっちつかずのすっごい微妙な線だったら？」

　勝手に目を開けて食ってかかってくるカロルの声を聞きながら、ランセは適当に頷く。

「そんときは、似合ってると思うもんと思わないもんの数で多いほうにすりゃいいんじゃねーか？　つーか俺は早くもこの賭けがどうでもよくなってきててだな」

「その反応から、大体今後の展開が読めてしまいますわねえ。暇ひまつぶしにもなりませんわ」

　アルデアがアスファル風の扇おうぎで顔に風を送って言い、カロルが反論しようと口を開きかけたところへ、涼すずやかなサイラスの声が響ひびいた。

「皆みなさん、お待たせいたしました」

　途と端たんに、ランセを始めとした全員がばっと振り向く。

　そこには、いつの間にやら華はなやかな輿こしが出現していた。極ごく彩さい色しきと金で飾かざられた輿は四人の男に支えられており、ランセたちの見守る中、ゆっくりと地面へ下ろされる。

　重い刺し繍しゆうをした側面の布が巻き上げられ、まずは白と銀を基調としたアスファル風の衣装をまとったサイラスが、少し誇ほこらしげな顔で降り立った。

「少し準備に手間取りましたが、時間をかけるだけの価値はありました。さあ、出ていらしてください」

「──ああ。ちょっと待ってくれ、まだ裾の扱あつかいに馴なれていない」

　輿の奥からレーン号の面々にとっては聞き慣れた声が響き、少々ぎこちない所作でロディアが姿を現す。

　最初に目に飛びこんでくるのは足下まである真しん紅くのドレスだ。どぎつい色だが、布の織りが複雑で角度によって色が微妙に変わるのが美しい。袖そでは引きずるほどに大きく広がって風通しがよいアスファル風、かつ、その広がった袖や襟えりを二本の濃こい空色の縁ふち取どりがぐるりとめぐり、さらにその間には様々な色の貴石が縫ぬい込まれている──という、これでもか、というほど手のこんだ豪ごう華かな衣装である。

「なんというか……さすがに、派手すぎないかな、と、思うんだが……」

　いつもより気弱なロディアの声に、レーン号の面々は一気に夢から醒さめたような面持ちになった。誰もが改めてロディアの顔を見つめ、どことなく怪け訝げんそうな顔になる。

　ロディアは辺りの異様な雰ふん囲い気きにかすかに引きつり、いたたまれなさそうに無数の金の飾りを連ねたレース状の首くび飾かざりをいじった。

「──やはり、おかしいよな？」

「綺き麗れいです」

　ものすごい美声が響き、ロディアは不意を突つかれて凍こおりつく。

　逆に、ランセたちは堰せきを切ったような大おお騒さわぎになった。

「誰かと思ったらてめぇか、キニス！　こんなときだけ喋しやべるんじゃねー！」

「マディス風のドレス姿なら見ていましたけれど、これは……少々問題のあるところがうまく隠れてしまってますわねえ。正直、こちらのほうがお似合いなのじゃありませんこと？」

　アルデアの言い方は皮肉げだが、灰色の瞳ひとみは楽しそうにきらめいている。

　真っ青な顔をしたカロルだけが、必死に叫さけんだ。

「いや、俺は認めてねーからな！　ロディアは軍服着て、女だろうが男だろうが口説いてるほうがお似合いだっつーの！」

「……カロルって、子供」

「ちょ……え、何、今の、ルーナ・ノア!?」

　涙なみだ目めのカロルを見つめて浅く頷いたのは、ロディアの後ろから出て来たルーナ・ノアだ。

　彼女は白と銀糸で作った、アスファル風の少年用の衣装を身につけている。ロディアの身の回りの世話をする召めし使いとして、一緒に潜せん入にゆうするためだった。こちらの格好はすっきりと品よく愛らしく、元から少年めいたルーナ・ノアにはよく似合っている。

（みんなの反応がやや不可解だが、多分これは好評ととっていいんだろうな）

　ここに至ってようやくそう理解したロディアだが、傍はた目めからすると好評も何も彼女は『いつもとは見るからに別人』だった。

　今のロディアはいつも下ろしっぱなしの長い金きん髪ぱつを美しく結ゆい上げ、金の飾りと鮮あざやかな貴石が揺ゆれる飾りを差したうえ、白く秀しゆう麗れいな顔をサイラスの侍じ女じよたちに念入りに磨みがき上げられている。おかげで常の凜り々りしさはすべて品のよい華か麗れいさに変わり、まるで高貴な大輪の花で作った花束のような雰囲気を醸かもし出していた。

　サイラスは傍かたわらに立ったロディアを見やり、上じよう機き嫌げんで語り出す。

「ここまで格調高いアスファル風の衣装になりますと、ひとを選ぶのです。もちろん容よう貌ぼうも美しくはっきりしていなくては駄目ですし、何より姿勢がよくないと駄目だ。威い厳げんというんでしょうか、そういうものすら要求する衣装なのですね。なかなか着られるひとはいないと思っていたんですが、もう、これが彼女にはあつらえたようにぴったりで、わたしは満足です」

「そう絶賛されるようなものかはわからないが──とにかく、こちらはこんな感じでやってみようと思う。レーン号を離はなれるのは辛つらいが、無事に任務が達成されることを祈っている」

　ロディアはレーン号の面々に向き直ると、そのときだけはいつものように敬礼をした。

　レーン号の面々も背を正して敬礼し、ランセだけが、少し崩くずれた敬礼を返す。

「ん。了りよう解かい。お前の働きに期待してるぜ、ロディア」

　ランセは笑って言い、くるりと踵きびすを返してレーン号のほうへ歩いて行った。

「艦長！　随ずい分ぶんあっさりですね。あれでいーんですか？」

　慌あわてて追いついてくるカロルに、ランセは振り返らずに声をかける。

「いいの。お前、ロディアがいないからって、寂さみしがって泣くんじゃねーぞ？」

「……それ、艦長でしょ、むしろ」

　どことなく呆あきれたように言われ、ランセはぴたりと動きを止めた。

　ランセは暗い殺気をにじませながら振り返り、カロルの襟をつかんで叫ぶ。

「ああ？　なんだ、てめぇ。普ふ段だんから優やさしくしてやってたらつけあがりやがって！　誰に向かって口利きいてやがる！　あとそこ、キニス！　なんでてめーは微妙に両手開いて待ち構えてんだよ、胸とか借りねえぞ、俺は！　むしろそれ、俺の役目だから！」

「相変わらずみんな清すが々すがしいほどのばかですわねえ。言っておきますけれど、わたくしは慰なぐさめませんわよ。目の保養が減ってつまらないのは、わたくしだって一いつ緒しよですもの」

　ことさら騒さわがしくばかをやりながら乗船していった男四人組だったが、出航した後の晩は、かなりぐだぐだの飲み会になったという。








６









「初めて帝てい都とに来たひとは、みんなみんなものすごく驚おどろくんですのよ。あなたみたいな北方の奴ど隷れいたちだって、帝都に来た途端に暗い顔なんかできなくなります。なぜって、それはもう見ていただけたらわかりますわ！」

　狭せまい輿の中、アスファル貴族に長く仕えていたという侍女がきゃっきゃと騒ぐ。

　ロディアはさっきからずっと彼女の相手をしていて、そろそろ喉のどが疲つかれてきたところだ。

「じゃあ、この布をめくって外を見てもいいか？」

「あら、駄だ目め駄だ目め！　『いいか？』ではなくて、『いいかしら？』ですわ！」

「……いいかげん、外を見てもいいかしら？」

「駄目です。ハレムに入る者は、修しゆ行ぎようをしている間も、ハレムに向かう間も、すでにハレムの主あるじの奴隷なのですわ。主のある女がほいほいと他ほかの男の視線にさらされるのははしたないですし、何より主に失礼です」

　笑え顔がおで答えられてしまい、ロディアはいささかげんなりした。

（女の生活については、マディスよりアスファルのほうがさらに制限が多いな）

　ロディアがサイラス推すい薦せんの教師をつけられ、彼の島と船の中で延々とアスファル語とアスファル女性の教養とやらを教えこまれ続けて一ヶ月弱。

　寝ねる暇ひまも惜おしむような日程ではあったが、もとより運動神経と記き憶おく力のいいロディアは、行ぎよう儀ぎ作法と踊おどり、アスファルの歴史などの基き礎そ知識に関してはそれなりの程度まで到とう達たつした。

　しかし皇子のハレムに住む女奴隷に求められる技能には果てがないらしい。

　次は楽器だ、詩の暗記だ、とひたすらにつめこまれるうちに今日の日を迎むかえてしまった。

（そろそろ外の空気くらい吸いたいんだがな。まあ、直接吸ったらむせかえる気もするが）

　サイラスの遠い親しん戚せきである貴族の輿こしに揺られながら、ロディアはちらと傍らのルーナ・ノアを見やる。完かん璧ぺきに少年にしか見えない出いで立ちの彼女を目にすると、ロディアの心は少しだけ休まった。彼女がいなければ、ロディアは自分がマディスの軍人だということを、つかの間信じられなくなったかもしれない。

　何しろ自分がまとうのは着慣れない素材のアスファル風ドレスだし、きらびやかな輿の隙すき間まから入りこんでくる外界の気配は、強きよう烈れつなまでの異国情じよう緒ちよに満ちているのだ。

　ものを売る人々の陽気なかけ声、彼らの振ふる鈴すずの音、遠くで響ひびく太たい鼓こ、アルモニアに捧ささげる独特の歌うような祈いのり、行き交かう馬やらくだの気配、それらに混じって漂ただよってくる、香こう辛しん料りようと甘い香こうの入り交じったなんとも言えない不思議な匂におい。

　すべてが渾こん然ぜん一体となって、ぬるい熱気と交わった後に輿の中まで届いてくる。

　ここはアスファル帝てい国こく首都、タウアム・ガンナである。

「私の主たるガーニム様のハレムは、ここから大体どれくらいなんだ？」

　ためしにロディアが訊きいてみると、侍女はなぜか誇ほこらしそうに言う。

「らくだで半日はかかる場所になりますわね。帝都には皇こう帝てい陛下と第一皇子アシュラフ殿でん下かのハレムがありますから、礼れい儀ぎ正ただしい距きよ離りを置いて建設されております。建物自体は大体できあがっているのですが、内装がまだということで、ガーニム殿下の奴隷の受け入れと教育はすべて、今向かっている皇帝陛下のハレムで行われるのですわ」

（皇帝陛下のハレム、か。うまいこと皇帝陛下にばったり、ということはないだろうが、何か情報が得られる可能性はあるな。気を引き締しめていかなければ）

　ロディアが最終的に狙ねらうのは、末の第七皇子の情報だ。

　まだ十代のうえ、離り宮きゆうにこもりきりという変わり者が皇帝や兄のハレムに現れるわけもないが、色々と噂うわさは飛び交っているに違ちがいない。

（問題は、私が女性たちの噂話に自然に混じれるかどうかだが）

　幼いころは父や兄に囲まれて元気いっぱいに育ち、その後は男だらけの士官学校に入ってしまったロディアだ。

　女性とつきあうのは大好きだが、お茶をしていても一緒に歩いていても、気づくと自分が男性役になって気を遣つかい、相手を守ろうとしてしまうのは避さけがたい。

（さすがに今回ばかりは男役というわけにもいかないだろう。となればとにかく控ひかえめに、目立たないよう振る舞まう作戦で行くか）
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　ロディアがひっそり心に決めていると、不意に外の喧けん噪そうが少しばかり静かになった。

　続いて輿がぴたりと止まり、先導役だった従僕が誰だれかと話しこんでいる声が漏もれ聞こえてくる。しばらく問答が続いた後、輿は再びしずしずと動き出した。

　輿全体が少々斜ななめになった様子からして、階段を上っているらしい。

「さあ、そろそろ着きますわよ。驚いてくださいましね！」

「驚く──というと、やたらと宮きゆう殿でんが広いとか？」

　侍じ女じよの浮うかれぶりを怪け訝げんに思って訊くと、相手は意味ありげに笑って黙だまってしまう。

　マディスの近衛をやっていたロディアとしては、滅めつ多たなことでは驚かない自信があるから複雑だ。とりあえず驚いたふりくらいはするべきなんだろうな、と思っているうちに、輿は慎しん重ちように床ゆかへと下ろされた。

「ガーニム様のロディア・アルバラード。外へ」

　妙みように甲かん高だかい声がロディアの名を呼び、同時に輿にかかっていた布が巻き上げられる。

　すかさずルーナ・ノアが先に外へ出て、ロディアが輿から降りるのを手伝ってくれた。

　ありがとう、と声をかける代わりにそっと彼女の手を握にぎり、ロディアは床へと降り立つ。

　そして──見事に言葉をなくした。

（……なんだ、これは）

　宮殿の玄げん関かん広間は確かに広かった。天てん井じようだって見上げれば首が痛くなるほど高い。

　だが、問題は広さではない。

　視界にどっとなだれこんでくるのは、凄すさまじく細かい装そう飾しよくの嵐あらしだったのだ。

　真っ白な天井と壁かべが、すべて繊せん細さいきわまるレース編みに覆おおわれているように見える。

　レース編みの幕が天井から幾いく重えにも、幾重にも垂れ下がり、中庭へ向かう壁も、ほとんどが白いレース編みでできている奇き妙みような広間──しかしそれは錯さつ覚かくだ。天井も壁も石造である。

　つまり、レースに見えたものは、白い石を信じられないような技術で削けずって作った透すかし彫ぼりなのだ。どれだけの腕うでの職人がどれだけの時間をかけたのか、もはや見当もつかない。

「……凄すごい」

「ほら、やっぱり驚かれたでしょう？」

　侍女が背後で笑っている。ロディアは悔くやしいとも思わず、何度か頷うなずいた。

（アスファル帝国は、図ずう体たいはでかいが年中暑くて時じ代だい遅おくれの国だ、と聞いていたのに。これは違う。全然違う。美意識はマディス王国とは別物だが、ものすごい文化には間ま違ちがいない）

　マディスにいたときの常識を思い切りぶち壊こわされて、ロディアは呆ぼう然ぜんと天井を見上げていた。その袖そでをルーナ・ノアに引かれ、ロディアは慌あわてて視線を引きずり下ろす。

　広間の真ん中では屋内だというのに白い噴ふん水すいが水を零こぼしており、その傍かたわらに光こう沢たくのある黒の長い上着を着た男が立っていた。彼の背にあるものを見て、ロディアは息を吞のむ。

（羽根……！　この男、ネライダだ）

　黒く艶つややかな一いつ対ついの羽根を揺ゆらし、男は軽く両手を広げた。

「ようこそ、神に愛されしガンナ宮へ。これより先、お前が暮らす世界を案内しよう」
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　今までロディアが知っていた『奴ど隷れい』といえば、マディス王国における有翼人種ネライダや有鱗人種フイズイたちだけだ。彼らは故郷をなくして久しい異人種で、定住する国を持たず、ひたすら人間たちに搾さく取しゆされる存在だった。

「なんというか──アスファル帝国にとっての『奴隷』というのは、マディス王国の『奴隷』とは根本的に違うものなんだな」

　ロディアはルーナ・ノアと一いつ緒しよに宮殿の回かい廊ろうを歩きながら、しみじみと言う。

　宮殿に着いた途と端たんにあちこち連れ回され、身体検査をされたあげくに風ふ呂ろに放ほうりこまれたロディアだが、その間一度も手ひどい扱あつかいは受けなかった。

　むしろ姫ひめ君ぎみ並みにかしずかれていたように思う。人工池か、と言いたくなるような広い湯船には新しん鮮せんな花びらが山ほど浮いていたし、すりこまれた香こう油ゆは心地ここちよく品のよい香かおりだったし、用意されていた着き替がえも豪ごう華かかつ着やすいものだ。

　サイラスの親戚の貴族からの推薦を受けているせいもあるのだろうが、以前無む理り矢や理り結けつ婚こんさせられそうになったときよりよっぽどマシな扱いだ。

　しかも、宮殿内では使用人にちらほらとネライダやフィズィの姿を見かける。

　最下級の奴隷や愛あい玩がん用ではなく、そこそこの地位を持っているらしき者も少なくない。これはマディスではけしてあり得ないことだった。

「でも、ここから出られないのは、一緒」

　ぽつり、と隣となりでルーナ・ノアが言うので、ロディアはそっと彼女の頭を撫なでた。

「心配してくれているのか？　とはいえ本当に籠かごに入れられているわけじゃない。この一区画なら、こうして勝手に歩き回ることもできるわけだし」

　ネライダの宦かん官がんらしき男は、ガーニムの奴隷たちが好きに歩いていい区画を説明した後にロディアを自室に案内し、あとは勝手にどうぞ、とばかりにとっとと立ち去ってしまった。

　おかげで自由になったロディアとルーナ・ノアは、他ほかの奴隷の姿を探して散策をしているというわけだ。

「それにしても、綺き麗れいな場所だ。いい風が通る」

　ガンナ宮を構成する建物はほとんどが天井の高い平屋建てか、せいぜいが二、三階建てで、いくつもの棟むねを通廊が繋つないでいるようだった。

　それぞれの棟が中庭を抱だきこんでいるので、どこにいても光と風を感じる。

　これが敵国でなく、自分が任務中でなかったら、どれだけ気持ちがいいことだろう。

　そんなことを考えかけて、ロディアは慌てて心を引き締め直した。

（ばかな。一歩間違えば殺されるかもしれない状じよう況きようなんだ。気を緩ゆるめるな）

　アスファル風のドレスが意外に動きやすいのはありがたいが、今のロディアはもちろん武器のひとつも持ってはいない。とにかく素す性じようがばれるようなことだけはするまい、と心に決めてアーチ状の通路をくぐりぬけると、不意に視界が開けた。

　そこは小さな町の広場ほどもある、まん丸な庭だ。

　白と灰色の石が貼はられた庭に、幾き何か学がく的に配置された花か壇だんが迷めい路ろを造っている。

　青や紫むらさき、たまに赤や黄色が混じる花々は、風が吹ふく度たびに甘い香りを振ふりまいて首を傾かしげる。

　花壇の真ん中には真っ白なレース編みの鳥籠のような建物があり、女性たちの楽しげな笑い声が途切れ途切れに聞こえてきた。

（──楽園みたいなところだ、本当に）

　旧神が信しん仰こうされていた時代は、ひとは死後は風のようなものになって大気中を漂ただようことになると信じられていた。しかし唯ゆい一いつ神アルモニアは、自分を崇あがめる者は死後、麗うるわしい花はな園ぞのにたどりつくのだと説いている。ここはまさしく、その楽園の模造品だった。

「行ってみよう」

　ルーナ・ノアに声をかけ、ロディアは透かし彫りの美しい東あずま屋やに歩み寄る。

　ふたりが入り口近くまでたどり着くと、女たちの笑い声がぴたりと止まった。

「皆みな様さま、私はロディア・アルバラードと申します。招かれざる客であるこの私が皆様の集まりを乱すことを、どうかお許しくださいますよう。日の沈しずまぬアスファルと、アルモニア神に、皆様のご健康をお祈いのり申し上げます」

　やたらと丁てい寧ねいなアスファル風の挨あい拶さつをして、ロディアは深く頭を下げる。

　東屋はなおもしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて背の低い出入り口からひとりの少年従者がやってきて、扉代わりの布をめくってロディアを内部へと誘いざなった。

　ロディアは彼に従って東屋に入りこみ、中の様子に思わず瞬く。

（これは……当たり前だが、見事に女性ばかりだな）

　網目状の光さす空間には真しん紅くを地色に様々な幾何学模様が躍おどる絨じゆう毯たんが敷しかれ、たくさんのクッションに埋うもれて十人ほどの女たちが床ゆかに直接座りこんでいる。お茶の途と中ちゆうだったのだろう。車座になった皆みなの真ん中には、銀盆ぼんに載のった金属製の茶道具一式が置いてあった。

「ご機き嫌げんよう。私はライラ・カフラマーン。あなた、ロスタム・ザイザフォーン様からの贈おくり物なのですって？」

　不意に投げられた言葉に、ロディアは声のほうを向く。

　ライラと名乗った少女は華はなやかな女性たちの中でもひときわ豪華な衣装をまとって、こちらをきつい目つきで睨にらんでいた。真っ直すぐな黒くろ髪かみに、長いまつげで囲まれた青緑の瞳ひとみの美少女だ。歳としはまだ十五やそこらだろうか。

（この子がこの場を仕切っている子だな。裕ゆう福ふくな家の子供なのかもしれない）

　ここはひとつ慎重に、とばかりに、ロディアはライラに向かって頭を下げる。

「ザイザフォーン様にはよくしていただいております」

　そつのない挨拶のはずだが、ライラは不ふ機き嫌げんに口をつぐんでしまった。

　とはいえ、周囲はザイザフォーンの名と、ロディアがアスファル語とアスファル様式の挨拶にそれなりに通じていることで大分安心したらしい。少しばかり空気が緩み、隣にいた少女がロディアの袖を引いて笑いかけてくれた。

「ここへ座って、ロディア。噂うわさには聞いてたけど、凄い金きん髪ぱつね。あと、目の色が珍めずらしい」

「そうですか？　髪かみはかなり荒あれ気味だったので、必死に修復してきました。目の色も、言ってみれば血の色ですので。不ふ吉きつだと思われないといいんですが」

「あら、そうなの？」

　ロディアの言いように、少女たちはなぜか戸と惑まどい気味に視線を交かわす。

　変なことでも言ったかな、とロディアが思っていると、ライラが嫌そうな声を出した。

「恥はじらいのないひとね、あなた。自分のことをそうやって悪く言うのは、自分の価値を落とすのと同じよ。そもそもあなたって、そうやってただ座っている他には何ができるの？　もちろん、しなを作ること以外でよ」

　できることといえば、剣けんと、操船指示と、縄なわを結ぶことと、最近は射しや撃げきも少々。

　そんな言葉を吞みこみ、ロディアはにっこり笑う。

「アスファル語はこの程度でお恥ずかしいのですが、北方の言語は大体どれでも話します。技芸方面では踊りを少々。歌と楽器は比ひ較かく的てき苦手です。故郷ではチェンバロを弾ひいたのですが、ここにそういうものはないでしょうし──ああ、あとは絵が最悪です。人間を描かいたつもりが芋いもになる」

　途端に周囲からぷっ、と吹き出す声がして、ロディアはますますきょとんとした。

（──そんなに面おも白しろかったか？　今の。レーン号の日々のお笑いに馴なれすぎたかな）

　密ひそかに悩なやむロディアを睨み、ライラは明らかな蔑さげすみをこめて言う。

「あら、それって、あなたには自分以外がみんな芋みたいに見えてるからじゃない？」

「そんなわけないでしょう。単に相手が綺麗すぎて手が追いつかないんです」

「き……綺麗すぎて、って」

　なぜか変な顔になるライラに、ロディアは軽く頷うなずいて続けた。

「はい。美しいひとを見れば、絵か詩のひとつでも捧ささげたくなるのがひとの心だと思うのですが、私が不器用なのでしょうね。その両方とも得意ではない。なので無ぶ粋すいとは承知で、見たそのままを口に出します。あなたのことも、褒ほめ称たたえても不ぶ躾しつけではないでしょうか？」

「不躾も何も──褒め称えられるのは当然だわ。私は、カフラマーンのライラですよ？」

　ライラが何かに張り合うように胸を張るので、ロディアは少し笑って言う。

「最初に拝見したときから、あなたの目に惹ひかれています。深みのある、青緑。こちらの方なら宝石の色で喩たとえるのでしょうが、私はどうしても海を思い出す。……そんな色の海を知っていますよ。温かな水と、少し冷たい水が入り交じる、晴れた海。とても豊かで、見ているだけで幸福になって、身を乗り出して、抱だきしめたくなるような海の色です」

　静かに言い切ってから、ロディアは我ながら変な比ひ喩ゆだな、と思った。

　以前は女性を見たら花や宝石や、神話に出てくる美しい乙女おとめたちを思い出した。なのに今は、目の前の少女の瞳に海を見ている。これではまるでランセみたいだ。

　周りはしん、と静まりかえってしまうし、ライラも妙みようだと思ったのだろう。戸惑ったように何度か唇くちびるを開け閉めして、結局視線をそらして言い捨てる。

「……あなた、変だわ」

「確かに、変な喩えでしたね。すみません。殿でん下かのご不興を買わないうちにおかしなところは直しておかないとな。でも、あなたが美しいのは本当のことですよ。誰だれもがその髪に、肌はだに、触ふれたくなるし、触れるのを恐おそれもするでしょう。自分が触れることであなたを損そこなってしまったらと思うと、怖こわいから。あなたが幻まぼろしであったらと、きっと怯おびえてしまうから」

　ロディアはなるべく穏おだやかな声で告げたが、ライラは視線を戻もどしてはくれない。

「ライラ様？」

　少し悲しい気分になって名を呼んでみると、彼女の肩かたはびくりと震ふるえた。

　そして、くすくすとあちこちから笑い声が零こぼれる。

「また変なことを言いましたか？　私は。どうもまだアスファルの習慣がわかってないな」

　ロディアは頭を掻かこうとして、髪を結ゆっているのを思い出して断念した。

　そんな彼女に、なぜか周りの少女たちはきゃっきゃと声をかけ始める。

「変っていうか、ね？　うん、変わってはいるけどね、面白いわ、ロディアは。正直すぎるほど正直そうだし」

「あのねー、あなた全然知らないみたいだけど、私たちがお仕えするガーニム様は、ものすごく剛ごう毅きな方なの。単純でわかりやすいところもあるけど、気分でなんでも決めちゃう感じ」

「陸軍大臣だもんね。ロディアのすぱっとしたところは結構受けそうかなあ。でも、変わった言い回しが気に障さわったらその場で終わり、って感じもするよね」

「そういうものですか。勉強になります」

　神妙な調子で答えながら、ロディアは聞いた話ひとつひとつを記き憶おくに刻んだ。

　場がすっかりと和なごむ中、ライラはまだしばらく顔をそらしたままでいたが、やがて無視されるのに我が慢まんできなくなったのだろう。少し赤くなった顔をロディアたちに向けて叫さけんだ。

「黙って聞いていれば、あなたたち！　何をいきなり馴な染じんでるの！　ガーニム様のご寵ちよう愛あいを一番に受けるのは、家いえ柄がら的にも容よう貌ぼう的にも、この私なんだから！」

「もちろん、私にライラ様と張り合おうなんていう気は全然ありませんよ。突とつ然ぜんずばっと斬きり捨てられるのは遠えん慮りよしたいだけです。──陸軍大臣ということは、総司令官とは別？」

　ロディアの問いに、ライラは虚きよを突つかれたように瞬またたいた。

「なんで別なの？　陸軍の一番偉えらいひとが、陸軍を指揮するんでしょ？」

「なるほど、そのほうが話は早いですよね」

　相づちを打ちながら、ロディアは今まで習った知識を脳内から引きずり出す。

（マディスでは軍隊は王家のもの、議会は政治家のものだ。アスファル帝てい国こくでは、本当に皇子たちがほとんどの政治を取り仕切っているのだな）

　サイラスから聞いた宮きゆう廷てい事情をなぞるかのように、女たちの話は続く。

「第一皇子のアシュラフ様が内務大臣でしょ？　あそこの後宮はいじめが凄すごいみたい。アシュラフ様、もうお子さん何人かいらっしゃるし。勢力争いが激しいよね」

「第五皇子のマイムーン様はどうなの？　かなりの美男じゃなかったっけ」

「第四皇子がお隠かくれになって、代わりに海軍大臣になられた方だよね。二十代半ば？　そろそろ奥様を迎むかえられてもいいとは思うけど、なんとなくあの方、そういうことに縁えん遠どおそうな感じがする。臣下には色々変わった方を召めし抱かかえられるのがご趣しゆ味みだっていう話だけど」

「でもでも、女性に縁遠いって言ったら、第六皇子のハイル様のほうよ。女性より芸術に恋こいしてらっしゃるみたいだし。ここだけの話、お体が相当弱いみたい」

「──では、第七皇子は？」

　ロディアが問うと、急に辺りが静まりかえる。

　女たちの視線が一いつ斉せいにロディアのほうを向き、『それは駄だ目め』『喋しやべるな』と、ありとあらゆる手て振ぶり、身み振ぶり、目配せで伝えてくる。

　これは駄目だな、とロディアが小さくなったふりで黙だまっていると、皆はまたすぐにかしましい会話を再開した。

「……で、第二皇子はお隠れになってるし、第三皇子のハレムってかなり美味おいしいはずよね」

「だけどまあ、うちはできればほのぼの行きたいよね、ほのぼの」

「だから！　それを決めるのは私だって言ってるの！」

　勝手に盛り上がる少女たちに、ライラが苛いら々いらと声をあげる。

　彼女が段々愛らしい妹みたいに見えてきて、ロディアは小さく笑って言った。

「きっと、ここのハレムは大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。ライラ様は優やさしくて愛らしい方だから。ハレムもほのぼのと愛らしい場所になるんじゃないかな」

「──っ、どうして初対面でそんなことがわかるの？　私はあなたが思うより、怖くて残ざん酷こくなこともできる女ですからね!?」

　ライラはロディアを睨にらみ、懸けん命めいに主張する。もっともその声にはほとんど棘とげがなくなっているのがわかったので、ロディアは軽くからかうように返した。

「怖くて残酷、というと……虫を殺したりとか？」

「そんなのは召めし使いの仕事よ。私ならもっと──」

　ライラが大おお真ま面じ目めに続けようとしたところで、いきなり他ほかの少女が悲鳴をあげる。

　ロディアは素す早ばやく反応して振ふり向くが、特に辺りにおかしな気配はない。

　怪け訝げんに思っていると、隅すみに控ひかえていたルーナ・ノアが、無言で庭の向こうを指さした。

　花か壇だんの迷めい路ろをとぼとぼとこちらに歩いてくるのは──

「犬だわ！　誰がこんなところに犬を入れたの？」

「誰か！　誰か、あれを連れて行きなさい！」

（なんだ、ただの犬か。小さくはないが、瘦やせているし、病気でもなさそうだ）

　ロディアは拍ひよう子し抜ぬけするが、ハレムの女たちは慌あわてふためいている。

　他の従者たちも躊躇ためらいがちな中、ルーナ・ノアはさっさと東あずま屋やを出て、犬のほうへと歩み寄っていった。

「……失礼」

　ロディアも周りに一言断ってから、ルーナ・ノアを追う。

「ちょっと、やめなさいよ、あなた！」

　女たちが背後で金切り声をあげ、反応した犬が低いうなり声をあげる。

　その前にルーナ・ノアが立ちふさがり、無言で犬をじっと見下ろした。感情の色のない紫むらさきの瞳ひとみに、犬は一いつ瞬しゆんびくりとした後、うなりながら、じりり、と後ろへ下がる。

「ルーナ・ノア。いいよ、私がやってみよう」

　ロディアはルーナ・ノアの肩に手を置き、自分が前へ出てしゃがみこんだ。

　犬と目線を合わせ、『敵意はないぞ』と、心で語りかける。昔から父は犬が好きだったから、この種の獣けものの扱あつかいには慣れていた。まずは恐れないのが一番なのだ。

　しばらくそうして見つめあっていると、あるとき犬はふっとうなるのをやめ、とぼとぼと近づいてきてロディアの手の匂においを嗅かいだ。ここまで来たら、犬の警戒心は大体解けたと思っていい。

「いい子だ。みんなが騒さわいですまなかったな。あれは威い嚇かくじゃなくて、怯えているんだ」

　ロディアは笑え顔がおになってわしわしと犬を撫なでてやると、犬も軽く身体からだをすりつけてくる。

　ルーナ・ノアはそんなロディアをどこか不思議そうに見守っていたが、不意に瞳を冷やして遠くを見やった。彼女の微妙な雰囲気の変化に気づき、ロディアもすぐに顔を上げる。

　ルーナ・ノアが見ているのは、どうやら円形の庭を囲む筒つつ状じようの建築物の一角のようだった。

　円柱がずらりと並んだ一階部分から、ゆっくりと近づいてくる人ひと影かげがある。

（これまた女か。しかし、さっきまでの子たちとはいささか種類が違ちがうな）

　東屋にいたのは誰もが十四歳から十七歳程度のたおやかな娘むすめたちだったが、新たにやってきた女は、おそらく十九のロディアと同い年くらいだろう。

　しなやかな長身を黒いドレスに包み、肩には煙けむったような灰色の巻き毛をたらしている。

　彼女は音もなくロディアの眼前まで歩いてくると、どことなく暗く濁にごった青い瞳で彼女を見つめて言った。

「犬が好きなのかい？　西から来たお人形さん」

「ええ。犬は愛あい玩がんされるだけでなく、仕事の相棒にもなる獣です。情も細かいし、忠義だ」

　淡たん々たんと答えながらも、ロディアは直感していた。

　──犬を庭に入れたのは、この女だ。

　ロディアの勘かんを肯こう定ていするかのように、女は余よ裕ゆうたっぷりに目を細めて言う。

「だけどアスファルじゃ、人間は犬を飼わない。犬は全部野犬だよ」

「不思議ですね。猫ねこなら大たい抵ていの家で飼っていると聞きましたが」

　ロディアが首を傾かしげてみせると、女は薄うすく笑って彼女の二の腕うでをつかんだ。

　そのまま無む理り矢や理り引き立たされ、ロディアは痛みに軽く顔をしかめる。

（女にしては、結構な腕わん力りよくか）

　冷静に判断するロディアの顔を改めてのぞきこみ、女は囁ささやいた。

「そうだねえ。アスファルの人間はみんな、気まぐれなのが好きだからかな。あんたは忠義な犬？　それともひっかく猫かな？　そっちの従者も、随ずい分ぶん綺き麗れいな子こ猫ねこだね」

　女の視線がルーナ・ノアに向くのを見て、ロディアは初めて目の前の女に軽い敵意が湧わくのを感じる。ただでさえここでは女であることを隠しているルーナ・ノアだ。

　何か危険なことがあれば、ロディアがなんとしてでも守らねばならない。

　そこへ、不意にライラの声が響いた。

「シャムス……あなた、私のお茶会には手を出さないように、って言っておいたはずよ」

「──ライラ様？」

　意外な人物の登場に、ロディアは一度だけ瞬いてから振り向く。

　ライラは取り巻きを引き連れてたたずみ、シャムスと呼んだ長身の女を睨みつけていた。

　──これはひょっとして、ロディアを助けに来てくれた、ということなのだろうか？

　ロディアが驚いて見つめると、ライラの表情が明らかに怯おびえを含んでいるのがわかった。

　シャムスのほうは動じた様子もなく、ロディアの腕をつかんだままライラに顔を近づけた。

「だけど、この子はまだお茶会の仲間には入ってないんだろ？」

「それは──そうですけれど」

　ライラは至し近きん距きよ離りでシャムスと目を合わせただけで、真っ青になって口ごもる。

（……これは、ライラもこいつに怖こわい目に遭あわされたことがあるのかもしれないな）

　ロディアは不快感に眉まゆ根ねを寄せるが、シャムスはそんなことには気づかない。彼女はどこか蛇へびを思わせる、鋭するどく毒のある口調でライラに囁いた。

「だったら口を出すんじゃないよ。あたしが誰だれと仲良くしようと、あんたには関係のないことだろう？　それとも、あんたがあたしのお気に入りになってみる？」

「誰があなたなどと！　汚けがらわしい、とっとと私の目の前から消えて！」

　ライラはいくらかの涙なみだを浮うかべつつも、背筋を伸のばして必死に叫さけぶ。

「ああ、消えるとも。あんたみたいな小こ娘むすめの代わりに、この子があたしと来るならね。どうする？　お人形さんと、子猫ちゃん」

　シャムスはけらけらと笑ってから、ロディアとルーナ・ノアにやんわり訊たずねた。

　こんなふうに言われたら、ロディアが躊躇うわけはない。彼女はしれっと一礼して言う。

「ご用があるのならお供いたします。講義の類たぐいは明日からということで、暇ひまですし」

　ロディアの答えに、ライラはぐっと唇くちびるを噛かんだ。しかし、彼女はそれ以上何も言えない。

　ロディアはライラが少し心配になってきてしまい、せめて優しく声をかける。

「それでは失礼いたします、ライラ様。お気に召めしましたら、またお茶会の末席に加えてくださいね。海の瞳の君」

　ライラの答えがないのを少し気がかりに思いながら、ロディアは一見おとなしく、シャムスの後へとついていった。
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（それでいきなり個室に連れこむというのも、なんともひねりのない話だな）

　身も蓋ふたもないことを考えながら、ロディアはシャムスの個室の床ゆかに座っている。

　こんな立場になるのは、ロディアにとっては初めての経験だ。不安よりも不思議な気分が先に立つ。ルーナ・ノアはどうだろう、と隣となりを見ると、薄い紗しやの向こうにいるシャムスをじっとねめつけていた。

　ひょっとして守ってくれるつもりなのかもしれない。心にほんのり温かいものを感じて、ロディアはルーナ・ノアの頭を軽く撫でた。

　そこへ、幾いく重えにも垂れ下がった紗をかき分けてシャムスが帰ってくる。

「おや、仲良しだね。本当に姉弟きようだいの猫みたいだ。ほら、餌えさだよ」

　床に置かれた銀の皿には、様々な果くだ物ものを丁てい寧ねいに干したものが彩いろどりよく載のっていた。

（毒とまではいかないだろうが、眠ねむり薬ぐすりのひとつも仕こんであると面めん倒どうだな）

　すぐそんな発想になるあたり、ロディアも大分アルデアに感化されたのかもしれない。

　軽い会え釈しやくで謝意を示しつつも皿に手を伸ばさないロディアに、シャムスは薄笑いを浮かべて傍かたわらに腰こしを下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶさ、そう怯えることはない。お前はあたしのお気に入りにしたんだから。あたしに逆らわない限り、酷ひどいことはしやしないよ」

　ロディアとしてはひとのことを勝手に『私のもの』扱いする時点で結構酷い気もするが、そこはあえて言げん及きゆうせずに訊きいてみる。

「それはありがたいのですが、一体、私のどこがお気に召したのでしょう？」

「結構物もの怖おじせずに訊くね。その、ちょっとずれたところも悪くないけど、やっぱり気に入ったのは見た目だな。青ざめた月みたいな白い肌はだ。甘い糖とう蜜みつみたいな金の髪かみ。……かじってみたくなるね」

　甘い囁ささやきと共に、シャムスの濁った瞳が近づいてくる。ルーナ・ノアがぴくり、と動くのをさりげなく手で制し、ロディアは小さく笑った。

「私はお菓か子しではありませんよ」

「……お菓子みたいなものさ」

　シャムスはロディアの態度に少し顔をしかめて笑い、彼女の片手をつかみ取った。

　途と端たんに妙みような嫌けん悪お感かんが全身に走り、ロディアは自分でも少し不思議に思う。なぜ、手を取られるだけのことが、こんなに不ふ愉ゆ快かいなのだろう。

　その疑問は、つかんだ手のひらに軽く口づけられた瞬しゆん間かんさらに深まった。

（なんなんだ。ものすごく、こいつを殴なぐりたい）

　いくら乱暴な相手とはいえ、女性相手にこんな気分になったのは初めてかもしれない。

　ロディアはどうにか平静な表情と声を保ち、それでも少し冷たく訊いた。

「ああ、お気に入りって、そういう意味の？」

「やっとわかったのかい？　お前、本当にぼんやりだね。まあ、下手に逃にげようとしないほうがいいよ。あたしは腕力ではハレムの誰にも負けないんだ。そっちの子も、おとなしく見てな。あとでちゃんと可愛かわいがってあげるから」

　そっちの子、というのがルーナ・ノアを示しているのは明白だ。

　ぐっと相手の手に力がこもったのを感じたとき、ロディアは我が慢まんするのをやめた。

「そうですか」

　甘さの抜ぬけた声で言い、腕をひねってあっさり相手の手を外させる。

　ロディアはそのままシャムスの腕を取ると、くるりと相手をひっくり返した。

「──……!?」

　一体何が起こっているのか理解していない様子のシャムスをうつぶせに絨じゆう毯たんへ押しつけ、背中で腕をひねりあげる。さらに相手が暴れる暇を与あたえず、背中に膝ひざを載せて体重をかけた。

　そうしてシャムスを動けない状態にしてから、ロディアはそっと彼女に顔を寄せて囁く。

「……じゃあ、逃げるのはやめよう」

「お前……っ？　なんだ、今の……っ！」

　シャムスはやっと我に返って暴れ始めるが、完かん璧ぺきに固められた体勢は素人しろうとには覆くつがえしようがない。ロディアがランセに教わった体術のひとつだ。

「あまり動かないほうがいい。そんなやり方では外れないし、あちこち痛むだけだ。君はどうだか知らないが、私には女性を傷つける趣しゆ味みはないからな」

　今までの演技をかなぐり捨てたロディアの囁きは、低く鋭い。

　シャムスはぶるりと震ふるえ、ぎらつく目でロディアを睨にらんで叫んだ。

「……まさか……男じゃあるまいな、お前！」

「どうしてそんな発想になる？　私は正しよう真しん正しよう銘めいの女だよ」

「だったらどうして、さっきはあんなにおとなしくしてたんだ！」

　噛みつくように言って暴れるシャムスは、なるほど、女性にしてはかなり力がある。

　単純な体力、腕わん力りよくならロディアが負けるのだろうが、シャムスにはとにかく技わざがなかった。

　ロディアは彼女を押さえつけたまま、静かに続ける。

「今までは暴れる必要などなかったからさ。本来女性は乱暴に扱あつかうようなものじゃない。だが、私の従者やライラ様を苦しめようとするなら話は別だな。君、今まではその腕力で好き勝手してきたのか？　それでは男の最低な部類とまったく同じだぞ。情けない」

「わかったようなこと、言いやがって！　あたしだって……あたしだって、あんたみたいに綺き麗れいだったら、他ほかのやりようがあったさ！」

（私が、綺麗）

　しっくりこない言葉に首をひねりたくなって、ロディアはシャムスを見下ろした。

　彼女の暗い雰ふん囲い気きのある顔は少々繊せん細さいさには欠けるが、充じゆう分ぶん美人だとロディアには思える。

　ロディアは少しだけ瞳ひとみの鋭さを緩ゆるめて、シャムスに告げた。

「私が綺麗かどうかは、正直よくわからない。もう十九だしな。しかし、君は綺麗なひとだよ。怪あやしく光る南国の蝶ちようみたいだ。そんなにハレムでの人生を悲観することもないと思うが」

　ロディアとしては本心から言った言葉だったが、シャムスはいきなり顔をあげ、今にも噛みつきそうな勢いで主張する。

「あんたは全然わかってないんだよ！　もちろん、あの小娘たちだってね。ガーニム様は獣けものだ、いつだって血に飢うえてる！　ちょっとした手加減を間ま違ちがって女を殺しちまうことなんか年中だよ？　あたしの村は、ガーニム様に反乱の嫌けん疑ぎをかけられて丸ごと焼かれたんだ。結局なんにも……何ひとつ反乱の証しよう拠こなんかなかったのにだよ！」

「なんだと？　それは、本当のことか」

　唐とう突とつに明らかになった事実に、ロディアは思わず軍人口調に戻もどって目を瞠みはる。

　シャムスはロディアの変化など気にしていられない様子で、瞬またたきひとつせずに続けた。

「ほんとだよ。村人のほとんどが殺されて、生き残りはみんな奴ど隷れいになった。あたしなんか、よりによってガーニム様の奴隷ときたよ。はははは……ああ、あんたも、これ聞いちゃったからには何があってもここを出ることはできないねえ。いいかい、ロディア。あたしは、ガーニム様が憎にくいより先に、怖こわいんだよ！　あんな男のもとじゃ、一体いつまで生きてられるんだかさっぱりだ。だったら少しくらい、生きてる間に楽しい思いをしたいじゃないか？」

（……なるほど。これが、この美しいハレムの裏か）

　アスファル帝てい国こくの活気ある都。信じられないほどに美しい宮きゆう殿でん。姫ひめ君ぎみ扱あつかいの奴隷たち。

　ふと憧あこがれてしまいそうになるほど、ロディアがここで目にするものは美しかった。

　しかし、アスファル帝国がただ美しいだけの国のはずがなかったのだ。

　皇こう帝ていが強権を握る国では、ひとりの皇帝が、皇族が、ただの気まぐれで人々を踏ふみにじることができる。人々はそのことに怒おこるよりも、ただひたすらに怯え続ける。

　シャムスもその犠ぎ牲せい者しやだ。同情はできる。いくらでも。踏みにじられた彼女の村を、家族を、友人を思えば、目の奥が熱くなる。

　それでもロディアは冷静に目を細めて、刻むように囁ささやいた。

「それで、君の『楽しい思い』というのは、暴力でひとを屈くつ服ぷくさせることか？」

「ああ」

　間かん髪はつ容いれずに答えは返ってきた。ロディアは頷うなずき、静かだが迫はく力りよくのある声で告げる。

「そうか。では、君が暴力をふるう限り、私も同じ方法で君に対たい抗こうしよう。──二度は言わない。私と、私の従者に手を出すな。ライラ様にもだ」

　シャムスは暗い顔でロディアを見上げ、じっと石榴ざくろ色の瞳をのぞきこむ。

　そして不意に、わずかな怯おびえの色を見せた。

「あんた……あんた、ひと、を、斬きったことが、ある……？」

「……なんだ、急に」

　予想外の問いにロディアは少し戸と惑まどうが、シャムスはそれ以上追つい及きゆうしようとはせず、どこか悲しそうな顔になって視線を落とした。

「いや、いい。いいよ……。だけど、あんた、従者はともかく──ライラは？　さっき会ったばっかだろ。あの小こ娘むすめの、どこが気に入ったのさ？」

「彼女は一いつ瞬しゆんでも、私を守ろうとしてくれた。東あずま屋やから出て、君に対抗しようとしただろう。それこそ、初対面だった私のために。私はあの心に応こたえたい、それだけだ」

　そうなのだ。ロディアはまだ、こうして相手に対抗する力と技があるからいい。

　ライラは多分、腕力という意味ではまったくシャムスに抵てい抗こうできないだろう。なのに、恐きよう怖ふを押して出て来てくれた。ロディアにとって、彼女に報むくいるのは当然の話だった。

　ところがシャムスにとってはそれが意外な話だったらしい。

「それ、本気で言ってるのかい？……はん。これだから、愛される奴やつってのは嫌なんだ。まったくわけがわからないよ。するっと簡単にひとを愛して、自分も愛されてさ。愛されない奴は、どこへ行っても何をやっても、結局愛されないまんまなのに」

　やけっぱちのように言ったシャムスの身体からだから力が抜けたのを感じ、ロディアは注意深く彼女を放した。シャムスはのろのろと起き上がるだけで、すっかり戦意を喪そう失しつしている。

　そんな彼女を見つめ、ロディアは少し迷ってから告げた。

「──もう少し、早く会えればよかったな。君の村が無事だったころに」

　そうすれば、また何か違ちがっただろう。まだ何か、手を伸のべる方法があっただろう。

　もしくは、これからだってマディス王国がアスファル帝国に完全勝利するなり、ガーニムが戦死するなりすれば、シャムスも自由になれるのではないだろうか。

（……でも、そうなれば、また別の多くの人々が悲しみに沈しずむ）

　甘いとは思いつつも、ロディアは複雑な気分になってたたずんでいた。

　シャムスは床ゆかに座ってうつむいたまま、呪のろうように低い声を出す。

「──消えちまいな。あんたみたいのは、とっとと目立ってマイムーン殿でん下かに捕つかまっちまえばいいんだ」

「……？　どうしてマイムーン殿下の話になる。殿下はまだ、ハレムをお持ちではないと聞いたが」

「マイムーン殿下は珍めずらしい、へんてこな人間が好きだからさ。ちょっとでも目立つ噂うわさがある人間を見つけると、どこにだって引き取りにやってくるって話だ。ただし、実際に見て気に入らなかったらそこで終わり。……殺される」

（マイムーンもまた、人格者とは言い難がたい、ということか）

　ガーニムといい、マイムーンといい、どうもアスファルの皇子たちは一ひと筋すじ縄なわでいくような相手ではなさそうだ。マイムーンは人材好き、と記き憶おくして、ロディアはシャムスを見下ろす。

「君は随ずい分ぶん皇子たちの話に詳くわしいんだな、シャムス」

「あたしは生き残りたいからねえ。マイムーン殿下に取り入ることも考えたけど、ありゃ駄だ目めだよ。危なすぎる。あの第七皇子と仲良しな方だ。ご本人も色々とおかしいんだろうさ」

（…………！）

　やっと出て来た問題の第七皇子の話に、ロディアは密ひそかに息を吞のんだ。

　第五皇子マイムーンと、第七皇子ザーヒルは仲がいい。これはありがたい情報だ。

　ザーヒルは離り宮きゆうにこもりきりだというが、マイムーンは海軍大臣だ。

　マイムーンのほうなら、この宮殿にも結構頻ひん繁ぱんに顔を出す可能性がある。ハレムにいては接触は難しいかもしれないが、直接ザーヒルを探すよりは望みがありそうだった。

「そうか。それでは私も気をつけるとするよ」

　ロディアはもっと根ね掘ほり葉掘り訊ききたい気持ちをどうにか抑え、ルーナ・ノアを伴ともなって虫と視線避よけのための紗しやをかき分けた。

　シャムスに体術を見せた時点で、大分危ない橋は渡わたっているのだ。彼女にはこれからも睨にらみを利きかせるにせよ、これ以上ロディアが何に興味を持っているか知られてはたまらない。

　ロディアがシャムスの個室から回かい廊ろうに出ると、少し向こうのアーチ状の通路に人ひと影かげがあるのが目に入った。その人影は、ロディアに気づくなり、大急ぎで駆かけ寄ってくる。

　翻ひるがえる黒くろ髪かみに、ひときわ豪ごう奢しやなドレス。幼さの残る必死な表情──ライラだ。

　ロディアは少し驚おどろき、足を速めて彼女を迎むかえる。

「ライラ様。どうしたんですか、こんなところにおひとりで」

「ひとりじゃないわ。従者はいます。私がひとりで出歩くなんて、そんなみっともないことをするわけがないでしょう！」

　ロディアの前で足を止めたライラは、美しい褐かつ色しよくの肌はだをほてらせて懸けん命めいに主張した。

「いえ、そうじゃなくて、他ほかの皆みなさんは？」

「他のみんなは関係ありません。私が、あなたのことを心配してたんです！　まさか、何かご不満でも？」

（……ああ、なるほど。心配して取り乱している様子を、他には見せたくなかったのか）

　やっとライラの気持ちを察することができて、ロディアはかすかな笑えみを唇くちびるに浮うかべた。

「心配してくださって、ありがとうございます。私は無事ですよ、ライラ様。実は私、結構強いんです。シャムスがあなたに手出ししないよう、少し言い聞かせておきました」

「──本当？」

　ライラは驚きのあまり目を瞠り、ただの少女の顔に戻って言う。ロディアは深く頷いた。

「本当です。ライラ様は私を守ろうとしてくださいましたから。私も、できるだけライラ様をお守りしますね。そうしたいんです、私が」

「──ロディア……あの……っ」

　ライラは真剣にロディアの言葉を聞いていたが、その顔はますます赤くなってきた。そんな様子があまりに可愛かわいくて、ロディアは失礼にならないように、と願いながらほんの少しだけライラの髪かみを撫なでる。

「どうしました、ライラ様。……怖かったですか？」

　ライラはしばらく黙だまってロディアに撫でられた後、必死の面おも持もちで顔をあげた。

「あのね、ロディア。私、あなたのこと、お姉様って、呼んでもいいかしら……？」

（……あれ？　おかしいな。どうしてこうなるんだ？）

　異国のハレムまで来てこれなのか──というか、自分はどうしていちいちこうなってしまうのだろう。さすがのロディアも軽く眩暈めまいを覚えるが、相手はすでに大真ま面じ目めだ。

　ロディアもライラが嫌いなわけではないし、このハレムの権力を握ろうとしている彼女と仲良くなるのは、任務の上でも大事なことだった。

　ロディアは少し考えこんだ後、結局苦く笑しようして頷いた。
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　シャムスとの騒そう動どう以降、ハレムでの数日間はそこそこ平和に過ぎた。

　その間のロディアにとっての問題といえば、ガーニムに仕えるための講義についていけるかどうか、ということくらいだ。

「よくよく訊いてみたら、他ほかのみんなは大たい抵てい貴族と奴ど隷れいの子供や何かなのだものな。元から結構な教育を受けている。私に彼女らと同じことができるわけがない」

「でも、お姉様には別のことができますわ」

　すかさず隣となりから力強く言われ、ロディアは苦笑する。

「ありがとう、ライラ。君は随分私の助けになってくれているよ」

「当然です。能力と品位のあるものは、互たがいに助け合うものですもの」

　つん、と顎あごをあげて言うライラの高こう慢まんな仕草も、今となっては愛らしいばかりだ。

　ロディアはライラを見つめて微笑ほほえみ、手にしていた布を目の前に広げた。

「では、ついでにこの刺し繍しゆう、どうにかならないものかな」

　今日の授業はアスファル帝てい国こくに伝わる伝統的な刺繍だ。ロディアたちは教室となっている大部屋に集められ、さっきから地道な作業にいそしんでいる。

　ライラはしばしじっとロディアの布を見つめた後、真しん剣けんな顔で言った。

「この刺繍は、魚ですか？」

「……いや、鳥だよ、カンムリバト」

　ロディアは力なく訂てい正せいする。細かな書類作成は得意なロディアだが、細かな刺繍やレース編みの才能は皆かい無むのようだった。絵心のなさが響ひびいているのかもしれない。

　壊かい滅めつ的なロディアの刺繍を凝ぎよう視ししていたライラは、何度か頷うなずいて顔をあげた。

「心の目で見たらわかりましたわ！　ここが翼つばさで、ここが頭の飾かざりですわね？」

「……逆だ。いや、わからなかったら、無理はしなくていいから……」

　密かに傷ついてロディアが布を下ろしたとき、回廊をばたばたと走ってくる足音が響いてくる。何事だ、とロディアが視線を向けたところへ、見覚えのあるネライダの男が顔を出した。

「皆みな、急ぎ身み支じ度たくをして、黒の広間へ！　ガーニム様がいらっしゃる！　音楽と踊おどりで歓かん迎げいをするのだ！」

　急な話に、室内は一気に騒そう然ぜんとなった。

　女たちは大急ぎで刺繍を片づけ、身支度のために従者を呼び、個室へ走る。

「急げ、あと三十分もしたらこちらへ着かれる！」

　追い立てるネライダの声に、ロディアたちも慌あわてて立ち上がった。

（やけに急な話だな。まだ教育も終わっていない奴隷を見に来るとは。抜ぬき打ちの視察みたいなものか？　何か物ぶつ騒そうな話ではないといいが）

　教育の具合を確かめに来るくらいならいいが、ロディアはシャムスからガーニム皇子のことを聞いている。どうも今ひとつ楽観的にはなれなかった。

　それでもとにかく個室へ帰ろうとするロディアに、ネライダの男が声をかける。

「ロディア、お前は踊りには出なくていいからな！」

「──なぜです？　私も踊りならできます。なんなら背景の群ぐん舞ぶでも……」

　控ひかえめに反論するロディアに、ネライダは人差し指を突つきつけて言った。

「お前は容よう貌ぼうが目立ちすぎる！　群舞には使えんのだ。かといって、前に立たせるには技量が足りん。殿でん下かの横で、水パイプを持っていろ。それだけでいいから。いいな！」

　なるほど、そう言われれば納なつ得とくする。ここに集まった奴隷たちはほとんどがアスファル帝国の娘むすめたちだから、明らかに北方大陸系のロディアはどうしても目立つのだ。

「わかりました。行くぞ、ルーナ・ノア」

　ロディアは会え釈しやくして答え、周りの娘たちと同じように自室に帰って身支度を調ととのえる。せかすような銅ど鑼らの音に従ってロディアが黒の広間に駆けこむと、そこはまさしく大混乱だった。

　真っ黒な石と金色の装そう飾しよくで飾られた広間を、様々な衣装を着けた女たちが右往左往する。

　ルーナ・ノアが道具部屋から水パイプを盆ぼんに載のせて駆けつけ、ロディアが玉座へと向かう階段を数段上ったところで、早くもネライダの甲かん高だかい声が響き渡った。

「頭を低くせよ、空に太陽が再誕する！」

　その言葉を合図に、まだ持ち場についていない舞まい手たちも、楽師たちも、大きな扇おうぎを持った女も、階段の途と中ちゆうのロディアも、すぐさま床ゆかに這はいつくばる。

　騒さわがしい銅鑼の音がさらにしばらく続き、大気がびりびりと震ふるえた。

　そんな中、ロディアはふっと何者かの気配が目の前を通り過ぎたのを感じる。

　初めて出会う人間の気配。しかし、どことなく馴な染じんだ気配のようにも思える。

（これは……殺気、か？）

　馴染んだ気配の正体に思い至り、ロディアは這いつくばったままぞっとした。

　ハレムの中だというのに殺気をまとった男──アスファル帝国第三皇子ガーニムは、玉座の前で立ち止まると、低く深みのある声で囁ささやいた。

「なるほど、女ばかりだな」

　からかうような、笑うような声。しかし何も楽しんでいるようではない。

　そんな彼の声に、ネライダが歌うように答える。

「我らが太陽、偉い大だいなる皇こう帝てい陛下の偉大なる第三皇子、ガーニム様に申し上げます。我々一同は、ガーニム様にお会いできたことを心よりの幸福とし、ここにつたなき皆の芸を披ひ露ろうできることを、日の沈しずまぬアスファルと、アルモニア神へ心より感謝いたします」

「鬱うつ陶とうしい。何かやることがあるなら、とっとと始めろ。俺が飽あき果てる前にな」

　ガーニムの声からは、まだ殺気と倦けん怠たいを含んだ笑いが去らない。

　ネライダは今度は略式で礼をして、すぐさま舞い手たちに指示を出した。

「殿下に踊りを！」

　指示を受け、女たちは死から甦よみがえったかのように素す早ばやく起き上がり、改めて配置につく。銅鑼が鳴り止やみ、代わりに涼すずしげな弦げん楽がつ器きと、軽快な打楽器が鳴らされ始めた。

　ロディアも起き上がり、水パイプの盆を手に玉座の傍かたわらへと控える。

　ガーニムは金きん箔ぱくで飾られた黒こく檀たんの玉座にどっかりと座り、頬ほお杖づえをついて踊りの様子を眺ながめていた。ロディアが見上げた彼の横顔は精せい悍かんそのもの。褐色で彫ほりが深く、髪も瞳ひとみも炭のように黒い。端たん整せいと言ってもいい顔立ちなのだが、そう言い切れないのは目が異様にぎらついているからだろう。

（やはり、殺気だ。この男、少しも殺気を抑おさえようとしていない）

　ガーニムは戦場を見下ろすような目で踊りを眺めていたかと思うと、すぐに手を挙げる。

「退たい屈くつだ、次」

　彼の一言で音楽がぴたりと止まり、ネライダの指示でわらわらと次の舞い手たちが現れた。

　今度こそ、とばかりに楽師にも舞い手にもさらなる気合いが入るが、ガーニムは容よう赦しやなくまた手を挙げる。

「次は？」

　ガーニムの顔は薄うすら笑っているが、彼の声は明らかに冷えたままである。

　今まで舞まっていた女たちは真っ青になって下がって行き、今度はライラを中心とした一団が広間の中央に現れた。

　ここ数日の生活ではっきりしたのだが、ライラはハレムの娘たちの中でもとびきり優ゆう秀しゆうな舞い手だ。普ふ段だんなら滅めつ多たに失敗などしない。しかし今日ばかりは、何もかもが突とつ然ぜんなうえ、前の二組が早々に退出させられるという異常な状態なのが気になった。

（どうか──どうか、何事もなく済むように）

　ロディアは祈いのるように思い、広間中央を注視する。

　間を置かずに涼やかな音楽が始まり、ライラが優美に踊り始めた。たおやかな指が空気をなぞり、音をなぞる。まるで関節の位置を忘れたかのようなしなやかな動き。まるで自身がアスファルを駆かけ抜ける優やさしい風となったかのような、気品と色気の立ち上る舞だ。

　このときばかりは幼さの抜けたライラの表情もなんとも言えず美しく、広間からはつかの間、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが溶とけ消えた。

　ロディアもしばらく我を忘れて彼女の舞いに見ほれていたが、不意に背後の群舞にあり得ないものを見つけてしまう。──あの、見み間ま違ちがいようもない灰色の髪かみ。

（どうしてシャムスがライラの群舞にいる!?　あそこは、別の子の持ち場だ！）

　鼓動が跳ね上がり、ロディアはすぐにも立ち上がってライラのもとへ駆け寄りたくなる。だが、さすがにそんなことは不可能だ。せめて自分が群舞の中に入っていたのなら。

　いや、しかし、それでもこの状じよう況きようで何ができただろう？

　うずうずしながらロディアが見守っていると、案の定、もっとも激しい踊りの最中にシャムスが不自然に動いた。シャムスとのすれ違ちがいざまに、ライラが派手に転てん倒とうする。

　ライラははっとしてシャムスを見上げたが、立ち上がることができずに細い悲鳴をあげた。

　楽師たちは音楽を続けていいのかわからなくなり、曖あい昧まいに音が乱れる。

（よりによって、足を痛めたか……！）

　悔くやしさと恐きよう怖ふ、そして怒いかりでロディアの身体からだはかすかに震えた。

　シャムスに刺ささるような視線を向けるものの、相手は唇くちびるにかすかな笑えみを浮うかべて顔を伏ふせるだけだ。ざまあみろ、とでも言いたげに、堂々と広間中央に立っている。

　こうなってはロディアにはどうにもできない。まさかこんなにも取り返しのつかない場で、こんな復ふく讐しゆうをされるとは。

　唇を噛かむロディアの横から、不意にガーニムの少しだけ楽しそうな声がした。

「立て、女。お前は踊るためにここに来たのだろう？　ならば立て」

「──はい」

　ライラは皇子の声に顔をあげ、果か敢かんに立ち上がろうとする。

　しかしすっかり足をひねってしまっているのだろう、立つことすらできずに再び転倒した。

　それを見た皇子は緩ゆるやかに目を細め、不意に玉座から腰を上げる。彼は傍らの小こ姓しようからやけに実戦的な剣けんを受け取り、階段を下りていった。

「立てぬか。ならば、そんな足は要いらんな」

　ほとんど浮き浮きとした皇子の口調に、広間中の空気が凍こおる。

　──駄だ目めだ。ライラは、斬きられる。

　直感したのとほとんど同時に、ロディアは声をあげていた。

「ガーニム様」

　よく通るロディアの声に、誰だれもがぎょっとして視線を向ける。

　ガーニムもまた、ふと足を止めて振ふり返る。

　ぎらつく獣けものの瞳がロディアを見すえた。途と端たんに猛もう烈れつな殺気が吹ふき寄せてきて、ロディアはほとんど物理的にむせかえりそうになる。

「俺は、お前に喋しやべっていいとは言わなかったぞ？」

　異様な威い圧あつ感かんを含ふくむ、低い声。これは、物事を命じ馴なれた人間の声だ。言葉にしたことすべてが実現すると信じている男の声だ。己おのれを神とすら思う者の。

　そんな人間に、奴隷の立場から許可なく話しかけたロディアは、それだけで斬られても不思議はない。普ふ通つうなら恐怖で凍りつく場面かもしれなかった。

　しかし最初の衝しよう撃げきが去ると、ロディアの神経はかえって冴さえわたった。心は不思議なくらい落ち着いている。

（──そうか。私は頭の上を砲ほう弾だんが飛び交かうような状況を、何度も経験したんだものな）

　戦場では、常に死と隣となり合わせなのが当たり前だった。

　そんな中でもレーン号の仲間たちは妙に陽気で、特にランセは、戦いの前になるほど能天気に明るく笑っていたものだ。

　──笑え、ロディア。

　ランセの囁ささやき声を思い出すと、ロディアの胸は熱くなる。どんな場所でどんなことをしていようと、ロディアはレーン号の一員だ。ならば、このくらいでひるむわけにはいかない。

　彼女は冷静に、あくまで優美に頭を下げて言う。

「卑ひ賤せんな身が御おん身みにお声をかける無礼をお許しくださいますよう。もしもお許しいただけますなら、殿でん下かにひとときの暇ひまつぶしをご提供できるかと思いまして」

「ほう。女、お前も踊おどるのか？　俺にはあれの面おも白しろみがさっぱりわからん。着き飾かざって踊るだけなら、室内に山ほど蝶ちようでも放したほうがマシとは思わんか」

「私の踊りは、蝶にはできないものでございます。すなわち」

　ロディアはそこまで言って顔をあげ、ふっと石榴ざくろの瞳を冷やした。

　甘やかな女らしい表情を捨て、斬りこむような気持ちでガーニムを見つめる。

「真しん剣けんによる、命と命の取り合い」

　途端に辺りがざわつき、広間を取り囲むように配置されていた衛兵たちが色めきだった。

　対照的に、ガーニムの顔はぱっと明るくなる。

　彼はやっとロディアに向き直ると、浮き立った声で問いを投げる。

「ほう。お前は少々変わった女のようだな。暗殺者か？　俺の命を狙ねらいに来たか」

「いいえ、私は殿下のもの。殿下のお命を狙うなど滅めつ相そうもございません。ただ──退屈もまた、ひとを殺すと申します。私が殺したいのは、殿下の退屈でございます」

　ロディアの落ち着きはらった言いように、ガーニムは大きく顔を引きつらせ、凄すさまじい高笑いを辺りに響ひびかせた。

　楽しげに、嬉うれしげに、笑って、笑って、やっと笑いを収めて大きく頷うなずく。

「──面白い！　殺してみせろ。俺の退屈を見事に殺してみせたなら、そのときはお前の望むものをやろう。俺の正妻の座でもいい。金を持ってここから出て行くのでもいい。この小こ娘むすめの命でもいいぞ。俺は気前がいい男だ。……そう、気が向いているときだけはな」

　歌うようなガーニムの言いように、ロディアは内心ほっと胸をなで下ろした。

　うまくいった。やはりガーニムは、血と命のやりとりにしか興味のない男なのだ。

　ロディアは頭を下げたまま、それでも慎しん重ちように言う。

「ありがたき幸せ。では、私に剣と、対戦相手をお与あたえください」

「対戦相手は俺だ。それ以外に誰が居る？　お前は俺の奴ど隷れいだろう。──楽しませろ」

　ガーニムが楽しげに即そく答とうする。

　さっき感じた安あん堵どが丸ごと吹き飛び、ロディアはこめかみにうっすらと汗あせをかいた。

（皇子相手の立ち回り、か。相手に怪け我がをさせても死し刑けい、殺されたらそこまで。私に勝ち目はないな。もしもあるとしたら──ただひとつ）

　どうにかここを切り抜け、その評判が第五皇子マイムーンに届けば、ひょっとして拾ってもらえるかもしれない。ロディアが生き残る可能性は、今やそこにしかなかった。

　しかし、可能性がひとつでもあるならひるんでいるわけにはいかない。

「はい」

　彼女はきっぱりと答え、ルーナ・ノアに盆ぼんを渡わたして立ち上がる。

　そのまま軽かろやかに階段を下りると、ガーニムの小姓が華か麗れいな装そう飾しよくの曲刀を差し出してきた。

　持った途端に装飾過多ゆえの均きん衡こうの悪さを感じたが、仕方ない。

　ざわめき、青ざめながら場所を空ける舞まい手たちの視線を受けながら、ロディアはとっとと重い鞘さやを払はらい、広間の真ん中でガーニム相手に曲刀を構えた。

　ロディアの構えをひとめ見て、ガーニムはにやりと笑う。

「なるほど。形ばかりの剣を習った女かと思ったが──思ったよりも、面白い。……来い」

「では、参ります」

　剣を抜ぬかないガーニムに向かって一礼したかと思うと、ロディアは潔いさぎよく真っ向から斬りこんだ。

　同時に壮そう絶ぜつな殺気がひらめき、ロディアの剣をかいくぐってガーニムの剣が抜かれる。脇わき腹ばらを薙ながれる、と思った瞬しゆん間かんにロディアの身体は翻ひるがえり、ガーニムの剣を避よけていた。

　そのままロディアは背後からガーニムに斬りつける。

　きん、と美しい金属音がして、ロディアの剣は弾はじかれた。

　ガーニムが身をよじって、自分の剣で攻こう撃げきを受けたのだ。

（なんてしなやかな受け流しだ！　けして力押しだけの剣ではない！）

　正統派の修しゆ行ぎようによって研とぎ澄すまされた剣けん術じゆつが、多くの人間を斬ったことで鋭するどさを増し、隙すきをなくしているのがわかる。腕力、体力、踏んだ場数、技術、どれを取ってもロディアが不利だ。これはもはや、速さで対たい抗こうするしかない。

　ロディアはそう判断し、踊るように動きを速くしていく。

　相手の視界から外れるようにたまに型から外れた動きを織りこんでは、ガーニムを翻ほん弄ろうする。しばらくすると、図ずう体たいの大きいガーニムは、思った通りにロディアの動きから取り残され始めた。

（──今だ！）

　ふと大きな隙を見せたガーニムに、ロディアは思い切って踏ふみこむ。

　しかし、ガーニムはいきなり振り返ってロディアの剣を受けた。

　同時に重い蹴けりが腹に繰くり出される。

「……っっ……！」

　ロディアはとっさに後ろへ避けたが、完全には避けきれなかった。

　衝しよう撃げきと痛みで目の前が白くなり、彼女は滑なめらかな石の床ゆかに転がる。

　起きなければ、と思うものの、視界はすぐには回復しなかった。

　ほんのわずかな間、気絶していたのかもしれない。

　ふと気づくとロディアの手には剣けんがなく、辺りにはガーニムの哄こう笑しようが響き渡っていた。

「はははははは！　面白い！　お前はなかなか面白かった。ほんの少しだけ、戦場のような気分になったぞ！　立て、女！　せめて高貴な罪人のように殺してやる！」

　浮かれた調子のガーニムを見上げ、ロディアはどうにか立ち上がろうとした。身じろげば身体からだは痛みに震え、おう吐と感がこみあげる。もう立ちたくない、うずくまっていたい──そんな身体の悲鳴を無む理り矢や理りにねじふせて身体を起こす。ロディアが必死に浅い呼吸を繰り返していると、階段のところでじっとこちらを見ているルーナ・ノアが視界に入った。

　彼女が眼帯を取ろうとしているのを知り、ロディアはかすかに首を横に振る。

（ルーナ・ノアの力を使っても、ルーナ・ノア自身が逃にげ出せないのでは意味がない。彼女にそんなことをさせるくらいなら──いっそ）

　ロディアはどうにか膝の震えを抑え、残った力を集めてガーニムを見すえた。

　ガーニムは瞳をきらきらと輝かせ、子供のようにあどけなく笑っている。

「死ね」

　どこか優しげな声と共に、曲刀がロディアに迫る！

　剣風と殺気で首筋がちりちりする。怖い。恐ろしい。だが、そんなのは当たり前だ。

　ロディアは白はく刃じんをねめつけたまま、思い切って踏みこんだ。

　ガーニムがロディアの意図に気づき、軽く目を瞠みはる。

　ロディアは素す早ばやくガーニムの間合いに飛びこむと、なんと素手でガーニムの手首を払った！

　剣の軌き道どうがぎりぎりでロディアからそれる。

　ほとんど間を置かず、ロディアはガーニムの剣の柄つかの鍔つば近くをつかむ。

　同時に、彼の顎あごと膝ひざに、己の手のひらと足で打撃を叩たたきこんだ。

「…………！」
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　至し近きん距きよ離りでの攻撃は避けようもなく、ガーニムは大きくよろめいた。

　剣はロディアの手に移り、彼女はガーニムののど元に、すっと刃やいばを突つきつける。

「──おしまいですね」

　もの静かに言ったロディアに、ガーニムはのろのろと顔をあげる。

　その顔は先ほどよりも随ずい分ぶんとすっきりしていた。端整かつ穏やかな笑え顔がおになって、ガーニムは囁ささやく。

「……ああ。実に。実に、よい暇つぶしだった」

「ありがたき幸せ」

　ロディアは目礼して剣を引き、優美にひざまずいてガーニムに剣を差し出した。

　彼は剣を受け取ると、清すが々すがしい表情で顔をあげる。

　そして、高らかに命じた。

「この女を、捕とらえろ」

「殿下──!?」

　ロディアはぎょっとして身を起こすが、すぐさま飛んできた近この衛え兵たちに腕うでをひねりあげられ、床へねじ伏ふせられる。はねのけようにも、あまりに多勢に無勢だ。

　床に這はったロディアを見下ろし、ガーニムは優やさしく微笑んだ。

「知っているぞ、女。お前はいくら言葉で媚こび、表情で媚びようと、目が媚びておらん。お前のような目の人間は誰にも膝を折る気などないのだ。常に心に刃を握っている。心がけして眠らない。もしもお前が男なら、俺は喜んで兵士として召し抱かかえただろう。しかし、お前は女だ。傍に置けばいつか俺の心臓の上に刃をふるう。……俺はそんな女は要いらん」

「──っ……」

　さすがは巨きよ大だいな帝てい国こくの第三皇子にして、陸軍のすべてを統すべる者、とでも言おうか。

　いかに血に狂くるっているように見えようと、ガーニムの黒い瞳ひとみはロディアの本質に近いところをとらえていたのだ。

（私の力不足か。覚かく悟ごの半はん端ぱさが祟たたったのか）

　ロディアの胸には苦い後こう悔かいがあふれ出る。しかし、ここで諦あきらめるわけにはいかない。最後まであがかなければいけない。ロディアは何かきっかけを探して口を開こうとした。

　その眼前に、突然と優美な曲刀が突き立つ。

　ロディアの鼻先、ほんの紙一ひと重えの距きよ離りだった。ガーニムの曲刀は、堅かたく堅く焼きしめられたタイルの端はしを割り、床にいくらか食いこんでいる。

「喋しやべるな、女」

　ガーニムが囁く。冗じよう談だんごとではないとすぐにわかった。彼からはもう殺気は漏もれていない。

　何事かをすでに決めてしまった者特有の、冷れい淡たんな気配をまとって彼は告げる。

「うるさく喋れないよう喉のどを切って、しばらく牢ろうで飼ってやる。さえずらず、羽根のない小鳥となったお前なら、誰か愛してくれる者もいるだろう」

（これまでか）

　目の前の刃に映る自分の瞳を見つめながら、ロディアは全身に嫌いやな汗がにじむのを感じた。

　元から勝率の低い賭けなのはわかっていた。

　それでも、いざこれから自分に降りかかってくるであろう運命を考えると身体が震ふるえる。声を奪われて監禁となれば、他の皇子たちの目に触れる機会もなくなるだろう。希望はない。あるのは、ただガーニムの情けにすがり、獣のように生かされ、殺される運命のみだ。

　戦って死ぬのならいい。そこに名誉があるのならいい。しかし、牢の隅で朽ち果てる自分は考えるだにおぞましかった。そんなことになるなら、いっそここで斬きり殺されたほうが──そう思いかけたとき、ロディアは不意にレイドルク島の夜を思い出す。

　あの夜のランセは、総そう督とく邸ていの回かい廊ろうに立って少し寂しそうに笑っていた。

　ロディアが牢死したと知ったら、ランセは激怒するだろう。酷く悲しみ、自分を責めるだろう。そして新たな石榴ざくろの瞳と出会うまで、たったひとりで【ミラ】と向かい合うことになる。そんなのは嫌だ。駄目だ。死にそうに胸が痛んで、ロディアは小さくあえぐ。

（私はランセに誓ったんだ。生きなければ。どうにかして彼の元に戻もどらなければ。約束なんだ、何があっても戻るという、約束）

　そうだ、どんなにぼろぼろになっても、彼のために帰らなければ駄目だ。

　それがレーン号の副長たるロディアの義務であり、ひとりの人間としての彼女の望みだ。

　名誉がなんだ。多少の怪け我ががなんだ。穢けがされたなどと言って泣きわめいてやるものか。

　ランセたちの見てきた絶望に比べれば、どんな闇やみもまだ浅い。

　ロディアはぐっと歯を食いしばる。

（ランセ。どうか、私に、力をくれ……！）

「そこまで！」

　ロディアの思考を、どこか甘やかな声が遮さえぎる。

　誰だろう、明らかにガーニムではない。いきなり割りこんで来た声は、男とも女ともつかない、不思議な柔やわらかさを持ったものだった。軟なん弱じやくとも言える声質なのに、なぜか朗々と響ひびく。

　そしてその声を聞いた途と端たん、ガーニムは弾かれたように顔をあげた。

「──マイムーン」

　大広間の入り口付近をねめつけ、いかにも憎にく々にくしげにガーニムが言う。

　彼の口にした名に、ロディアははっとした。目の前が少しだけ明るくなった気がする。

　聞き間ま違ちがいではない。マイムーン──アスファル帝国第五皇子の名だ。

　いつの間にやらしん、と静まりかえった大広間に、さらさらという衣きぬ擦ずれの音が響く。

　上等な絹を使った上着の長い裾すそを翻し、マイムーンはロディアの目の前で立ち止まった。

（彼が、マイムーン。……まるで、少女のようなひとじゃないか）

　意外なマイムーンの外見に、ロディアは自分の窮きゆう状じようすら忘れかけて目を瞠る。

　二十代半ばであるという話のマイムーンだが、褐かつ色しよくの身体はぎこちなく瘦やせており、背せ丈たけは大体ロディアと同じくらいだろう。十代にしか見えない肢し体たいのうえ、真っ白な髪かみを肩かたまで伸のばしているのがなおさら妖あやしい。

　ほっそりした顔の造作も繊せん細さいすぎて、男とも女ともつかない妙な印象ばかりが残った。

「親愛なる我が兄上。招かれざる客であるこのわたしが兄上の宴えんを乱すことを、どうかお許しくださいますよう。日の沈しずまぬアスファルと、アルモニア神に、兄上のご健康をお祈いのり申し上げます」

　マイムーンは完かん璧ぺきな流りゆう儀ぎでガーニムに挨あい拶さつをすると、深々とアスファル風の礼をする。

　ガーニムのほうは床から乱暴に曲刀を引き抜ぬき、鞘さやに戻しながら鼻を鳴らした。

「よせ、白々しくて反へ吐どが出るわ。──今日はなんだ？　ハイルに言われて来たのか。あれは奴ど隷れいを人間と勘かん違ちがいしておる。奴隷どもは、何かあるといちいちあれに告げ口に行くのだ」

「ハイルは優しい。奴隷を人間と思うというより、虫けらをも人間並みに愛する度量を持っているのです」

　琥こ珀はくの瞳を細めて笑うマイムーンに、ガーニムは暗く冷たい視線を投げる。

「貴様とは逆だな、マイムーン？」

「はい」

　少しも悪びれない即そく答とうに、ロディアの背筋に寒気が走った。

　──マイムーン殿でん下かに取り入ることも考えたけど、ありゃ駄目だよ。危なすぎる。

　シャムスの曖あい昧まいな言いようと、暗い顔を思い出す。ガーニムはマイムーンを視界に入れておくのも嫌と見えて、とっととそっぽを向いて玉座へと向かった。

「早く用向きを言え。見ての通り、俺は忙いそがしい」

「わかりました。では正直に申しましょう。この女、どうせ殺すものなら、わたしにいただけませんでしょうか？」

（この女──と、いうのは、私か!?）

　数秒遅おくれで気づき、ロディアはほとんど呆ぼう然ぜんとする。

　まさしく狙ねらっていた通りの展開だ。こんなにうまくいってもいいのだろうか、と思う反面、奇き妙みような不安がロディアの胸にとぐろを巻く。

　このマイムーンはどこか不気味だ。一体何を考えているのか、本当にわからない。

　マイムーンは、笑顔を消さないまま実に慇いん懃ぎんに続けた。

「もちろんただで、とは申しません。ガーニム兄上には、代わりにガーランド海域一の美女をお贈おくりいたしますことをお約束申し上げます」

「女は要らん。それよりも、貴様の顔を長々見ているほうが不愉快だわ。そんなものが欲しいなら、とっとと勝手に持っていけ。そして、なるべく俺の前にその気味の悪い顔を見せるな」

　ガーニムの返事は、無造作かつ嫌けん悪お感かんに満ちている。

　マイムーンは兄の暴言など一いつ切さい気にした様子もなく、優美な所作で深く頭を下げた。

「ありがたき幸せ。兄上にアルモニア神のご加護がありますよう」

　歌うように囁いたマイムーンを床ゆかの上から見上げ、ロディアはかすかに身み震ぶるいをする。

　マイムーンの目は、ガーニムからはけして見えないところで、凄すさまじく酷こく薄はくに光っていた。








７









「最初に言っておきますとね、俺は反対だったんです。だって嫌じゃないですか、人様のハレムから女性を攫さらうって。地味にしつこーい恨うらみを買ううえ、誰にも褒ほめられない行こう為いですよ。恨みを買うくらいならせめて後世に評価されるとかがあればましなんですけど、ほんと、どうしてこんなことになってるんだろうなあ……どう思います、ロディアさんは」

　怒ど濤とうのように勝手に喋ったあげく、男はロディアに問いを投げた。

　狭い馬車の中で彼の正面に座ったロディアは、いささか返答に困って瞬く。

「どうもこうも、まさかその問いが私にくるとは思いませんでしたが」

「あ、そうでした？　変ですか、俺は」

　男は我に返ったような様子で言い、情けなく肩を落とす。彼は第三皇子のハレムから引き取られたロディアに、とりあえずの世話役としてつけられた男だ。

　サクル・サハル・カースィム。

　ロディアからすると呪じゆ文もんみたいな名前を持つこの男は、アスファル人にしてはかなり色の薄うすい、象ぞう牙げ色の肌はだをしている。髪と目はなんとなく青みがかった黒で、容よう貌ぼうは何がいいわけでもない平均値。背もそう高くないうえ常に猫ねこ背ぜなので、どちらかというと貧相だった。

（見た目は単なるさえない学者みたいだが、まあ、喋しやべりは変かな）

　内心首をひねりつつも、ロディアはうやうやしく会え釈しやくして答える。

「いえ、あなたは立派な紳しん士しだと思います。何より私を救ってくださったマイムーン様の臣下の方とあらば、私にとってはこうしてご一いつ緒しよするのも恐おそれ多い方」

「ははあ、そつがないひとですね。でも残念ながら、俺は雑用係だからなあ。落ち零こぼれなんです。お喋りばっかりしてましてね、武芸とかほんと駄目。馬も乗れない。だって背が高いじゃないですか、あいつら。まず登れない。階段がいる。その時点で周りは大だい爆ばく笑しよう。唯ゆい一いつの人生の手て柄がらといえば、嘘うそ八はつ百ぴやくだっていう噂うわさの昔話の編へん纂さん、全六十巻を二十歳はたちになるかならないかのうちに終わらせたことですか。ああいうちまちました作業だけは性に合うんだなあ。それがなぜかマイムーン様のお気に召めしちゃった。あの方は人間蒐しゆう集しゆう家かですよ、まさしく」

　サクルは実に嫌そうにぺらぺら喋り、馬車の窓から外を覗のぞいた。

　なるほど、このお喋り男をマイムーンが側近に加えた理由は、『珍めずらしい』が一番だったのだろう。説話の編纂だって大事な仕事だが、サクルはどう見ても三十そこそこだ。二十歳くらいで編纂を終えたというのなら、戦時にそんな地味な仕事をしていたことになる。

「──もしも失礼でなければお訊ききしたいのですが、マイムーン様はそうして集めた人間を、どのようになさっているのです？　つまり、私はなんのためにどこへ行くのでしょう？　当然かもしれませんが、殿下とはろくにお話をさせていただけなかったので、多少不安が……」

　ロディアが慎しん重ちように聞くと、サクルはぽん、と手を打ってからくしゃくしゃと自分の黒くろ髪かみを両手でかき回した。

「そうだ、それだ。その話を道すがらしようと思っていたのに、案の定話がずれた。お前の頭には羽根が生えてるんだろう、首を切ったら飛んで行くに違いない、なんてよく言われます。嫌だなあ、いつか本当に切られちゃいそうだなあ。首より舌を切ればいいのに。まあ、舌がなくなったら筆談しますけどね。それはそれとして、これからあなたにしてもらうのは、ちょっと面倒なお仕事なんです。どう面倒かはお仕えする相手をひとめ見るのが一番わかりやすいでしょうから、とりあえず目的地に着いてから説明しましょう。というわけで俺はあなたと馬車に乗っているんですねえ、ああ、長い説明だった。舌と腹筋が疲れてきました……」

「……それは無む駄だなことを喋るから」

　ぼそり、とルーナ・ノアがつぶやいたので、ロディアはさりげなく彼女の袖そでを引く。

　サクルは目を丸くして顔を上げ、せっせと辺りをきょろついた。

「今、妙みような声がしませんでしたか？　ひょっとして誰だれかの心の声かな？」

「さあ、空耳じゃないでしょうか？　車輪の音がうるさくて、何も聞こえませんでしたが」

　ロディアはさらっととぼけたことを言い、馬車の窓から外を見やる。

　馬車はさっきから少し状態の悪い山道を走っていた。広大な大陸にあるアスファル帝てい国こくは、マディスと違って空も大地もひたすらに広い。ロディアとルーナ・ノア、サクルの三人を乗せた馬車は、朝早くに首都を出発してから日の光が弱まり始めた現在まで、数度の休憩以外ではほとんど速度を緩めていなかった。

（余計な回り道をしてないとすれば、首都からの大体の距離は算出できるな。外へ出たら、太陽の位置からルーナ・ノアが正確な時間を割り出してくれる）

　どこへ連れて行かれるのかはわからないが、探さぐれることは全部探っておかなくてはならない。ロディアが考えを巡らせていると、不意に少し道の状態がよくなった。

　しばらくそのまま走った後、御ぎよ者しやのアスファル語が響き、馬車が停とまる。

「さ、降りますよ。ここからは徒歩です」

　御者が扉とびらを開くなり、サクルはとっとと馬車を降りて行ってしまった。ロディアとルーナ・ノアも、置いて行かれては大変、とばかりに慌あわてて後へ続く。

　ちらと見れば、辺りは見慣れない植物の生い茂しげる山の中だ。正面には斜面を切り崩して造られた平地が広がっている。

　そしてその平地には、高い高い真っ白な塀へいがそびえ立つ。

　石造りなのにほとんど継つぎ目もわからない塀は、おそらく方形の敷地を囲んでいるのだろう。のっぺりとした塀に、門らしきものは人ひとりが通るのがやっとの扉がぽん、とひとつだけ。

　緑に金で美しいつる草の文様が施ほどこされた扉は、塀の大きさとあまりに不ふ釣つり合いだった。

「はい、これが目的地。ハディカ宮ですね。さ、入ってください」

　サクルはあっさりと言い、自分の手で緑の扉を押した。

　なんの抵てい抗こうもなく内側へ開く扉に、ロディアはますます驚いてしまう。

「鍵かぎはないんですか!?　まがりなりにも宮殿というなら、衛兵なども必要なのでは？」

「この宮殿と宮殿の主あるじはえり好みが激しいので、半はん端ぱな衛兵など弾はじかれてしまうんですよ。あ、ほら、あなたたちは入れた。やっぱり相あい性しようがいいんだなあ。マイムーン様はわかってらしたんでしょうか。不思議な話だ、俺にはさっぱり理解不能です」

　扉をくぐったロディアとルーナ・ノアを見て、サクルは神しん妙みように頷うなずく。

「いえ、えり好みだのなんだのと言われましても、私にもさっぱり話が見えて来ない……」

　ロディアはサクルの妙な話の真意を問いただそうとしかけたが、すぐに視線を目の前の光景に奪うばわれてしまった。

（なんだ、このものすごい庭は……それに、あれが宮殿？）

　白い塀の内側に広がっていたのは、広大な真四角の庭だった。

　通路に使われた石の白と、これまた細々と整えられた植えこみの緑。

　このふたつの色が組み合わさり、交互に渦を巻き、ときに交差し、複雑な文様を織りこんだ絨じゆう毯たんのようにびっしり地表を埋うめている。そのうえあちこちで小さな噴ふん水すいが絶えず水を零こぼし、その水はちょろちょろと水すい盤ばんから零れ落ちて、迷めい路ろ状の庭の溝みぞを流れていくのである。

　眩暈めまいがするような繊せん細さいな幾き何か学がく庭園の奥には、大小ふたつのドームを上下に重ねた形の白い建物が立っていた。

「いいですか、俺の後をちゃんとついてきてくださいね。この庭はアルモニア神のご意志によって造られていて、人間が踏ふんでいいところはあらかじめ決まってるんですから」

　さも面倒くさそうに言いながらサクルは足早に進み、ロディアたちは小走りになって彼を追いかける。

　しんと静まりかえった庭には、サクルとロディアたち以外のひとの気配はない。まるで墓地か廃はい墟きよかといった静けさだ。

（アルモニア神の意志によって造られた庭を持つ離宮、か。これは、ひょっとしたらひょっとするかもしれないな。しかし──人間の警備がまったくいないのが不気味だ。さっきのサクルの言いようといい、本当にアルモニアのご加護とやらに守られているのかもしれない）

　かつて海の上で見た死者の軍団を思い出すと、ロディアの心は言いしれぬ恐怖に震える。

　あんなものに出てこられたら、普通の人間ではとても対たい抗こうできない。最強の【旧神】、ミラの力を持つランセが出て来てどうにかなるかどうか、というところだ。

　怯おびえを抑おさえ、さりげなく辺りを観察しながら進むうちに、ロディアとルーナ・ノアは白い建物の前でサクルに追いついた。

　近寄って見るとこの建物には扉がなく、四角い入り口は開け放されたままだ。

　サクルは手のひらで建物の内部を示して言う。

「はい、お疲れ様でした。あなたのお仕えする宮殿の主はこの中です。あなたの仕事場もここってことになりますね。ちょっと暑いですけど、そこは我が慢まんしていただきたい。無理なら水浴びを推すい奨しようします。ほら、水路が中まで引きこまれてるでしょう？　これが割と冷たいので」

　室内まで水を引きこむのはアスファル帝国ならではの文化だが、この建物に流れこむ水路はとくに幅が広い気がする。街中の路地ほどの太さがある水路の脇わきを通り、ロディアはおそるおそる宮殿の入り口をくぐった。同時に、全身がふわりと濃こい緑の匂においに包まれる。

「これは──温室、ですか」

　あまりに意外な光景が視界いっぱいに広がって、ロディアは目を瞠みはった。

　宮殿内のどこを見ても、目に入るものは、緑、緑、緑、ひたすらの緑。背の高い椰や子しや棕しゆ櫚ろ、その他一いつ切さい名前のわからない南国の緑が吹ふき抜ぬけの建物の中にいっぱいにつまって生い茂り、あちこちで黄色や赤の花が咲さいている。

　花々は甘く香かおり、どこかで鳥が鳴き、水路を流れる水がさらさらと耳を打つ。

　このような石の建物内でよくも植物が育つものだ、と一いつ瞬しゆん不思議に思うが、すぐにその疑問はロディアの中で氷解した。内部から見ると、この建物の白い石壁はぼんやりとした黄色に光っている。石自体が光を通すのだ。

「素す晴ばらしい場所ですが、主らしき方は誰も──」

　誰も、いないように見えますが。

　ロディアがそう言おうとしたとき、いきなり上空から何かが落ちてくる気配がした。

　とっさにロディアは後ろに下がる。

　ほとんど同時に、すとん、と目の前にひとりの少年が着地した。

「……!?　一体、どこから……？」

　ロディアはぎょっとして頭上を仰あおいだ。温室の壁かべにはいくつかの露ろ台だいや階段がくっついているが、どれも高さは相当なものだ。

　しかし少年は軽かろやかに立ち上がり、軽かる業わざ師しのように両手を広げて誇ほこらしげな顔をした。

「やあ、会えて嬉うれしいよ、僕の先生。想像してたより、ずうっと綺き麗れいなひとだな！」

　少年らしい澄すんだ声で言い、愛らしく小首を傾かしげる。

　歳のころなら十五、六なのだろう。アスファル人らしい褐かつ色しよくの肌はだには艶つやがあり、髪かみは柔やわらかな栗くり色いろ。目はよく光る黒で、なんとも愛あい嬌きようのある美しい顔立ちだ。

「失礼ながら、あなたは──？　それと、先生というのは私のことですか？」

　戸と惑まどいながらロディアが訊きくと、数歩後ろにいたサクルが実に嫌そうに口を出した。

「ザーヒル様！　あなた相変わらずなんでそんな危ないことばっかりなさるんです！　何かあったらこのサクルの首が飛びますよ。なんですか、首がお好きなんですか、あなたは」

「ばか言うなよ、サクル。僕は今のままの君が気に入ってる。そりゃ、僕だったら君を首だけで生かしておくこともできるだろうけどね。あ、そうして欲しければいつでも言ってよ」

　少年はにやりと笑って言い、サクルは疲れ果てたような表情で答える。

「三百年後くらいにはそんな気持ちにもなるかもしれないですけどね、しばらくは遠慮しておきます。……ロディア、この方が、アスファル帝国第七皇子、ザーヒル殿でん下かです。あなたには、この方の教師をしてもらいたいんですよ」

　──やはり、この少年がザーヒルだ。

　この離宮の様子から大体予想がついていたことではあるが、改めて聞くとロディアの全身に緊きん張ちようが走る。

　彼がアルモニアの寵ちよう愛あいを受けるという少年。レーン号が攫さらっていかねばならない第七皇子。

　いくらマイムーンがザーヒルと仲がいいとはいえ、ロディアもここまでの幸運は想像もしていなかった。こんなに順調にいっていいのか、逆に心配になるくらいだ。

　ロディアはどうにか動揺を押し隠し、なるべく優雅に頭を下げる。

「この度たびは──」

「あ、長い挨あい拶さつはいいや。君のことは大体聞いてるし。マイムーン兄上が手に入れてくれたんだよね。ほんとに素す敵てきなひとだなあ。組成が堅かたい感じだね。かつん、って綺麗な音がしそう。あと、そっちの子も可愛かわいいね！　でもなんだか不自由そうだ。その目、治してあげようか？」

　ザーヒルは興きよう味み津しん々しん、といった様子でロディアの周りをぐるっと周り、ついでにルーナ・ノアに向かって笑いかける。

　ルーナ・ノアはじっと彼を見上げ、小さく首を横に振ふった。

「必要ない……です」

　小声ながらもきっぱり断られると、ザーヒルは大げさなくらいによろめいてみせる。

「そうなの？　残念だな。僕は魔ま法ほう使つかいなのに！」

「──魔法ですか。昔、ネライダが使ったという？」

　聞き慣れない単語に、ロディアがサクルを気にしながら問う。

　ザーヒルはくるりとロディアのほうを向き、にっこり笑って首を傾げた。

「ネライダの魔法とは違ちがうよ。僕の魔法はもっと整然としていて、美しいんだ。あのね、この世界のすべては、数式でできているんだよ。こうしてじっと君を見ていると、僕には君を構成している式がわかる。この式をひとつ解く度に、僕にはアルモニア神が何を考えているのかがわかって、彼に近づいていけるんだ。これって真理に近づいてくってことさ。素敵だろ？」

　数式が、魔法。ザーヒルは不思議なことを言っている。

　しかし何より不思議なのは、彼の瞳ひとみがあまりに無む邪じや気きなことだった。

　自分の言っていることをみじんも疑っていない、幼児みたいな無む垢くな目をしている。

（変わり者と言われるだけある。このひとも、どことなく怖こわいひとだ）

　ロディアがそこはかとない不安を覚えている後ろで、サクルが緊張感のない声を出した。

「──まあ、こういうことです。ザーヒル様は数学の天才で、アルモニア神の理解者なんですね。元々天才じゃああったんですが、あるときから数式を通してアルモニア神のご意志がわかるようになっちゃった。いやー、本物の天才ってのは想像を絶するなあ」

「そんな方に、私が何を教えろと？　大体私は奴ど隷れいですよ。アスファルでは奴隷を教師にするんですか？」

　かなり本気でロディアが問うと、サクルは、はは、と笑って手をふる。

「いや、ザーヒル様、天才的なのは数学と軽業だけですから。あなたには他ほかの教養の類たぐいと、現実に対応する能力っていいますか。そういうのを教えていただきたい、ってことみたいですよ。ザーヒル様はこの温室から出ることがほとんどないので、いつか本当に神の領域に踏みこんでしまうんじゃないか、と、マイムーン様は心配していらっしゃる。実際、数式を解くのが一番気持ちいいと明言する十六歳男子は……その。ちょっとおかしいと思いませんか？」

　少し遠い目になったサクルが耳元で囁ささやいてきたので、ロディアは、ああ、と少し納なつ得とくした。

（つまり、あれだな。女奴隷である私を教師につけるというのは、ザーヒルがある程度女の子にも興味を持ってくれないかな、という期待含ぶくみでもあるわけか）

「そこで素す直なおに私が『おかしい』と答えられるとお思いですか？」

　ためしに少し皮肉の欠片かけらをこめて返してみると、サクルは初めて楽しそうに笑った。

「そりゃ確かに無理でした。あなた結構頭がいいなあ。話すのが楽で結構なことです。とにかく、ここでするお仕事はわかりましたね？　教材や何かで必要なものがあれば、俺が届けに来ます。身の回りの世話は、他の者が一日に何度か来てすませます。寝ねる場所なんかも教えてくれるでしょう。俺も様子はちょくちょく見に来ますよ。それでは俺はいったんこのへんで。雑用係っていうのは本当に、忙いそがしさだけは誰だれにも負けないんですよねえ。あ、しばらくしたら戻ってきますから、ご心配なさらず！」

　恐ろしいまでの肺活量でまくしたてると、サクルはとっとと踵きびすを返して去っていく。

　やはり妙みような奴だな、と彼を見送ってから、ロディアは改めてザーヒルと向かい合った。

「──さて、それでは、まずはなんの勉強から始めましょうか？」

「うーん、そうだなあ。僕、今ちょうど数式を解いてる途中なんだけど。それより面おも白しろい授業なら聞いてもいいよ。君は何が教えられるの？」

　ザーヒルは大きく首を傾かしげて問う。

　はてさて、ここでなんと言うべきだろう。ロディアもひととおりの学問は修めているが、目の前の奇妙な少年が何を面白がるのかはさっぱり予測がつかない。

　ロディアはひとまず控えめな笑えみを浮かべて言ってみる。

「歴史に地理、礼れい儀ぎ作法にマディス語、話すと絶対笑いがとれる面白い話に、海のちょっと怖い話。音楽も理論なら教えられますが、何がいいですか？」

「うーん、どれも、あんまり面白そうに思えないけど」

　ザーヒルは頭の後ろで手を組むと、悪気のない様子で言う。これは発想の転換が必要のようだ。ロディアは少しばかり思案してから提案した。

「……ならば、ここは殿下が私に数学を教えてくださるというのはどうです？」

「え、数学？　ロディアはそんなこと知りたいの？　女なのに？」

　心底驚いたふうに言うザーヒルに、ロディアはくすりと笑った。こういうところはアスファルもマディスも同じだ。数学は女のやる学問ではないと思われているのだろう。

　しかし、帆はん船せんに乗る海軍士官に数学は必ひつ須すである。

「これでも、国では数学を一通りはやりました。今は何を解いていらっしゃるんです？」

　ロディアが問うと、ザーヒルは輝かんばかりの笑顔で告げた。

「葡ぶ萄どう酒しゆだよ。この間飲んだやつが美味おいしかったから、美味しさが葡萄酒の数式のどのへんに宿っているのかについて考えてる。おいで、見せてあげるよ！」

「……葡萄酒の、数式、ですか」

　いきなり飛び出したとんでもない話に、ロディアは思わず絶句しかける。

　傍らに黙ってひかえていたルーナ・ノアに軽く袖そでを引かれて我に返り、ロディアはとにかく彼女と共にザーヒルの後へついていった。

　ザーヒルは温室の木々の間を抜け、壁にくっついた美しい階段で石の露台へと上る。

　露台は四人乗りの馬車が四、五台入りそうな広さだったが、見える範囲一面黒い数字で埋まっていた。床ゆかも、優美な幾何学模様を透かし彫りにした手すりも、すべてに豆粒ほどの数字が木炭か何かで書きこんである。

「──なるほど。飲めば一いつ瞬しゆんなのに、数式にするとこれだけの量になるわけですね？」

　ロディアが溜ため息いきを吐ついて露台を見み渡わたしていると、数歩先に居たザーヒルはふと振り返ってロディアの顔を見つめ直した。

「ロディアはやっぱり変わってるね。これを見ても、僕を珍めずらしがるでも、崇あがめるでも、恐おそろしがるでも、利用したがるでもない。ただ単に見てるだけだ」

「もう少し前でしたら、そのどれかの反応をしたかもしれません。でも、最近はずっと変わり者の相手をしていましたので、こういう態度が身につきました。傍観しつつ、おかしければおかしいと言い、危険そうなら引き留める、という感じですか」

「ふーん。そういうの、気軽でいいな。ロディア、僕の后きさきになる？」

　さらっと言われてしまい、ロディアはうっかり一歩よろめく。

　本当に奴隷の立場なら大喜びすべきところだが、ロディアとしてはそうもいかない。

　ザーヒルとこの宮きゆう殿でんについて充じゆう分ぶん調べたら、どうにかしてアスファルを脱だつ出しゆつしなくてはならないのだ。ロディアは気を取り直して軽く咳せき払ばらいすると、人差し指を立てて厳おごそかに言う。

「それではここで、女性を口説くときの要点をひとつお教えしましょう。たとえ本当のことでも、女性に気持ちを伝えるときに『気軽』などと口に出してはいけません。女性はもっと劇的で重い言葉を好むものです。『運命』だとか、『君だけだ』とか、その類ですね」

「なるほどねえ。でもそういうの、僕よりサクルに教えてあげたらいいと思うな。あいつ、三十二にもなって独身だし」

　ザーヒルは視線を数式に戻もどし、結構酷ひどいことを言う。

　もっともサクルは、そんな言いようが許される雰ふん囲い気きのある人物でもあった。

「まあ、ぼーっとしてらっしゃいますしねえ。女性関係に強くはなさそうだ」

　ロディアが相づちを打つと、ザーヒルはついでのように続ける。

「だろうね。あと、数字も苦手だよ。よく僕にくだらない計算をやらせに来るもん」

「サクルさんが、あなたにですか」

　自ら『雑用係』と名乗るサクルが必要とする計算とは、一体どんなものなのだろう？

　少しばかり興味を惹かれてロディアが訊きくと、ザーヒルはさもつまらなさそうに答えた。

「そう。しかも、数は多いけど、基本的にはただの足し算、かけ算なんだよ？　あれくらい自分でやればいいのになあ」

（ただの足し算、かけ算？　ますます謎なぞだな。帳ちよう簿ぼでもつけているのか？）

　疑問を胸に秘ひめたまま、ロディアは当たり障さわりのない返事を選ぶ。

「サクルさんは物語の編へん纂さんをしていたとおっしゃっていました。数学は専門外なんでしょう」

「だろうねえ。って、噂うわさをすればご本人だよ」

　不意にザーヒルが顔をあげて言うので、ロディアは階段のほうを見やった。

　しばらくしてひょこひょこ階段を上ってきたのは、確かに噂のサクルだ。

「やあ、ロディアさん。きちんと授業、されてるみたいですね。感心、感心」

「ほんとにそう思ってるなら、何か特別にご褒ほう美びでもあげなよ。ロディアはものすごく珍しくて、ちょっと面おも白しろくて、誠実なひとだ。僕とふたりでここに閉じこめられるなんて、普ふ通つうなら泣いて逃にげ出すところだよ？」

「──そうなんですか？　別に暴力をふるわれるわけでもないのに」

　首をひねるロディアに、サクルは乾かわいた笑い声をあげる。

「まあ、変わった人間を怖いと思う者も多いってことです。気があったようならよかった。さて、俺はちょっとザーヒル様とお話があるんで、授業は中断してもらって構いませんか？」

　一体どんな話をするのか気にはなったが、もちろんそんなそぶりなど見せるわけにはいかない。ロディアはふたりに深く礼をして後ろへ下がった。

　露ろ台だいから降りて庭のほうへ歩いて行くと、温室の緑の中からルーナ・ノアが現れてロディアの横に添そう。ロディアは世間話でもするように彼女の肩かたを叩たたき、小さな声で話しかけた。

「ルーナ・ノア。君の目で、露台のふたりが何をしているか見えるか？」

　ルーナ・ノアはすぐにちらと露台のほうを見やり、浅く頷うなずいた。

「わかる。サクルが持ってる紙にアスファル語が書いてあって、それをザーヒルが数字に直してる。サクルは、もう一度それを紙に書き写してる」

　本来なら声も届かないような距きよ離りだが、ルーナ・ノアの【旧神】に助けられた視力はそんな細かなものまで読み取ってしまう。これならばサクルに不ふ審しんがられることもないだろうと踏ふんで、ロディアはさらにルーナ・ノアに訊たずねた。

「それで、サクルが持っている紙には、何が書いてある？」

「マディスの地図。ブレイド湾わん周辺。いくつかの数字。日付が書いてあって、時間割みたいなものが続く。あとはひとの名前。協力者、って書いてある」

　ルーナ・ノアの囁きを聞いた瞬間、ロディアは頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

（間違いない。サクルはザーヒルの計算能力を使って暗号を作っている。しかも、おそらくその内容は──これは、どうやってでも母国に知らせなければ）

「ルーナ・ノア。その内容、丸暗記できるか？」

　切せつ羽ぱ詰つまったロディアの声に、ルーナ・ノアはじっと彼女を見上げて頷いた。

　ロディアも頷き返し、速くなった鼓こ動どうをどうにか収めようとこっそり胸に手をあてる。

　そうこうしているうちに、ザーヒルはサクルの持ってきた文書を残らず数字にしてしまったらしい。サクルは足早に階段を下りてくると、ロディアのほうへと歩み寄ってきた。

「ロディアさん、ちょっと」

「はい？　もうご用は済んだんですか？」

　ロディアはなるべく何事もなかったかのような様子で、サクルのほうを振ふり返る。

　サクルは曖あい昧まいな笑え顔がおでロディアを見つめ、ぺらぺらと喋しやべり出した。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。授業を再開して構いませんよ。あとですね、ザーヒル様がどうしてもっておっしゃるんで、やっぱりあなたにご褒美を差し上げることにしました。と言っても、こんなことが褒美になるのかなあ。まあ、ちょっとした休きゆう暇かですよね。あなた、ロスタム・ザイザフォーン氏のご推すい薦せんでハレムに入ったって聞いてます。七日ほど後に彼が海辺で大きな夜会を開くって話があって、ちょうどマイムーン様も顔を出す予定なんです。そのときまでちゃんとおつとめできたら、マイムーン様にお供して行ってみます？　ザーヒル様と俺以外に会って息いき抜ぬきする好機ですけど」

（好機か。まさしく、そうだな）

　ますます高鳴る鼓動が相手に伝わらないよう祈いのりながら、ロディアは鮮あざやかに微笑ほほえんだ。

「ええ、私で構わないなら──喜んで」

　奴隷の身分では夜会と言ってもそう自由に動けるわけではないだろうが、今の彼女には、とにかくこの宮殿の外に出なくてはならない理由がある。

　手元にある情報を、どうにかしてランセに──マディスに伝えなくてはならない。

　おそらくサクルが暗号化していた情報は、アスファル帝てい国こくのマディス侵しん攻こう計画に関かかわるものなのだから。
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　サイラスの親しん戚せきであるというロスタム・ザイザフォーンの屋や敷しきは海辺にあった。

　それなりの規模の商港を仕切る、かなり裕ゆう福ふくな家である。

　白と乳白色の石で造られた二階建ての館やかたは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に立っており、今日は波の音と柔やわらかな音楽、そして賑にぎやかな人々の笑いさざめく声に包まれていた。

「マイムーン殿でん下か！　ようこそ我が夜会にいらしてくださいました。日の沈しずまぬアスファルと、アルモニア神に、殿下のご健康をお祈り申し上げます」

　夜会の主たるロスタムにひざまずかれて、マイムーンはいつもの笑顔で鷹おう揚ように答える。

「そちらこそ、ご健康そうで何よりです。華はなやかな会ですね、ロスタム？」

「いえいえ、殿下からご覧になれば、雑草のつけた小さな花程度の賑わいでしょう」

「どんなに小さな花でも、花は花ですよ。そうそう、花と言えば、こちらの花を覚えておいでですか？」

　マイムーンが示したのは、傍らに立つロディアだ。

　ロスタムは真しん珠じゆ色のアスファル風ドレスを着こなした彼女を見つめ、何度も大きく頷く。

「もちろん、覚えておりますとも！　わたしの元に居た娘です。ロディアは──今はマイムーン殿下にお仕えしているのですか？」

「そういうことになります。なかなか立派な働きをしてくれていますよ」

　マイムーンにどことなくそら恐ろしい笑顔を向けられながら、ロディアは儀ぎ礼れいにのっとって深く膝ひざを折る。

「私がささやかな働きをすることができるのも、すべては偉い大だいなるマイムーン殿下のおかげでございます」

「おお、そうか、それはよかった、本当に！　頑がん張ばって仕えるのだよ」

　心から嬉うれしそうなロスタムは、ロディアが何者であるのかはっきりは知らない。

　サイラスからロディアをガーニムのハレムに推薦してくれるよう、頼たのまれただけだ。敵を騙だますには味方から。ロスタムは一見マイムーンのお気に入りに見えるロディアのことを、心から祝福してくれている。

　そうしてロスタムがマイムーンの前から去ると、次々に賓ひん客きやくたちがマイムーンに挨拶をし始めた。ロディアもその横に立って客たちの顔をひとつひとつ確かく認にんし、挨拶に耳を傾かたむける。

（これは最大の好機だ。次にいつこんな機会があるかはわからない。本来ならもう少し第七皇子について探さぐるべきだが、マディスへの侵攻計画は一刻も早く母国へ伝えなくては駄目だ。ロスタムにサイラスへの伝言を頼むにしても、情報が重要すぎるし──どうにかして私とルーナ・ノアがここを抜けだし、マディス王国に帰らなくては。誰か、客の中に船乗りの類たぐいはいないものだろうか）

　ロスタムが商港を仕切っているからには、客の中にも商人は多いはずだ。

　何人かそれらしい者の顔をロディアが覚えこんだ後、ひとりの海軍人がマイムーンの前にひざまずく。

「偉大なるマイムーン殿下。アスファル神のご加護が、どうぞあなたの上に降り注ぎますよう！」

　やけに熱ねつ烈れつにアスファル神の名を呼ぶ男。アスファルの海軍服を着ているのに、肌はだの色は元は白かったのだろうと思わせる、日焼けした赤ら顔だ。

　その精せい悍かんな容よう貌ぼうには明らかに見覚えがあり、ロディアは思わず顔を引きつらせる。

（こっ、コーツ……！）

　間ま違ちがいない。これはレーン号と一いつ緒しよに出航し、ランセを裏切ったコーツ艦かん長ちようだ。レイドルク島から逃げ出した後、ちゃっかりアスファル帝国本土まで逃げてきていたのである。

　ロディアが密ひそかに固まっている間に、コーツも彼女に気づいたらしい。

「君は……どこかで、お会いしましたかな？」

　いかにも怪け訝げんそうに言われ、ロディアはなるべくさりげなく彼から顔をそらした。

　マイムーンは真意の読めない笑顔で、わずかに首を傾かしげて言う。

「さあ、どうでしょう。彼女は北方大陸の貴族で、航海中に捕ほ虜りよになったのをロスタムが買い取ったのだとか。以降はハレムにいましたからね、外の方とは面識が少ないのでは？」

「そうですか。では、わたしは似たひとを知っているだけかな？」

　一応慎しん重ちような言い方をしてはいるが、コーツの視線と声は疑いに満ちている。

　この状じよう況きようはロディアにとっては相当まずかった。下手をしたら、マイムーンにも自分の正体がばれかねない。そうなったら手にした情報を母国へ伝えるなど夢のまた夢だ。酷い尋じん問もんの後に首をはねられるのがいいところではないだろうか。

（どうする？　ここはしらをきりとおすしかないのか）

　ロディアが澄ました顔の裏でじりじりしているうちに、辺りに流れていた音楽が変わった。

　弦げん楽がつ器きの種類が増え、陽気なテンポを刻み始める。

　ぽつぽつと置かれた明かりが少し細くされ、海側の庭に開いた長方形の広間は少しばかり薄うす暗ぐらくなった。マイムーンの前に出来ていた挨拶の列も自然に解け、人々は白と淡い茶の石で作られた幾何学模様の床の上へ散り始める。そろそろ踊おどりの時間なのだ。

　ここはサイラスの館と似ていて、基本はアスファル風の館ではあるが、夜会のやり方はどことなく北方大陸のそれに似ている。

　コーツも仕方なしにロディアの前から離れ、広間の人ひと混ごみへと紛まぎれた。今しかない、とばかりに、ロディアは素す早ばやくマイムーンに膝を折る。

「マイムーン殿下。このよき夜によき音が響ひびけば、私の身体からだもうずきます。一曲踊ってきても構いませんでしょうか？」

　ロディアの申し出に、マイムーンは笑顔のままあっさり頷うなずいた。

「ええ、いいですよ。今日はあなたの休暇みたいなものです。お好きな相手と踊っていらっしゃい。夜明けまでに帰れば、それまではどこにいても構いません」

「殿下のご恩情、ありがたく存じます。寛かん大だいなるマイムーン殿下に永遠あれ」

　なるべく感情をこめて言い、ロディアはさっと身を翻ひるがえす。

　とにかく己おのれの身を隠かくすよう、様々な色の衣装を身につけた人混みの中に滑りこんだ。

　まずはルーナ・ノアを探して、さっき目をつけた商人のひとりと接せつ触しよくしよう。こうなったら色いろ仕じ掛かけでもなんでもするしかない。

　薄うす闇やみに支配された広間には様々な香かおりが漂ただよい、楽しげな音楽が鳴っている。不思議な抑揚を持つアスファル語が飛び交かい、ひっきりなしに誰かが笑い声を立てる。

　ロディアは広間のひとの波をどうにか泳ぎ切り、従者が集められている控ひかえの間を覗のぞいた。それぞれ話し合ったり、仮か眠みんを取ったりしている従者たちからひとり離はなれて、ぽつんと壁かべ際ぎわに立っている少年姿のルーナ・ノアと視線があう。

　こっちへ来い、と合図を送ろうとしたとき、ロディアの背後から低い声が響いた。

「どうです、そこのお嬢じようさん。ひとつわたしと踊ってはくれませんか。素す晴ばらしい金きん髪ぱつだ」

　息を吞のんで振り返ると、そこにはどことなく険しい顔のコーツがたたずんでいる。

　彼はじっとロディアの顔を見つめると、眉まゆ根ねを寄せて訊きいてきた。

「君、やはり──アルバラード海かい尉いではないのか……？」

「海尉？　一体なんのことでしょう？」

　ロディアは精せい一いつ杯ぱいしらばっくれるが、この至し近きん距きよ離りでは正直ごまかしようもない。

　コーツはかっと怒いかりで顔を赤黒くし、ロディアの腕うでをつかんだ。

「その声、やはりだ！　こんなところで何をしている？　まさか、何かを探さぐろうと潜もぐりこんだというわけではあるまいな！」

（まずい、声が大きい！　しかし、ここで殴なぐり倒たおすわけにもいかないだろうな）

　ロディアは顔をしかめ、対応に迷ってとりあえず後ろへ身を引く。それくらいでコーツの手は離れてくれないうえ、周囲はもう彼のただならぬ様子に気づき始めているようだ。

　ロディアに残された決断までの時間はほんのわずかだ。

　さあ、どうする？　どうしたらいい。

　この間はとんでもない裏切りをしてくれたコーツだが、軍人としては真ま面じ目めな男と評判だった。懐かい柔じゆうが利きくかはわからないが、戦場以外でロディアがとれる方法は限られている。

（本来なら、ランセの仇かたきだ。触れられるのもおぞましいが……）

　ロディアが苦い覚悟を決めてコーツの手に自分の手を重ねようとした、そのとき。

　不意にコーツの背後から静かな声がかかった。

「失礼。そこの方。その女性と踊られるのですか？」

「邪魔をするな！　今はそんな話をしているのでは──」

　コーツは怒りの形相で背後を振ふり返り、愕がく然ぜんとして言葉を失った。

（これ、は……）

　ロディアもまた、コーツの肩かた越ごしにその人物を見てぽかんとしてしまった。

　コーツの背後に立っている青年は、裕福なアスファル商人の出いで立ちをしている。

　深い青と銀糸でできた裾すそ長なが上着をまとい、薄うすい円形の飾かざりを山ほど連ねた宝ほう飾しよく品ひんを身につけている。肌は象ぞう牙げ色、髪かみは黒。

　そして瞳ひとみは──緑と、青の金銀妖眼オツド・アイ。

　ランセ。

　間違いない。間違いようがない。ランセだ。

　彼はいつもとは打って変わった涼すずやかな様子でロディアだけを真っ直すぐに見つめ、品のよいアスファル語で言う。

「そうでないなら、この俺に彼女を譲ゆずってはくれませんか。ひとめ見たときから、捕とらわれているのです。……その、石榴ざくろ色の瞳に」

　呆あつ気けにとられたままのコーツが、何かを言おうとして口を開け閉めする。

　ランセはコーツを完全に無視してロディアに歩み寄ると、軽く頭を下げて囁ささやいた。

「俺と、踊っていただけますか？」

　まるで別人のような彼の様子に、ロディアの頭は大いに混乱する。

　一体何がどうなっているのだろう。これは夢だろうか？　それとも現実？

　目の前にいるのは破天荒な海軍人のランセか、それとも今日初対面の美しい商人なのだろうか。そして自分は？

　レーン号副長のロディアなのか、それとも本当にアスファル皇族の奴ど隷れいだったのか。

　甘く重い香こうが辺りに漂い、笑いさざめく人々の声がロディアの耳の奥でふくれあがる。

　女の歌手が、広間の片隅で澄んだ声で歌い始める。

　ロディアは軽い眩暈めまいを感じながら、とにかく品位ある女奴隷にふさわしい態度で告げた。

「──私はマイムーン殿でん下かの奴隷です。それをご承知のうえでなら」

「ええ。ではこの曲が終わるそのときまで。どうか、俺のものでいてください」

　ランセは言い、そっとロディアの手をとって指に口づけた。今日は完かん璧ぺきに礼れい儀ぎ正ただしく。

　そのまま彼はロディアの手を取り、自然に広間へと導いていく。

　そこでは既に多くの男女が北方大陸風の踊りに興じている。

（……そう言えば、ランセは踊れるのか？　貴族文化に親しんでいたとは思えないが）

　ロディアの疑問を軽く吹ふき飛ばすように、ランセは彼女と一緒にさらりと音楽に乗ってしまった。まるで剣けんをふるうときのように。もしくはもっと優美に、とらえどころなく、それでも音とずれることなく、ロディアを導く。

　美しい奴隷たちの持つ明かりに照らされ、広間には無数の影が落ちていた。

　その間をぬうように踊るうち、ロディアの眩暈は妙に強まる。

　歌手の歌が耳を打つ。

　──ただ、今だけの嘘うそを吐つこう、今宵こよいだけはあなたの手を取り、あなたと踊ろう。私は大海に落ちたひとひらの花びら。運命に翻ほん弄ろうされても、けして沈みはしない──そんな歌。

　薄暗い広間で、ランセの瞳がかすかに光る。
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　端たん整せいな顔が優やさしく、慈いつくしむように微笑ほほえんで、ロディアに囁いた。

「この曲が終わったら──」

「はい」

「逃にげるぞ？」

　……逃げる？

　ロディアが我に返って聞き返そうとした、そのとき、音楽はぴたりと止まった。

　同時にランセがロディアの手首をつかみ、一目散に庭のほうへと駆かけ出す。

「ルーナ・ノア！」

　ランセの叫さけびに、ルーナ・ノアもすぐに飛び出してきた。

　三人が庭に出た後、間を置かず、めきめき、ばきばき、という派手な音が館やかたの上から響き、広間に大量の砂すな粒つぶが落ち始める。

「おーい、お前らも早めに逃げろ！　つぶれるぞ！」

　ランセが広間に向かって叫ぶと、いくつもの悲鳴があがる。人々は大おお慌あわてで庭や玄げん関かんの向こうへ飛びだし、続いて、大きくヒビの入った天てん井じようがぼろぼろと崩くずれ始めた。

　ランセがロディアとルーナ・ノアを引き連れて庭を突つっ切り、崖がけを下りる階段に足をかけたところで、どおん！　という轟ごう音おんと共に館の天井の一部が陥かん没ぼつする。

　ロディアはさすがに驚おどろいて振り返るが、ランセは朗ほがらかに笑ってマディス語で叫んだ。

「ははは、いやー、派手だこと！　やっぱアルデアの能力がある意味最強じゃねーのかな！　あれ、花びら山ほど屋上に撒まいたうえで、【旧神】の力で重くしたんだよ。それだけでこの威い力りよくだぜ？　あ、ちなみに、奴やつは奴でちゃんと脱だつ出しゆつする算段してあるから気にすんな」

「確かにアルデアのことも気になるが──ちょっとやることが派手すぎないか!?　大体ロスタムは協力者だろうが！　まさか、私とルーナ・ノアのためだけにこんなことをしたのか！」

　やっと夢から醒さめたような気分でロディアが叫ぶと、ランセは平然と言い返した。

「他にどんな理由があんだよ。やー、地味に大変だったわ。いったんマディスに帰ってから、海軍省脅おどしつけて即行帰ってきたんだぜ。わざわざアスファル語だって練習して、サイラスのつてでロスタムのとこに潜せん入にゆうさせてもらってさ。この夜会にお前が来るかもって情報つかんで、変装して見張ってたってわけ。ま、なんにせよ非常時だから。ロスタムにはあとで誠心誠意お詫わびするんで許してもらおうぜ」

　久しぶりのランセの理り屈くつになっていない理屈に、ロディアの頭はさっき踊ったときとは違ちがう意味でくらくらしてきた。

　とにかくランセの後について階段を下りながら、ロディアは懸けん命めいに叫ぶ。

「相変わらず適当だな！　私から情報だけ受け取って、おとなしく帰る手もあったはずだ！」

「ばか言ってんじゃねえ！　俺は本当に適当なんだ。適当すぎて、お前がいないとどうにもなんねーんだよ！　どうもお前が危ないらしいって聞いてなるべく急いだんだけど、これがぎりぎりだった。なんか怖こわい目には遭あわなかったか？」

　やけに浮うかれた調子でランセが言い、三人は崖に刻まれた階段を下りきる。

　崖の下は小さな入り江えなっており、桟さん橋ばしに小こ舟ぶねがいくつか用意されていた。

　しかし、その前にはぽつぽつと人影がある。誰もがロディアたちを見つけると表情を険しくし、武器に手をかけて身構えた。軍服からして、アスファルの近この衛え兵へいたちだ。

　おそらくはマイムーンの護衛だろう。

　完全武装の兵士たちに対し、ロディアたちは変装しているせいでほぼ丸腰である。

　ロディアは軽く溜ため息いきを吐ついてから、冷えた瞳で兵士たちを睨にらみつけた。

「危ない目には、今、遭っているところだ」

「……うん。だな。まあでも、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ランセは気軽に言い、アスファル風の衣装の中から短たん剣けんを取り出してロディアに渡わたした。自分はというと、素手で敵から武器を奪うばう気満々らしい。

　ロディアはランセの傍かたわらに立ち、ルーナ・ノアを守る位置で短剣を構える。

　ランセの気配を傍らに感じた途端、不思議なほど戦場の勘が戻ってくる。ロディアは囁く。

「ああ。何しろ、私とあなただからな」

「そーゆーこと！」

　力強く、それでもどこか軽かろやかに言って、ランセが動いた。
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　ロスタム邸ていがランセたちのせいで大騒ぎになっているころ、マイムーンは騒ぎから少し距きよ離りを取った庭の一角にたたずんでいた。彼はごく冷静な面おも持もちで、懐ふところから取り出した北方大陸製の懐かい中ちゆう時計を見つめて言う。

「──そろそろいいでしょう。兵を退きなさい、サクル」

「はい。もうそのように命じてあります」

　傍らに控ひかえていたサクルが、軽く会え釈しやくして告げた。

　マイムーンはちらりと彼を見やり、声に少し皮肉をこめる。

「相変わらずこざかしい男ですね、お前は。おおらかなアスファル人らしくない」

「はあ。殿下はよくそうおっしゃいますが、アスファル人はおおらかっていうより適当なんじゃないですか？　ただでさえ『なんでもきっとどうにかなるさ』って主義のひとたちが、さらにアルモニアのご加護なんか受けちゃったもんだから、なんでもかんでも神かみ頼だのみしときゃいい、って風潮になっちゃってる。でもねえ、どーにかなるわけないじゃないですか！　戦争なんですよ、戦争。多少は情報操作くらいしないとね」

　サクルはロディアに見せたのと同じような饒じよう舌ぜつさでマイムーンに応じる。

　しかしその話の内容は、けして『雑用係』がするものではなかった。

　マイムーンは、そんなサクルにそこはかとない冷気を漂ただよわせて告げる。

「そういうちまちました男だからこそ、わたしはお前を召めし抱かかえているんですよ、サクル。お前がそうしてわたしの忠実な軍師である限り、お前の妹は元気に暮らし続けます」

　妹、と聞くと、サクルの顔は少しばかり暗くなる。

　彼はくしゃくしゃと髪をかき混ぜ、黒い瞳で夜の闇やみを見やった。そうしていると、彼の黒い目にはたまに憂うれいを帯びた青色が躍おどる。

「……ありがたき幸せ。まあ、別に俺はマイムーン様を恨うらんじゃいません。他ほかの皇子に同じことをされるよりはよっぽどマシだ。多分あなたについていくのが、一番早めに戦争を終わらせる道みたいな気がしますし。あのマディスのふたりがちゃんと母国に情報を持って帰ってくれれば、色々やりやすくなります。──ただ、ちょっとなあ。あのふたり、人間的には俺の苦手な類たぐいですねえ」

「おや、どうしてです？　実は見た目より賢かしこいとか？」

　マイムーンの問いに、サクルは即そく答とうする。

「いや、あれ、本物のばかです。行動力だけある本物のばかってのは、やることがまったく予想できませんから面めん倒どうだ。──あ、ほら、たとえば、コーツでしたっけ。あのマディスの裏切り者。あれだけには、まだ撤てつ退たい命令を出してないんですよ。彼は特別ばかじゃありませんが、あれがあのばかのふたりに追いついたら……どうなると思われます？」

　最後は少し悪戯いたずらっぽく聞かれ、マイムーンは笑えみを深めた。

「賭かけますか？　わたしはコーツが彼らを止めようとして返り討うちにあう、だと思います。サクルは？」

「そうですねえ。俺は、コーツは彼らを本気で止めようとはできないと思いますよ」
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　マイムーンとサクルが話し合っていたちょうどそのころ、ランセたちは噂うわさのコーツと向かい合っていた。

　すでに一体どのくらいのアスファル兵を追い返しただろう。

　気づけば辺りにいる敵は、コーツと彼の連れた五、六人の部下だけになっている。

　コーツは自らアスファル風の曲刀をひっさげ、ランセとロディア、ルーナ・ノアに刺さすような視線を向けて重く言った。

「……ここまでだ、ランセ艦かん長ちよう」

「あーらら、お約束な名台詞ぜりふだこと。こんなとこでまで俺の邪じや魔ましてくれるってわけなのかよ、コーツ艦長。ちなみに似合ってねーぞ、そのアスファル風海軍服」

　ランセ特有の軽い物言いに、コーツは苛いら々いらと怒ど鳴なり返した。

「ほざけ！　こんなところまで入りこんで、ただで帰れると思うなよ！　ランセ、貴様の真の目的は一体なんだ？」

「真の目的って？」

　きょとん、とランセに聞き返され、コーツは眉まゆをひくつかせながら答える。

「この女がどこかで潜せん入にゆう捜そう査さを行っていたのは大体想像がつく。しかし、わざわざこの女を奪だつ還かんするためだけに貴様がここにやってきたとはとうてい思えん！」

「思えん！　つったって、他に理由とかねーけどな」

「嘘うそを吐つけ！」

　一見とぼけた様子のランセに、コーツは腹に響ひびく怒ど声せいをあげた。

　対するランセもまた、不意に怒いかりの表情になって怒鳴り返す。

「吐いてねーって！　俺は単に、ロディアが好きなんだよ！」

「そんなこと大声で言っている場合か、あなたは！」

　さすがに恥はずかしくなったロディアが叫さけぶものの、ランセは少しもひるまなかった。

「好きなもん好きって言って何が悪い！　お前はうちの船には絶対必要なんだ。だから取り返しに来た。それで何が足りねーんだよ？」

　きっぱり言い切ったランセに、コーツは半分口を開けて呆あつ気けにとられていたが、やがて気を取り直して反論した。

「君はとことんばかだな！　いいか。艦長たるもの、そして提てい督とくたるもの、本来はもっと狡こう猾かつであらねばならんのだ。必要とされているのは全体を見通す目だ。しかし君はいつでもそうだった、昔からだ！　常に勢いだけで突つっ走り、水兵たちに少しでも賞金を分配することより、どれだけ無茶をしてでも国王陛下に勝利を献けん上じようすることばかりに執しゆう心しんだった。確かに戦争は上手うまかっただろう。陣じん取とり合戦の上手い子供のようにな。君はどんなばかにもわかりやすい英えい雄ゆうだった。ゆえに民たみは諸もろ手てを挙げて君を英雄と讃たたえた。だがな、破格の地位と名誉を手に入れてもろくに政治戦もしようとはしない、ただひとりで何もかも背負えると思いこむ、その貴様の偏かたよったやりようがマディス王国に様々な矛む盾じゆんを生み、ひいては国王陛下すら窮きゆう地ちに陥おとしいれたのだ！　それはけして、軍人として、指導者として、あるべき姿ではない！」

　一気にまくしたてられたコーツの意見は、どこか不思議なほどに真しん摯しなものだった。

　人生の先を行き、苦いものを舐なめてきた人間として、ランセを戒いましめる言葉だった。

　ランセは国王の名が出るとわずかに表情を改め、じっとコーツを見つめ返す。

「なあ、コーツ。お前は、俺のこと嫌きらいか？」

「何をいきなりわけのわからんことを言っている！　軍人は、好き嫌いでなど動かん！」

「そりゃ嘘だよ」

　きっぱり、あっさりと言い切って、ランセはうっすらと笑った。

「建前だろ、それ。軍人だって人間だ、ほんとは好き嫌いで動く。だけど大人ってのは、嘘うそだってわかってても『建前』を大事にしなくちゃならない。そりゃ俺だって知ってるさ。艦長って人種が、艦上じゃ常に偉えらそうにしてなきゃならないのと一緒だよな。艦長と水兵にはものすごい待たい遇ぐう差があるし、艦長は人間じゃないみたいに気むずかしくしているのがいいってされる。だけどそれは艦長の性格が悪いせいじゃなくて、命令系統を上手く動かすための単なる義務であって、建前だ。で、お前は、そういうのを凄すごく大事にする奴やつだ」

　ランセは一体なんの話を始めたのだろう。

　ロディアはわずかに戸と惑まどうが、おそらく戸惑いはコーツのほうが大きかったのではないだろうか。彼は何度か瞬またたき、警戒心をにじませたまま言う。

「当然のことだ。そして貴様には、それができていない」

「うん、できない」

　屈くつ託たくなく肯こう定ていされ、今度こそコーツは声を失って固まってしまった。

　ランセはどこか子供っぽく笑いかけて続ける。

「無理なんだ、それ。いや、頑がん張ばりゃ、そこそこまで行けるぜ？　だけど全然性しように合わねえ。だって俺は偉い人間じゃねえもんな。元は人間ですらなかったし、今は死人だし。ひとにひざまずかれるのは大っ嫌いだし、好き嫌いを黙ってられない。正直にものを言って、それについてくる奴とだけしかつるみたくない。だから問題は、戦時中に俺がうっかり提督とかになっちまったことのほうなんだよ。俺には今くらいの地位と、権限がちょうどいい。信じられる仲間と、手のひらに収まる範はん囲いの作戦。政治戦は一いつ切さいなし。これが俺に本来与えられた天分だ。提督なんてご大層なもんはな、コーツ。お前みたいな奴がやるべきなんだ」

「──ランセ、君は」

　コーツはどうにかそこまで言って、表情を選びかねた顔で黙りこむ。

　ランセは一度だけ瞬いて言う。

「俺はお前のこと、嫌いじゃねーぜ」

　その言葉はごく気軽に投げつけられた。そのぶん、嘘の気配はどこにもなかった。

　コーツは無表情のまま立ちすくみ、かすかに震ふるえた。

　それはそうだろう。コーツはランセにさんざん嫌いやがらせをしたあげく、一度本気で殺そうとしたこともあるのだ。

　そんなコーツを見つめて、ランセは穏おだやかに笑う。

「だけどまあ、神様の趣しゆ味みが合わねーのはどうしようもねーや。信じるものがある奴は嫌いじゃねえけど、俺は【旧神】に憑つかれてまでアルモニアをぶっつぶしたいわけだし、そこは相あい容いれないよな。あと、俺は自分がお前に嫌われてるのはわかってる。わかってるけど、これまたどうにもできねーな。俺は、ランセだ。色々とまずいところもあるだろうが、俺って人間はここにしかいない。ロディアも、他の仲間たちも、誰だれひとり替かえはいない。もちろん──国王陛下もだ」

　語るうちに、ランセの瞳ひとみは快活な光を増してくる。

　人間に替えはない。それは、ロディアが以前コーツに言った言葉でもあった。しかし、長く戦ってきたランセが言うと、同じ言葉もまったく別の色合いと重さを持つ。

　彼は堂々と胸を張って言い切った。

「だから俺は、俺の愛するもののために戦う。初っぱなから自分が正しいなんて思っちゃいないぜ。ただ、ずーっと譲れねえものがあるんだ。諦あきらめられないんだよ。好きなものがいっぱいある。俺の大好きなもの、何ひとつ。──俺はまだ、諦めちゃいない」

　最後には何か大きなものに挑むように告げて、ランセは口を閉とざした。

（ランセは……本当に、どうしようもないほど、ランセだな）

　彼と出会ってから何度目になるかわからない思いに浸ひたりながら、ロディアは抑おさえきれない喜びに心を震わせる。そう、これが、彼女の好きなランセだ。

　どんな運命に翻ほん弄ろうされても、子供みたいに純じゆん粋すいに戦い続ける。その魂たましいが曇くもらない。

　どうしてこんなふうに生きられるんだろう。わからない。わからないけれど、惹ひかれるのだ。ついていくしかない、そんなふうに思ってしまう。

　コーツはやっと我に返ったように歯がみをすると、力の限りランセを怒鳴りつけた。

「貴様は、本当に筋金入りのばかだな！」

「おうよ、生まれつきな！」

　自分を親指でさして格好をつけるランセに、コーツはまだ何かを言おうとしてあえぎ、結局殺しそうな視線で彼を睨んでから身を翻ひるがえした。たくましい背中をわずかに震わせてから、顔を上げぽつりと言う。

「──行け、ランセ」

「んん？　なんだ、お前も俺の格好よさがわかっちまったか？」

　ランセが不思議そうに首をひねると、コーツは彼に背を向けたまま、心底嫌そうに怒鳴る。

「阿あ呆ほう。貴様ほどのばかは、生かしておいたほうがかえってアスファル帝てい国こくのためになる。だから生かしておく、ただそれだけの話だ。わかったらさっさと行け！」

（……これは、半分くらいは本心なんだろうな）

　こんなときなのに、ロディアは少し笑いたくなってしまった。

　コーツはけして人間的に歪ゆがんでいるわけではない。経験や信条の問題から、ランセのような考え方ができないだけだろう。できないのだが、どこかで憧あこがれてしまうのかもしれない。

　たとえば、ロディアのように。

　ランセはまだ何かコーツに言いたげに見えたが、ロディアは素早くランセの腕を取った。

「恩に着る、コーツ艦長！」

　コーツに感謝の言葉を投げ、ロディアはランセを引きずって走り出す。ランセも特に抵抗することなく、いつの間にかロディアを導き、ルーナ・ノアをかばってごつごつとした磯いそを渡った。そうして入り組んだ入り江えの洞どう窟くつじみた場所までくると、その一角に隠かくされた小こ舟ぶねの上で真っ赤な髪かみの人物が手をふっているのが視界に入る。

「遅おそいですわよ、ロディア、ランセ、ルーナ・ノア！」

「すまねーな、アルデア！　さっきはごくろうさん。さ、レーン号へ戻もどるぜ、姫ひめ君ぎみ」

「姫君って……私のことか？　嫌いや味みだな、完かん璧ぺきに」

　ロディアは苦く笑しようしながら、それでもランセの手を取って小舟へと乗り移った。

　すぐさま待機していた水兵が小舟を押し出し、せっせと海へと漕こぎ出していく。

　いつしか夜は明けかけていた。懐なつかしい匂においの海風が吹ふく。

　ロディアは髪から豪ごう奢しやな飾かざりを引き抜ぬいて、長い髪を風に躍おどらせた。

　髪が、肌はだが、潮風にさらされる度たびに自分が自分に戻っていくような気がする。

『アルバラード海かい尉い』になっていく自分を感じながら、ロディアは真しん剣けんな瞳をランセへ向けた。

「ランセ……伝えたいことがたくさんある。第七皇子や、他ほかの皇子たちのこともそうだが、もっととんでもないことがわかった。──アスファル帝国は、もうすぐマディス王国に大規模な侵しん攻こう作戦をしかける」

　ランセは少しだけ目を細めてロディアの話を聞き、海の向こうへと視線を投げた。

「ああ、そろそろ来るころだと思ってたぜ。その話はあとでゆっくり聞く」

　ロディアは彼のあっさりした調子に少し拍ひよう子し抜ぬけしたが、すぐに考え直す。

　ランセは、もう覚かく悟ごしていたのだ。

　まだ覚悟ができていなかったのは自分のほうだ。

　ロディアはぎゅっと拳こぶしを作り、囁ささやいた。

「──本当に、戦争が始まるんだな」

「何を今さら、って話だぜ。戦争なんか、もうとっくに始まってるさ。いや──違ちがうかな。この間の戦争のときから、ほんとは一度も終わったことなんかなかったんだ」

　ランセの声はどこか遠く響く。ひょっとしたら、彼の戦争は一度も終わったことがなかったのかもしれない。停戦中も、ただ戦うことばかりを考え続けていたのかもしれない。

　そのことがふと気になって、ロディアは真剣な瞳でランセの横顔を見つめた。

「今度こそ、終わらせよう」

　引き留めるようなロディアの声に、ランセはふと振ふり返って笑う。

「当たり前だ。大だい丈じよう夫ぶ。俺とお前がいる限り、な」
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　皆みなさんお元気にしていらっしゃいますか？　栗原ちひろです。

　今手に取って頂いているこの本は、「レッド・アドミラル」のシリーズ第二巻です。

　レッド・アドミラル、日本語訳しますと赤の提てい督とく。提督といったら「艦かん隊たいを指揮するひと」で、基本的には海軍の将軍レベルのひとのことです。

　というわけで、本作は少女小説なのに海軍ものです！　ちょっとだけ珍めずらしい感じです。それが皆さまの応おう援えんのおかげで二巻を出すことができちゃった、というのが私にとっては大変驚おどろきで、同時にものすごくありがたいことだなあ、と思っているわけなのです。

　しかし海軍萌もえ、帆はん船せん好きの皆さんって、普ふ段だんは一体どこに隠かくれてらっしゃるのでしょう。私はてっきり、空軍びいきの方のほうが優勢だとばかり……（特に根こん拠きよはない）。




　本作がモデルとしている時代の海軍には色々とロマンがつまっているんですが、普ふ遍へん的な海軍ものの醍だい醐ご味みとしては「協力しないと何もできない」というのがありますよね。特に帆船は風と人力で動きますから、人間が乗っていないとどうにもならないわけです。

「仲間」がとてもとても大事な世界。

　人間関係が面めん倒どうくさいこともあるけど、やっぱり仲間って素す敵てきだなって思います。そんな世界の中で、本作のキャラクターたちも段々仲良しになっていっているようですよ。彼らの掛かけ合いやご飯に対する情熱なんかを描えがいていると「男子高校生か！」とツッコミを入れたくなるんですが、よく考えたら主人公は女子でした！

　……ロディアはもう、イラストでも常に一番イケメンに描いて頂いているような気がしてなりません。だけど彼女は女性。そこのところを忘れていたらそれはそれで大変だよ、という辺りもちょっとだけ絡からんでくるような、それでもロディアはロディアなような、ランセを始めとしたレーン号の面々も色々素が出てくるような、敵の方々も出そろうような、そんな二巻目になっております。どうかお気に召めしますように。




　さて、今回も素敵な画えをいただきました[image: さかき]空也さま、本当にありがとうございます！

　ロディアやランセたちの表情の鮮あざやかさを見るたび、ああ、このひとたちも生きているのだなあ、という感かん慨がいが湧わいてきます。また、いつも本当にお世話になっております担当氏と、本を作るのに関かかわって下さっているすべての皆さまにも心からの感謝を捧ささげつつ。

　作中はきな臭くさくなってきていますが、次の巻でもお会いできるといいな、と思います。
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